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 本 日 は ， 平 成 29 年 度 岡 山 大 学 教 育 学 部 附 属 幼 稚 園 教 育 研 究 発 表

会 に 御 参 加 戴 き ， 誠 に 有 り 難 う ご ざ い ま す 。  

 本 園 は ， 平 成 26 年 度 か ら 文 部 科 学 省 研 究 開 発 学 校 の 指 定 を 受 け  

「 幼 稚 園 教 育 と 小 学 校 教 育 の 接 続 を 図 る た め の 幼 児 期 に 生 活 し て

い く た め に 必 要 な 習 慣 や 学 び に 向 か う 力 と の 関 連 性 の 検 討 を 含 め

た 『 考 え る 力 』 の 育 成 を 重 視 す る 教 育 課 程 及 び 教 育 内 容 ・ 指 導 方 法

の 研 究 開 発 」 を 研 究 主 題 と し て ， ４ 年 間 ， 保 育 実 践 研 究 を 進 め て き

ま し た 。 本 年 度 は ， そ の 最 終 年 度 に な り ま す 。  

本 日 の 研 究 発 表 会 に お い て は ， 平 成 30 年 度 全 面 実 施 の 『 幼 稚 園

教 育 要 領 』 に 位 置 付 け ら れ た ， 幼 児 期 に 育 み た い 資 質 ・ 能 力 の 一 つ

で あ る 「 学 び に 向 か う 力 」 の 育 ち に つ い て 提 案 し ， 協 議 を 深 め て 行

き た い と 考 え ま す 。午 後 か ら の 分 科 会 に お い て も ，活 発 な 御 意 見 を

賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

分 科 会 後 に 行 わ れ ま す シ ン ポ ジ ウ ム で は ，「 未 来 に 生 き る 子 ど も

の 『 学 び に 向 か う 力 』 を 引 き 出 す 」 と 題 し て ， シ ン ポ ジ ス ト に 無 藤   

隆 氏 （ 白 梅 学 園 大 学 大 学 院 ）， 高 瀬 淳 氏 （ 岡 山 大 学 大 学 院 ）， 猪 木 直

樹 氏（ 全 国 国 公 立 幼 稚 園 ・ こ ど も 園 PTA 連 絡 協 議 会 ）に 御 登 壇 戴 き

ま す 。 企 画 ・ 司 会 は ， 西 山 修 教 授 （ 岡 山 大 学 大 学 院 ） と 藤 田 智 子 教

諭 （ 岡 山 大 学 教 育 学 部 附 属 幼 稚 園 ） が 担 当 致 し ま す 。 本 シ ン ポ ジ ウ

ム で は ，要 領 等 の 改 訂 の 内 容 や 近 年 の 幼 児 教 育 を 巡 る 動 向 等 を 本 園

の 実 践 と 重 ね 合 わ せ な が ら ，こ れ か ら の 保 育 者 に 求 め ら れ る 取 組 を

共 に 考 え た い と 思 い ま す 。 ３ 名 の シ ン ポ ジ ス ト の 先 生 方 か ら ，貴 重

な 御 意 見 を 拝 聴 で き ま す こ と を 楽 し み に し て お り ま す 。  

 最 後 に な り ま し た が ， 研 究 を 進 め る に あ た り ご 協 力 ご 支 援 を い

た だ き ま し た 岡 山 県 教 育 委 員 会 ， 岡 山 市 教 育 委 員 会 及 び 岡 山 っ 子

育 成 局 を は じ め と す る 関 係 の 皆 様 方 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 平 成 29 年 11 月 ８ 日  

岡 山 大 学 教 育 学 部 附 属 幼 稚 園  

園 長  髙 橋 敏 之  
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Ⅰ 研究の経緯 

 

１ これまでの本園の研究 

 本園は，平成 13年度から 16年度まで文部科学省研究開発学校の指定を受け，幼稚園教育と小学

校教育の円滑な接続を図るために，岡山大学教育学部附属小学校（以下，附属小学校と表記する）

と共同研究し，学ぶ内容のつながりで，幼稚園から小学校までの９年間を一貫したカリキュラム（か

けはし学習）を開発した（『平成 15年度研究発表会要項』及び『研究開発実施報告書三年次』参照）。 
その理念をもとに，平成 22年度から平成 27年度までは，岡山大学教育学部附属学校園で，幼稚

園，小学校，中学校の 12年間の発達に沿った一貫教育体制の実現を目指し，共通研究主題「考える

力を育てることばの教育」を掲げて研究を進めた。その中で，幼稚園，小学校，中学校の 12年間の

学びの姿を見取るために，３つの「ことばの学び」（『平成 26年度研究紀要』参照）という共通の

視点で，指導方法の工夫や，カリキュラムの構築及び検証を行った。 

それと同時に，平成 26年度より文部科学省研究開発学校の指定を受け，「幼稚園教育と小学校教

育の接続を図るための幼児期に生活していくために必要な習慣や学びに向かう力との関連性の検討

を含めた『考える力』の育成を重視する教育課程及び教育内容・指導方法の研究開発」を掲げ，研

究を進めてきた。 

 この研究は，本園の幼小接続の理念と文部科学省『幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在

り方について（報告）』(幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者

会議報告書,平成 22年）等を踏まえたものである。幼稚園と小学校の円滑な接続を図るために，幼

児が主体的に「ひと・もの・こと」に関わりながら，「思いや考えを様々な方法で豊かに表す力」

「教師や友達と思いを共有して協同する力」「自分のよさや他人のよさに気付ける力」等の「考え

る力」を育成することを重視し，幼稚園と小学校の教育課程の接続及び教育内容・指導方法の研究

開発を目的としてきた。 

 そこで，５歳児後半から小学校一年生を幼小接続期として捉え，「考える力」の発達の姿を整理

して，育ちのつながりを見通しながら３つの「ことばの学び」に視点を置いた「幼小接続期カリキ

ュラム」を作成しそれをもとに幼稚園教員と小学校教員（以下，幼小教員と表記する）が入学後の

一年生の姿を捉えたり，共通理解を図ったりしてきた。 

昨年度は，そのカリキュラムをもとに評価の視点を作成し，幼小教員が互いに児童（以下，一年

生の子どものことを児童と表記する）の姿を見取ることで，幼児と児童の育ちの見取り方や評価す

る基準の相違等を幼小教員が共有し，幼稚園から小学校への育ちのつながりを意識した指導を行う

ことができた。また，本園が大切にしている「学びに向かう力」について共通理解をし，「学びに

向かう力」の育ちのつながりや，指導方法等について検証を進めることができた。 

 

２ 次期『幼稚園教育要領』との関連性 

改訂・改定された『幼稚園教育要領』,『保育所保育指針』及び『幼保連携型認定こども園教育･

保育要領』の平成 30年度からの実施に向け，３つの「資質・能力」や「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」等の視点や，幼小接続，カリキュラム・マネジメント，幼稚園における評価等，様々

な視点が挙げられているが，本園の研究内容と共通する視点が多い。 

第一の視点は，「学びに向かう力」である。本園では，平成 26年度より「学びに向かう力」に焦

点を当てた研究を進めてきた。先行研究と本園の実態から「学びに向かう力」を５つの視点（好奇

心・自発性・自制心・挑戦意欲・協同性）で捉えることとした。これは，文部科学省『幼児教育部

会における審議のとりまとめ』（平成 28年８月）に示されている３つの「資質・能力」の「学びに
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向かう力・人間性等」の例示と重なる。また，中央審議会の『論点整理』でも，次期『幼稚園教育

要領』で取り扱われている３つの「資質・能力」や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を一

体的に育んでいくことが重要であると述べられており，「学びに向かう力」と「考える力」を相互

に育む本園の研究成果と関連が深いと考える。 

第二の視点は，幼稚園教育と小学校教育との接続である。平成 27年度に附属小学校とともに「幼

小接続期カリキュラム」を作成し， ３つの「ことばの学び」の視点で幼小接続期の姿に着目し，幼

小教員で幼小接続期の姿を共通理解してきた。次期『幼稚園教育要領』でも「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」をもとに幼小教員で幼小接続期の幼児と児童の姿を共有する重要性を示してお

り，本園の取組と重なる。 

また，社会において自立的に生きる基礎を培うという将来の目標に向かって，幼小中 12年間を見

通した「考える力」の育ちを捉えた「一貫教育カリキュラム」を平成 26 年度に作成した（平成 26

年度紀要参照）。『幼児教育部会における審議の取りまとめ』では，「『義務教育を終える段階で

身に付けておくべき力は何か』という観点を共有しながら，各学校段階の各教科等において，系統

的に示されなければならない」と示されている。これは，幼児と児童の育ちを長期的な視点で捉え

るとともに，接続期の姿を共有し，各時期での育ちをつないでいくことにより，円滑な接続を目指

すという共通の視点であると考える。  

第三の視点は，カリキュラム・マネジメントである。上述の「一貫教育カリキュラム」をもとに，

評価の視点を定め様々な評価方法で評価したり，実践を分析して教育課程の見直しを行ったりした。

それは，次期『幼稚園教育要領』の「幼児一人一人の発達の理解に基づいた評価の実施」や「教育

課程に基づき組織的かつ計画的に各幼稚園の教育活動の質の向上を図っていく」というカリキュラ

ム・マネジメントの考え方と重なる。 

    

   

Ⅱ 研究の目的 

 

１ 本園の幼児の実態 

  本園では，教育目標「自主自律 豊かな心でたくましく」のもと，心も体もたくましい幼児を育

てたいと考え，実践している。以下は昨年度の実践をもとにした，本園の幼児の実態である。 

○身近な環境や遊びに興味をもち，もの・ことに自分から関わって遊ぶ。 

○気の合う友達と一緒に遊び方を考えたり工夫したりして遊ぶ。 

○教師や気の合う友達には自分の思いを表現したり，思いを聞こうとしたりする。 

○あまり関わりが少ない友達には自分の思いを言いにくかったり，友達の意見を素直に受け入れよ 

うとしにくかったりする。 

○初めてのことや少し難しいことには，自分から取り組みにくい。 

○思った通りにならないと，ちゅうちょし，やめてしまう。 

 

２ 昨年度の研究の成果と課題 

昨年度は，「挑戦意欲」を中心として，「学びに向かう力」の５つの視点の関係性に注目しなが

ら実践を行った。その結果，次のような個々の育ちが見られた。記録の一部を抜粋して示す。 

○Ａ児は，気の合う友達に言われるままに遊ぶことが多かったので「自発性」に焦点を当てて，思

いをもったときに友達に自分からしたいことを伝えられるように，投げ掛けたり，きっかけをつ

くったりした。そうすることで，友達としたいことや考えた遊び方が違うときに自分の思いを伝
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えることができるようになってきた。また，固定遊具や縄跳び等，少し抵抗のある遊びには自分

から取り組むことが少なかったが，「自発性」や「挑戦意欲」に焦点を当てて，興味をもって見て

いるときにやってみたい気持ちに寄り添ったり，少しでも自分から触れてみようとしたときに認

めたりしてきた。そうすることで，自分から固定遊具に取り組み，できなくても何度も挑戦する

姿につながった。 

○Ｂ児は，気の合う友達には思いを話せるが，大勢の友達がいる遊びの中では考えたことを表しに

くい姿が見られた。そこで，試行錯誤しようとする姿を認めたり友達と思いをつないだりして「挑

戦意欲」や「協同性」を引き出した。そうすることで，集団の中で友達に自分の考えた遊び方を

諦めずに伝えたり，相談したことをまとめたりして，根気強く思いや考えを伝えながら遊びを続

けるようになってきた。 

○Ｃ児は，ドッジボールで自分のチームが勝ちたいというめあてをもって参加し，勝てたことで満

足していたので，「挑戦意欲」に焦点を当てて，嬉しい気持ちに共感しながらも，次はどうするか

を考えて取り組むことができるように，次のめあてがもてるような声掛けをした。そうすること

で，「今度は最後まで残りたい」「３回連続で勝つ！」と新たなめあてをもち，取り組むことがで

きるようになった。 

 

また，昨年度６月と 11月に実施した保護者アンケートで，11月には以下のような記述が見られ，

保護者も「挑戦意欲」の育ちを感じている。 

〈６月と 11月とで変容が見られた幼児の姿〉 

３歳・「苦手だけど頑張る！」と自分で口にして取り組む姿が見られるようになった。 

 ・以前は失敗したら泣くだけだったことも「もう１回やってみる」と言って，挑戦するように 

なった。 

４歳・今まではすぐにうまくいかなかったり，友達より劣っていると感じたりしたら挑戦しようと

しなかったが，少しずつ諦めずに何度も取り組むようになってきた。 
・今までは友達の思いを受け止め過ぎ，自分の思いを伝えることがなかなかできなかったが， 
伝えられるようになってきた。友達の幅も広がってきたように感じる。 

５歳・分からないことがあったら自分で調べたり，関連付けて考えたりするようになった。 

  ・頑張ってできたことが自信になり，「諦めないでやってよかった」と言ったり，できないこと

が悔しいのか，自分で納得がいくまでやろうとしたりするようになった。 

〈「挑戦意欲」をもって取り組んでいる姿〉 
３歳・友達ができることに自分も挑戦したいと頑張っており，友達に「私もできたよ」と報告する

ことを原動力にしている。 
４歳・縄跳びを跳べるようになりたいと具体的な目標をつくり，それに向かって何度も挑戦する。 

・勝ちたいと思えたときに，「挑戦意欲」が表れている。 
５歳・何に対しても挑戦する気持ちが育ってきていて，様々なことに興味をもち，疑問を大人に投

げ掛け，理解を深め挑戦する様子が見られる。 
・できないことの難しさを知り，自分なりに目標を立て，粘り強く取り組んでいる。 

 

前述の実践や保護者アンケートの記述から分かるように，「学びに向かう力」を引き出したこと

で，友達に根気強く思いや考えを伝えながら遊びを進めるという「考える力」が豊かになったり，

自分のめあてをもって諦めずに繰り返し取り組むという「考える力」も育まれたりした。 

一方で，遊びの中で幼児がどのように学んでいるのかを細かく見たり，「学びに向かう力」と「考

える力」を切り分けて考えたりすることが難しかった。そのため「学びに向かう力」を引き出す教

— 2 — — 3 —



4 

師の援助と，「考える力」を育む教師の援助を整理して考えることが課題として残った。また，「挑

戦意欲」を引き出すために有効な教師の援助の検証が課題として残った。 

そこで，第一に，今年度も引き続き「挑戦意欲」に焦点を当てて保育を行い，実践を「学びに向

かう力」と「考える力」で分析しながら，「学びに向かう力」と「考える力」の関連性を明らかに

する。初めてのことや少し難しいことにも失敗を恐れずに取り組もうとする心や，粘り強く物事に

繰り返し関わろうとする心を育てたいと考える。そのために「挑戦意欲」を引き出す有効な教師の

援助をさらに明らかにし，めあての実現に向けて繰り返し取り組み，考えを深めていき，悔しさを

感じながらもやり遂げる充実感を感じる「考える力」を豊かに育むことで，研究課題に迫っていく。 

第二に，幼児期に集団の中で育つと考えられる，話す・聞く等の「幼児期に生活していくために

必要な習慣」は，幼稚園と小学校の接続を円滑に行う上で大切であり，「学びに向かう力」や「考

える力」を支える基盤となるものだと考える。そこで，「幼児期に生活していくために必要な習慣」

を整理し，「学びに向かう力」や「考える力」との関連性を捉え，実践を行う。さらに，「生活し

ていくために必要な習慣」の視点を加えながら今年度も幼小教員が一年生の姿を評価し，評価の視

点や「幼小接続期カリキュラム」の見直しを行いながら滑らかな幼小接続を深めていく。 

 

３ 用語の整理と定義 

 本稿では既にそのように論述しているが，ここで本稿の中での用語の整理と定義を行う。 

○幼児：幼稚園の子ども  ○児童：小学校の子ども 

○教師：本園の教員    ○幼小教員：幼稚園教員と小学校教員 

○教育課程：立案（構成）レベルを表し，展開過程は含まない 

○カリキュラム：教授・学習や評価の活動等も含んだ広い概念（『教育課程 重要用語 300 の基礎

知識』） 

 

 

Ⅲ 研究の内容 

 

１ 目指す幼児像 

 本園の幼児の実態を踏まえ，目指す幼児像を６つの姿で捉えている。 

 ○めあてやイメージを実現するために，比べたり考えたりしてよりよい方法を見付ける。 

 ○共通のめあてに向かって見通しをもち，遊びを進める。 

○自分の思いと友達の考えの違いに気付き，考えたり折り合いを付けたりする。 

 ○友達の考えや頑張っていることを認めたり取り入れたりする。 

 ○大勢の友達と力を出し合って活動を進める。 

○できない悔しさを感じながらも，最後までやり遂げようとする。 

この中で「できない悔しさを感じながらも，最後までやり遂げようとする」は「学びに向かう力」

の「挑戦意欲」に関する目指す姿であるため，重点を置く。 
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２ 「学びに向かう力」と「考える力」 

（１）本園の「学びに向かう力」の定義と見取り方 

  本園では，「学びに向かう力」を幼児を遊びに突き動かす力であり，原動力のような意欲的側

面として定めた。「学びに向かう力」を引き出すことで，幼児は主体的に遊ぶことができると考

え，以下の５つの視点で捉えた。さらに，幼児を見取る姿を具体的にし，共通理解する必要があ

ると考え，○の具体的な姿で整理した。 

「好奇心」…様々なことに興味をもつ心 

  ○身近な事象に関心をもち，じっと見つめる姿 

○やってみたい！と思いをもって身を乗り出したり表情が変わったりする姿 

○なぜ？と疑問をもち，周囲の人に尋ねたり調べようとしたりする姿 

 

「自発性」…自分から意欲的に遊びや生活に取り組もうとする心 

    ○自分からしたり言ったりしている姿 

○自分なりの関わり方でじっくり遊ぶ姿 

○繰り返したり工夫したりする姿 

 

「自制心」…自分の気持ちや行動を調整しようとする心 

    ○その場の状況を捉える姿 

 ○きまりをつくったり守ったりしようとする姿 

 ○状況に合わせて折り合いを付けたり，感情や欲望を調整しようとしたりする姿 

 

「挑戦意欲」…めあてをもって取り組もうとする心 

    ○自分を信じてやり続ける姿 

 ○目標に向かって諦めずにやってみようとする姿 

  ○できないことや自分には少し難しいと思うことを粘り強く乗り越えようとする姿 

           
「協同性」…互いの思いや考えを共有し，実現に向けて協力しようとする心 

    ○友達と思いや考えを共有しながら遊びを進めようとする姿 

  ○友達と同じ目的に向かって，力を出し合おうとする姿 

  ○友達の考えのよさを認め，取り入れて一緒に遊ぶ姿 

 

（２）「考える力」について 

  本園では，幼児期に育みたい「考える力」を次のように捉えている。 

幼児が遊びや生活の中で「ひと・もの・こと」に関わり，自分のめあてを達成するために試行錯

誤したり，友達や教師と思いを共有したりする力 
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（３）「学びに向かう力」と「考える力」の関係 

「学びに向かう力」を育てると，「考える力」が豊かになる。また，「考える力」が豊かにな

ると「学びに向かう力」も育つ。「学びに向かう力」と「考える力」は相互に影響し合い豊かに

なっていく関係と捉える。 

図１は，教師が幼児の内面に目を向け，水や養分を根に与えるように援助を行うことで，「学

びに向かう力」という根がしっかりと張り，「考える力」という木の葉が生い茂る，というイメ

ージを示したものである。このイメージのように「考える力」が育った姿が，小学校以降の学び

につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１.「学びに向かう力」と「考える力」の関係図 

図１.「学びに向かう力」と「考える力」の関係図 
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教師
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図１　「学びに向かう力」と「考える力」の関係図 
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３ 「学びに向かう力」の「挑戦意欲」 

 「学びに向かう力」の「挑戦意欲」に焦点を当てて実践を行うために，「挑戦意欲」を中心にし

た幼児の育ちの道筋や「学びに向かう力」の５つの視点の関係性を整理する（図２）。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   の仮説的関係図 

 

 

 

 

 

図２.「挑戦意欲」に焦点を当てた「学びに向かう力」 

   の５つの視点の仮説的関係図 

 

 ５つの「学びに向かう力」は，上記のようには明確に区切られる訳ではない。幼児の発達や遊び

方等によって「学びに向かう力」の視点の比重が変わってくると考え仮説を立てた。教師が５つの

「学びに向かう力」の関係性に沿って援助をすることで，幼児の意欲が引き出されると考える。 

次第に友達とめあてを共有するようにな

り，夢中になって取り組む中で様々な感情

体験や葛藤体験を積み重ね，共通のめあて

に向かって友達と考えや力を出し合おうす

る「協同性」が育つ。その過程で，友達の

考えや気持ちを受け入れたり，相手の立場

に立って考えたりし，さらに新しいめあて

に向かって「挑戦意欲」が高まる。 

身近な「ひと・もの・こと」との関わり

を通して，教師との信頼関係を基盤に安心

感をもった幼児は，身の回りの事象に興味

や関心をもち，驚きや不思議さ，疑問等を

感じる（「好奇心」）。 

「何でだろう？」「してみたい」という

思いが高まり，主体的に関わる（「自発性」）。

やってみることで，さらに面白さや不思議

さを感じ，自分なりの方法で関わり，五感

を通した気付きを得る。 

「好奇心」から「自発

性」，「自発性」から「好

奇心」という流れを繰り返

すうちに，幼児は「～した

い」という願いをもつよう

になる。そして願いを実現

するために，「～するため

に○○したい」というめあ

てをもつようになる。 

めあてをもって取り組

むことにより，ゴールイメ

ージがはっきりし，「挑戦

意欲」が高まり，何度も繰

り返しやってみようとし

たり，諦めずに取り組んだ

りする。

めあての

実現に向け

て試行錯誤

する中で，失

敗しても諦

めずに取り

組もうとし

たり，気持ち

を調整した

りする「自制

心」も育って

くる。 
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４ 「幼児期に生活していくために必要な習慣」と「考える力」の関連性 

（１）定義 

研究課題の中にある「幼児期に生活していくために必要な習慣」を本園では次のように捉える。 

集団生活の中で身に付いていく習慣 

これは，いわゆる基本的生活習慣とは異なり，幼稚園生活の中で幼児が友達や教師と関わりな

がら身に付けていく習慣であり，学びを支えるものであると考える。そこで，小学校入学後の児

童は，どのような場面でどのようなことに困っているのかを，幼小教員で話し合った。そして，

小学校一年生の学習や生活に意欲的に取り組むために，「幼小接続期に必要な習慣」として以下

の４点を挙げた。その４つの目指す姿を「幼小接続期カリキュラム」に位置付けた。 
（ ）は研究を進めていく上で分かりやすく表記した文言である。 

①時計を見たり次の授業までにすることを把握したりして，行動する。･･････（生活を進める）

②先生の話を自分のこととして聞き，考えたり行動したりする。･･････････････････（聞く）

③（小学校という新しい環境でも）困ったことや分からないことは，先生や友達に尋ねる。 

･･････････････････（話す）

④小学校生活のきまりや約束を知り，守ろうとする。･･････････････････････（きまりを守る）

 
（２）各時期の「幼児期に生活していくために必要な習慣」 

上記の目指す児童の姿に迫っていくためには，小学校入学までの幼稚園３年間に見通しをもっ

て経験を積み重ねていくことが重要である。そこで，各時期の「生活していくために必要な習慣」

が身に付いた目指す幼児と児童の姿を捉えておく必要があると考え，次のように整理した。 

※Ⅰ期（３歳児）・Ⅱ期（４歳児～５歳児前半）・Ⅲ―Ａ期（５歳児後半）・Ⅲ―Ｂ期（一年生） 

 は，本園の教育課程の発達区分で記している。 
○生活を進める：集団生活の流れを理解したり，次への見通しをもったりしながら生活を進め

ていく習慣 

Ⅰ期・一日の生活の仕方が分かり，自分の身の回りのことを自分でしようとする。 
Ⅱ期・生活の流れが分かり，必要なことを自分から進んでする。 

Ⅲ―Ａ期・次に何をするのか見通しをもって行動し，自分から進んで行う。 
 

○聞く：人の話を聞くときの習慣 

  Ⅰ期・先生の言葉や動きに興味をもち，見たり聞いたりする。 
Ⅱ期・先生や友達の話に興味をもち，聞こうとする。 

Ⅲ―Ａ期・先生や友達の話に興味をもち，最後まで聞こうとする。 
  

○話す：困ったことや分からないことを話す習慣 

Ⅰ期・困ったときには先生に言う。 
Ⅱ期・困ったことや分からないことは，先生や友達に尋ねる。 

Ⅲ―Ａ期・困ったことや分からないことは，先生や友達に尋ねる。 
 

○きまりを守る：園生活や学校生活の中でのきまりを守ろうとする習慣 

  Ⅰ期・生活に必要なきまりがあることを知り，守ろうとする。 
Ⅱ期・集団生活の中できまりを守る。 

Ⅲ―Ａ期・集団生活のきまりの必要性を感じ，考えて行動する。 
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これらの習慣は「学びに向かう力」を引き出したり，「考える力」を育んだりすることに関連 
が深いと考えられる。 

 
（３）「幼児期に生活していくために必要な習慣」と「学びに向かう力」と「考える力」の関連性

の仮説 

本研究では，「幼児期に生活していくために必要な習慣」と，「学びに向かう力」や「考える

力」との関連性を明らかにすることで，より豊かな「考える力」を育むことができると考えた。 
前掲図２の関係図をもとに，「学びに向かう力」の「好奇心」が刺激されたり「自発性」が引き

出されたりしていく場面を分析すると，周りの友達がしていることに着目したり，尋ねたりする

姿から，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」という姿に関係があると推察できた。ま

た，幼小接続期において，小学校という新しい環境の中で主体的に生活していくためには，「聞

く」という習慣は，重要であると考えられる。そこで「生活していくために必要な習慣」の「聞

く」という習慣は，以下の４点のような「学びに向かう力」や「考える力」との関係が深いと考

え，仮説を立てた。 
①「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」の育ち 

②「考える力」の育ち 

③「学びに向かう力」と「考える力」の双方向的な関係 

④「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」から「挑戦意欲」への高まり 

上記の仮説を整理したものを次に示す。以上の仮説をもとに今年度は実践し，検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ カリキュラム・マネジメント 

 本園では，カリキュラム・マネジメントを，次のような概念で捉えることとした。 
目指す幼児像に近付いていくために，よりよい保育を目指して，保育を計画・実施・評価する

こと。また，幼児の発達を見通して，教師全員で教育課程をもとに実践・評価を繰り返し行い，

日々積み重ねていくもの。 

図３.「学びに向かう力」と「考える力」と「生活していくために必要な習慣」の関係図 
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そこで，以下の３点を重視して行うものとした。 
○短期と長期の指導計画のつながりを意識し，日々の実践を指導計画との関連性をもって効率的に

進める。 
○計画・実施・評価を積み重ね，よりよい指導方法を見付ける。 
○教師全員で行う。 
 
６ 評価についての取組 

幼児の育ちは，数字で表すことはできない。また，一人一人の育ちを他児と比較したり達成度に

よって評定したりするものではない。見通しをもった保育の中で，各時期に応じた育ちを目安とし

ながら，個々の育ちの過程や指導方法等を検証し，一人一人の育ちを保証することが重要であると

考える。そこで，教育課程及び指導計画をもとに評価の視点を定め，幼児の姿を見取る。本園の教

育課程は，幼小接続期カリキュラム同様，前述の３つの「ことばの学び」が視点としてあり，評価

の視点も同様に３つの「ことばの学び」で定める。評価をすることで，個々の幼児の実態を捉える

ことができ，一人一人に応じた指導をすることができる。幼児の実態に応じた指導方法を見直すこ

とで，それが教師自身の振り返りになり，次の保育につながると考える。 

また，教師だけでなく大学教員や保護者等，様々な評価者が評価を行うことで，客観的に幼児の

育ちの姿を捉え，多面的に指導方法や教育課程の見直しが行えるようにする。 

 

 

Ⅳ 研究の方法 

 

１ 「学びに向かう力」に焦点を当てた実践の分析 

（１）「こどもカフェ」や「あそびばカフェ」で写真をもち寄り，エピソード記録や実践事例を話 
し，複数の教師で検討する（「こどもカフェ」「あそびばカフェ」については後述する）。そ

して，幼児の実態に応じた「学びに向かう力」を引き出す指導方法を明らかにする。 

（２）「挑戦意欲」に焦点を当てた「学びに向かう力」の仮説的関係図（図２）をもとに，実践 
事例の中でどの「学びに向かう力」を引き出しているのか，どのような「考える力」を育んで 

いるのかを切り分けて整理する。整理する中で，今年度は「学びに向かう力」を引き出した教 
師の援助と「学びに向かう力」が引き出された状況について分析する（図４参照）。そうす 
ることで，幼児を遊びに突き動かす原動力である「学びに向かう力」を意図的に引き出すため 
の有効な教師の援助や環境構成を明らかにする。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①年長児が先日掘ってきたたけのこを学級の

幼児に見せるとすぐに，「たけのこだ！」

「年長さんが取ってきた！」と数名の幼児

から声が上がる。たけのこの名前と年長児

が園外保育に行ってきたことを知っていた

ことに驚きながら教師は「そう！たけのこ

だよ。知ってるんだね」ハルキは「知って

るよ。おじいちゃんが見せてくれた」と言

う。 

１自分なりのイメージを広げ，次に行う絵本

や体操の活動に興味をもつことができれば

と考え，先日年長児が掘ったたけのこを見

せる。 

 

 

 

 

 

「学びに向かう力」を

引き出した教師の援助

の分析 
引き出された「学びに

向かう力」の姿 

図４.実践事例の表記の仕方（事例一部） 
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（３）実践事例を「学びに向かう力」と「考える力」の関係性を図で示すことで，２つの力の関係

性を捉えやすくすると同時に，相互に関係していることを明らかにする（図５参照）。また，

本園で捉えている「考える力」が大きな捉え方なので，次期『幼稚園教育要領』にある３つの

「資質・能力」に照らし合わせて整理することで，汎用性を高め，本園の「考える力」の育ち

を検証する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）「学びに向かう力」を育むための遊びの保育構想図（後述 p.16 参照）をもとに，実践の幼児

の姿と照らし合わせ，反省及び評価を行い，実態に応じて教師の援助を見直したり，環境を再

構成したり，構想を練り直したりする。そして，月の指導計画や教育課程のねらい及び内容が，

幼児の育ちがつながったものになっているか，有効だった教師の援助及び環境構成が教育課程

に位置付いているかを確認する。 

（５）昨年度の実践から「学びに向かう力」の「挑戦意欲」引き出される過程で有効であると考え

た教師の援助の一部を以下に示す。これらの援助を重点として実践し，今年度の実践の中で妥

当性を検証する。 
○幼児の「やりたい」という気持ちを引き出すことができる遊びの精選や幼児の興味を捉えた環境 
構成を行う。 

○幼児が様々な体験を通して感じた疑問や戸惑い等を解決しようと自分自身でめあてをもつことが 
できるように，一緒に不思議に思ったり疑問を投げ掛けたりする。 

○幼児の疑問に，教師から早急にヒントを出したり力を貸したりする等の直接的な関わりではなく，

幼児の様子を見守りながら，幼児自身が試行錯誤したり意欲を高めたりできるように，周囲に声

を掛けたり教師が目の前でしてみたりする等の間接的な関わりをする。 
○幼児が自分のしたいことやめあてに向かって，じっくり取り組める時間や場を保証する。 

○幼児がやってみたいと思えるような，発達に応じた少し難しい活動を計画的に取り入れる。そし

て，幼児が遊びをもっと面白くしたいと願い，考えたり試したりしている様子を見守りながら，

幼児の願いに沿った材料の準備や場の再構成をする。  

○幼児が安心感をもつことができるように，教師が一緒に遊びながら，頑張りを応援したり認め

たりする，うまくいかないときに支え励ます，頑張ったことを共に喜ぶ等温かな関わりをする。 

○一人一人の幼児が「自分もできた」という自信をもつことができるように，幼児がしているこ 

とや思い付いたことを認めたり，できたことを一緒に喜んだりして，小さな成功体験を積む。 

図５.「学びに向かう力」と「考える力」の育ちの関係図 
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○遊びの振り返りで，めあてをもって取り組んでいる友達の姿や遊びの様子を紹介することで，自

分も「やってみたい」と思えるような刺激を与える。 
○活動の振り返りの機会を通して，教師が言葉を補ったり，どうしたらよいのかを考える機会を

つくったりすることでめあてを共有し，友達と共に挑戦する姿につながるようにする。 

○めあてに向かって繰り返し取り組み，試行錯誤することができるように援助し，ときには失敗

したり葛藤したりすることを乗り越えて，達成感を感じられるようにする。 

 

２ 実践事例を「生活していくために必要な習慣」の視点で分析 
（１）「学びに向かう力」の育ちが見られたエピソードを「幼児期に生活していくために必要な習

慣」の視点で，「生活していくために必要な習慣」の姿やその育ちが見られた場面を抜き出し，

何が身に付いているのか，どのような要因で身に付くのかを検討する。さらに，「生活してい

くために必要な習慣」は短期間では身に付かないので，前年度の姿や以前の姿と関連付けなが

ら，継続した視点で検討する。 
（２）実践事例の中で「生活していくために必要な習慣」が身に付いていく姿と関連があると考え

る「学びに向かう力」や「考える力」の育ちを捉えて分析することで，「学びに向かう力」や

「考える力」の育ちと「生活していくために必要な習慣」が身に付くことの関係性を探る。そ

れを整理して記述することで，各実践事例の中で，「生活していくために必要な習慣」の仮説

の妥当性を検証する。 
（３）保育実践の中での「生活していくために必要な習慣」の姿や教師の援助を，月の指導計画や

教育課程のねらい及び内容，教師の援助と照らし合わせて，各時期に応じたものになっている

かどうかを検証する。 

 

３ 幼小接続期の育ちをつなぐための取組 

（１）幼小接続部会で児童の姿の見取り方について協議 

昨年度に引き続き本園教員と，附属小学校一・二年生の教員で構成している幼小接続部会にお

いて，就学前の幼児及び入学後の児童の姿を互いに伝え合い，幼小接続期の姿を共有したり，互

いの指導方法等について協議したりする。 
 

（２）幼小接続部会の研究の日程と協議内容    

第１回部会     ４月 28日（金）  顔合わせ・追跡調査の評価の視点・今年度の活動計

画・調査対象児童の決定・小学校研究会について 

追跡調査（第１回） ５月 

第２回部会     ６月 27日（火）  １回目評価の分析と検証・第２回目の評価へ向けて

修正・次期『幼稚園教育要領』の「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」と「幼小接続期カリキュラ

ム」について 

追跡調査（第２回） ７月 

第３回部会     ７月 19日（水）  ２回目評価の分析と検証・目指す児童の姿について

再検討・研究発表会運営・公開保育と公開授業につ

いて 

第４回部会     ８月 30日（水）  追跡調査の成果及び課題 

第５回部会     ９月 27日（水）  研究発表会公開保育と公開授業について 

（毎月開催予定） 
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幼小接続部会は，月１回程度開催し，対象児童を定め，育ちの評価について協議や検証を重ね

ながら進めることとする。 

 

（３）幼小教員が互いに保育と授業を参観 

  保育や授業を幼小教員が互いに参観し，幼児と児童の見取りを記録したり，指導方法を見たり

することで，互いが日頃大切に取り組んでいることや各時期の幼児と児童の育ちについて理解を

深める。そして，各時期に応じた学ぶ意欲を高める指導方法について話し合い，幼稚園と小学校

の接続を深めることができるようにする。 

 

（４）追跡調査の実施 

１）追跡調査の目的と方法 

昨年度，幼稚園で育んだ「考える力」が小学校という新しい環境で発揮できているかを把握

するために，「幼小接続期カリキュラム」に沿って一年生１学期の評価の視点を幼小教員で作

成した。平成 22年度から一貫教育の共通研究主題として重点を置いていた３つの「ことばの学

び」（対象をとらえることばの学び・自己を見つめることばの学び・他者とつながることばの

学び，平成 26年度研究紀要参照）を評価の視点として設けた。今年度も追跡調査として，昨年

度作成した評価の視点をもとに，一年生の姿を幼小教員が相互に評価する。評価の目的は，幼

児期に培ってきた「学びに向かう力」や「考える力」が定着しているのか，入学後の新しい環

境で発揮されているかを調査し，滑らかな接続になっているかを分析することとする。次に，

「幼小接続期カリキュラム」をもとに一年生の１学期に培いたい「学びに向かう力」や「考え

る力」の育ちや，引き出すのに有効だった指導方法を振り返り，今後の指導に生かすことを目

的とする。 

評価方法は，昨年度と同様に，幼小教員が一年生５月の姿を共通の視点で総合的に評価する。

その後，互いに評価したものを照らし合わせながら，具体的に見取った場面や姿をもとに話し

合う。そして，個の育ちの見取り方や幼小接続期における「考える力」の育ちの姿について分

析し共通理解する。７月には一年生担任が評価し，１学期の育ちを検証することにする。 

また，今年度は，「生活していくために必要な習慣」の評価項目を追跡調査に加えることで，

入学後の生活や学習を円滑に行うことができる「生活していくために必要な習慣」が身に付い

ているかどうかについて検証を行う。 

２）評価の視点の見直し 

昨年度の評価した反省から以下のように評価の視点を見直し，幼小教員が評価基準を共通理

解し，評価しやすいものに改善した。 

①２月～３月に評価の視点を見直し，２つの行動の要素が入り判断しにくい「～たり」の表現は

可能な限り使わない表現方法に修正し，基準が統一されるようにする。 

②内面的な育ちの姿は評価しにくいので，行動で見取りやすい文言に精査する。 

③昨年度，幼小教員の評価結果のずれが生じやすかった項目には，評価基準となる具体的な姿を

右欄に表記する。 

④「生活していくために必要な習慣」の視点の評価項目を追記する。「生活していくために必要

な習慣」は短期に身に付くものではないため，２回に分けて評価せず，１学期間を通して身に

付いているかどうか判断することとする。 

⑤４月の幼小接続部会では，新たな教員で評価基準を共通理解することができるように，評価項

目の文言の意味や具体的な場面の例，児童の姿の見取り方についてさらに協議し，評価の視点

を最終決定する。 

— 12 — — 13 —



14 

       表１．一年生の評価の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）評価方法 

５月に幼小教員が，７月には小学校教員が評価を行う。評価は，学校生活全般を総合的に評価

したいので，活動を制限したり，姿の表出回数を制限したりはしない。 

幼稚園教員は，保育終了後の限られた時間に評価を行うので，観察場面をあえて定めず，授業

時間だけでなく給食の準備や帰りの会等様々な場面を観察し，記録した具体的な姿をもとに，園

で協議し，幼稚園として１つの評価を出す。 

前記の表１に示す評価の視点が見取れた場合は，○印，見取れなかった場合は空欄にする。評

価場面が見られなかった場合は斜線とする。また，具体的な児童の姿も記述し，評価後の幼小教

員での話し合いの際に活用できるようにする。 

 

 

対象児童 性別 生まれ月 家族構成 対象児童 性別 生まれ月 家族構成 

対象児 19 男 ５月 父，母，妹 対象児 27 男 12月 父，母 

対象児 20 男 ６月 父，母，兄，姉，妹 対象児 28 女 １月 父，母，弟，弟 

対象児 21 女 ６月 父，母，弟 対象児 29 女 １月 父，母，姉 

対象児 22 男 ７月 父，母 対象児 30 女 ２月 父，母 

対象児 23 男 ８月 父，母，妹 対象児 31 女 ３月 父，母，姉 

対象児 24 女 ８月 父，母，弟 対象児 32 男 ３月 父，母，兄 

対象児 25 男 ９月 父，母，兄 対象児 33 男 ３月 父，母 

対象児 26 女 10月 父，母，妹  

具体的な姿 

表２．対象児一年生の概要 

生活していく

ために必要な

習慣 

今年度の修正

した文言 

— 14 —



15 

幼稚園で身に付いた「学びに向かう力」や「考える力」が小学校で発揮されているかを検討す

るために，評価対象は，幼稚園在園時から継続して観察している対象児の６名に９名を加えた計

15名とする。対象児一年生のプロフィールは，表２に示す。 

 

４ 日々の実践を意識したカリキュラム・マネジメント 

昨年度は，日々の実践と長期の指導計画を直接照らし合わせ，幼児の育ちや指導方法を振り返っ

たので，幼児の育ちを細かく捉えることができなかった。そのため丁寧に日々の実践を振り返り，

次の実践に生かすことができなかった。そこで今年度は，長期の指導計画と短期の指導計画のつな

がりを意識しながら，計画・実施・振り返りを丁寧に行うために，定期的に保育構想を立てる。ま

た，各学年で指導計画について話し合うのではなく，教師全員が参加し，園全体の幼児の育ちを見

通して保育を行えるようにする。そのために，幼児の実態や指導方法について語り合う場を「こど

もカフェ」，園内の環境構成について語り合う場を「あそびばカフェ」と名付けた。これらを定期

的に行い，日々の幼児の様子を話し合い，実態を捉え指導計画を共通理解し，保育に生かしやすい

ようにした。また，研究の視点だけでなく，幼児の実態や保育の悩みを言いやすく，保育について

考え，教師自身が保育を楽しむことができる場になればと思い，取り組む。 
 

 

 

 

           

                                        
 

 

              
 

                                         
                  
                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
                                        
                        
日々の実践や事例検討をする中で，教育課程の各時期の幼児の姿とねらいを明確にし，それと照

らし合わせながら評価し，月の指導計画に沿っているかどうかを確認する。さらにその後遊びや生

活をどのように進めていくか，次の活動や期の見通しをもつ。同じ時期のものを分析した結果を蓄

積し，必要に応じて教育課程や月の指導計画を修正する。 

 

①月や週の指導計画 

①教育課程や月の指導計画と幼児の実態とを照ら

し合わせ，週の指導計画に位置付ける。 

②保育構想 

②それぞれの遊びの場の教師の援助及び環境構成

や，遊びの展開を予想し，構想する。その際に

過去の実践で「学びに向かう力」を引き出すた

めに有効だった教師の援助及び環境構成を参考

にする。 

③日々の実践 
③エピソード中の幼児の学びの姿を捉え，それを引

き出した教師の援助及び環境構成を分析する。 

④実践の分析 

⑤教育課程の見直し 
 保育構想の見直し 

④各時期の評価の視点で幼児の学びの姿を評価す

る。教師の援助が教育課程に位置付いているか

見直し，分析したものを蓄積する。 

⑤次にどのような取組をするか考え，必要に応じて

各時期の教育課程の修正を行う。 

定期的に保育構想

を形にする。 

「こどもカフェ」・

「あそびばカフェ」

を行う。 

教育課程 

図６.カリキュラム・マネジメントの進め方 
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５ 総合的な本園の評価の取組 

（１）評価項目の確立 

  一昨年度作成した評価の視点に基づき評価を行うことで，各時期に培いたい幼児の育ちが見ら

れるかを分析する。また，評価者を本園の教師以外にも広げることで，評価の客観性を高める。 

 教育課程をもとに，各時期の目指す姿を評価の視点として検証を行う（図７）。また活動によっ

て幼児の学びの姿を見取りやすいように，日々の保育の中で具体的に育てたい姿も示す（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）教師による評価 

   各学年６名ずつの幼児を抽出し，評価を実施する。その際各学年の性別や生まれ月を考慮し，

前半生まれ群，中頃生まれ群，後半生まれ群に分け，それぞれの群から２名ずつ抽出した。３

歳児から４年間の追跡調査を行う。対象児のプロフィールを表３に示す。 

 

表３．対象児３・４・５歳児の概要                   

 対象幼児 性別 生まれ月 家族構成 

３

歳

児 

対象児 1 男 ６月 父，母，妹 

対象児２ 女 ６月 父，母，兄 

対象児３ 男 ９月 父，母，弟 

対象児４ 女 ９月 父，母，姉，兄 

対象児５ 男 １月 父，母 

対象児６ 女 ２月 父，母 

４

歳

児 

対象児７ 女 ５月 父，母 

対象児８ 男 ７月 父，母 

対象児９ 男 10 月 父，母，妹 

対象児 10 女 11 月 父，母，姉，姉，姉 

対象児 11 女 １月 父，母，姉，妹 

対象児 12 男 ３月 父，母，弟 

５

歳

児 

対象児 13 男 ４月 父，母，姉 

対象児 14 女 ５月 父，母 

対象児 15 女 ９月 父，母，妹  

対象児 16 女 ９月 父，母，姉  

対象児 17 男 ２月 父，母，姉 

対象児 18 男 ３月 父，母 

図７.評価の視点（３歳児一部） 図８.参観当日の評価の視点（３歳児一部） 
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２）大学教員による評価 

  岡山大学教育学部教員（以下，大学教員と表記する）が項目別の評価の視点や「学びに向か

う力」をもとに，任意に抽出した幼児の観察記録を取り，幼児の育ちと教師の保育について評

価を行う（図９）。その後幼稚園教員と大学教員で記録をもとに，幼児の姿の見取りや教師の

指導方法について協議し，大学教員が指導助言することで，保育力の向上を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）教師による評価  

６月と 11月下旬に,評価の視点をもとに担 

任している学級の一人一人の育ちの評価を行 

い，６月と 11月の評価を比較する（図 10）。 

その際，評価する前に評価者同士で評価の視 
点の共通理解を行う。 

 

 

 

 

４）保護者による評価 

   全保護者を対象に「学びに向かう力」や３つの「ことばの学び」を視点に保護者の立場で幼

児の育ちを捉えるためのアンケートを作成し，６月と 11月に実施する。その結果と幼稚園の姿

とを合わせて，評価を行い，幼児の「考える力」の育ちを捉え指導に生かす。また，保護者と

共に幼児の成長を捉えていく参考資料とする（図 11）。 
 

 

 

 

 

 

 

図９．「学びに向かう力」の見取り表（３歳児一部） 

図 10．個人の評価の視点（３歳児一部）

図 11．保護者アンケート（３歳児一部） 
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Ⅴ 実践 

 

１ 「学びに向かう力」の「挑戦意欲」に焦点を当てた実践の分析 

（１）保育構想を活用 

  教育課程をもとに，月と週の指導計画をより具体的に遊びを中心に表したものが「『学びに向

かう力』を育むための遊びの保育構想図」（図 12）である。遊びの流れの大筋を予測し，幼児の

実態と教師の願いを重ね合わせながら保育構想を定期的に立案した。そしてそれを見ながら幼児

の実態や願いと照らし合わせ，遊びの方向や援助の仕方等を再構築しながら実践を進めた。実践

しながら赤字で幼児の姿や有効だったと思われる教師の援助及び環境構成を書き込んでいき，今

後の実践の見通しがもちやすいようにした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「こどもカフェ」の実施 

各教師が写真とエピソードをもち寄り，興味深かった幼児の姿や心動かされた場面，保育で悩

んでいることを共有し，「学びに向かう力」を引き出した状況や次にどのように援助していくか

について話し合った。以下が話し合った記録の一例である。 
〈Ａ児の変容について〉 
  入園当初，Ａ児は登園後身の回りのことを年長児が手伝ってしてくれるときも，自分でする

ときにもなかなか言葉を発さず，緊張感が強い様子があった。また自分から話をする様子は見

られず，尋ねても「うん…」程度の反応で，教師が遊びに誘っても動きにくかった。園での様

子とは違い，家では明るいらしいという情報も得ていた。このように興味がある遊びが見付か

らないと，無表情で一日ずっと立っている様子が見られた。 
５月中旬になり，砂場や水遊び等したい遊びが見付かると，遊びの中で次々話し始めるよう

になった。教師は言葉が出るのはなぜか，とＡ児の変容の原因を探り，Ａ児の笑顔で遊ぶ写真

を見せながら，他の教師に話した。安心感がもてていないのかと思うが教師が側にいなくても

遊ぶことができるときもある。 
 
 
 
 
 

砂や水等，自然の素材に触れる
と，開放的になるのでは？ 

図 12．４～５月の遊びの保育構想図（一部） 
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○「基本的生活習慣」について 

 ・自分で身の回りのことをしないのは，できないのだろうか，不安なのだろうか。 
→まだ入園して２か月で，不安なのではないか。Ａ児が安心できるような関わりが引き続き必要

だろう。 
○「学びに向かう力」が揺り動かされる状況について 

 ・Ａ児が話したり自分から動き出したりしたのはなぜだろうか。 
→・教師がＡ児の好きな遊びを予測し誘っている。（好） 
 ・自然に対する興味があり，関わる環境がある。（好）（発） 
 ・家庭で砂場で遊んだことがある経験が安心して関われる原因なのではないか。（安心感） 
  「こどもカフェ」後，Ａ児が不安である様子を再認識し，安心して園生活を過ごせるように，

教師が一緒に遊びながら，好きな遊びの傾向を探ったり，Ａ児のタイミングで参加しやすいよ

うに誘ったりすることで，Ａ児は次第にしたい遊びを見付けて遊んだり，同じ場にいる友達と

言葉を交わして遊ぶことを楽しんだりする姿が見られるようになってきた。 
  「こどもカフェ」を行うことで，幼児の実態を捉えやすくなり，改めて遊びの世界の豊かさに

触れることができ，保育の喜びを感じることができた。また，一人ではなかなか適した対応の仕

方を思い付かず悩んでいたが，他の教師と一緒に話し合う中で対応の仕方や，次の援助の方向性

が明らかになり，安心して保育に向かうことができた。他の教師も話題に挙がった幼児や遊びの

実態把握ができ，同じように関わることができた。 
  「こどもカフェ」として，会議のように構えずに幼児の実態や遊びについて話し合える場を設

けたことで，教師同士が話しやすい雰囲気をつくったり，同じ方向を向いて援助をしたりするこ

とができ，教師全員で全幼児を育てていく保育の質を向上させるのに有効であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）「あそびばカフェ」の実施 

 園内の遊びの環境について学年ごとに保育構想を立てながら話し合い，教師全員で共通理解を

図った。その際，幼児の実態と教師の願いを捉え，必要な環境構成や援助は何か話し合ったり，

園内の地図に書き込んだりしていきながら，共通理解を図った。以下が一例である（図 14）。 

写真や動画を見ながら幼児の遊びの様

子について語り合う。 

図 13．「こどもカフェ」の様子 

園では，友達の動きとか
生活の流れとか戸惑う
ことも多く，不安なのだ
ろう。 

教師がＡ児がしたいと思え
る遊びを捉えて，自分から関
われるような援助をしてい
るのが安心感をもつことに
つながったのでは。 
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「あそびばカフェ」を通して，週の指導計画を立てる中で各学年で話していた遊びの構想や環

境について教師全員で話をしたことで，多面的に幼児の実態を捉えることができ，環境のアイデ

アも多様に挙げることができた。また，地図に書き込んでいくことで，園全体の遊びの実態や流

れが分かりやすく，共通理解しやすくなった。 
 

２ 「学びに向かう力」の「挑戦意欲」に焦点を当てた実践事例 

「学びに向かう力」の視点から分析をする中で，「学びに向かう力」の定義の確認をすると同時

に，「学びに向かう力」と「考える力」が育った場面や有効だった教師の援助を探った（各実践に

ついては実践事例 p.44 参照）。 

 

３ 「生活していくために必要な習慣」の視点で実践の分析 

 以下のような記録をもち寄り，実践を「生活していくために必要な習慣」の視点で分析し，「学

びに向かう力」や「考える力」との関係性を探った。実践の分析を進める中で「生活していくため

に必要な習慣」の「聞く」習慣が「学びに向かう力」の「好奇心」「自発性」と関連が深いと考え

た。 

このため，他の場面でも「生活していくために必要な習慣」を意識した幼児の育ちの見取りや援

助を行うことができ，一人一人の課題に応じた指導に活用した。 

 

３年保育４歳児（５月上旬頃） 
※   は，「学びに向かう力」と「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣が見取れる場面 

「学びに向かう力」 生活していくために必要な習慣「聞く」 
○生き物に興味があり，ダンゴムシやバッタを
たくさん集めたり，オタマジャクシやザリガ
ニに触って関わったりすることを楽しんで
いる。ダンゴムシやバッタがどこにいるのか
自分で探したり，友達が捕まえている姿を見
て同じ場所に行ったり，友達に「どこで見付
けたん？」と聞いたりする姿が見られる。
（好）（発） 

○振り返りの時間には，自分の捕まえた虫を見
せたい気持ちが大きく，「はい！はい！見せ
たいものある！」と言いながら手を挙げ，当
てられないと「タロウちゃんまだ言ってない
のに！」と怒る。友達の話には耳を傾けにく
いが，話の中に「タロウちゃんとダンゴムシ
探した」等のように自分の名前が出てくる
と，嬉しそうに笑い，周りの幼児にもってい

 図 14．「あそびばカフェ」の環境図の記録 
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５月下旬 
○草花を使った色水遊びに関わることが少な
いタロウが，ペットボトルに入った色水を見
て，「ジュースつくってみる！」と言いなが
ら色水をつくる場に行く。どの道具が必要
か，何をすればよいのか分からない様子で，
毎日ジュースをつくっているクミをじっと
見る。しばらくして，クミに「どうやるん？」
と尋ねる。クミは「こうしてお花をつぶすの」
と言いながらボウルに入った水の中の花を
すりこぎでトントンとつぶす。それをタロウ
はじっと見たり聞いたりする。そして，タロ
ウはクミの使っている道具を見ながら同じ
ボウルとすりこぎをもって来る。水と花をボ
ウルに入れてクミと同じようにつぶそうと
するが，水が多く，なかなか色が出ない。薄
く色がついた頃，コップに移し，「できた！」
と満足そうに教師に見せる。（好）（発） 

る飼育ケースの中を見せようとする。 
 
○自分のつくった色水をペットボトルに入れ
たものを振り返りの時間に紹介する幼児が
多くなり，最初は興味を示さなかったタロウ
も気になり始める。タロウが初めてつくった
ジュースを紹介すると，満足そうに座る。そ
の後，クミが濃い紫の色水を見せると，タロ
ウも興味を示して見ている。教師がクミに
「きれいな色だね，どうやったらこんなに紫
色になったの？」と尋ねると，クミは「お花
いっぱい入れてトントンした」と話し，タロ
ウはそれをじっと聞いている。 

・興味のある遊びに関しては，自ら友達や教師に尋ね，話を聞く姿が見られる。 
・振り返りのときには自分のことが話題に上がったり，興味があって知りたいことであれば話を
聞こうとしたりする様子が見られる。 

 

４ 幼小接続部会の取組 

（１）一年生の評価前の共通理解 

幼小接続部会の中で幼小教員の評価基準が揃うように，評価項目の文言の意味や具体的な場面，

児童の姿の見取り方について協議した。幼小教員で共通理解したことの内容の一部を以下に示す。  
（※表中の数字は，評価の視点に付いた番号を示す。表１参照） 

評価に関する問題点 評価基準として揃えた内容 

○「生活していくために必要な習慣」の項目を増

やすが，一年生の実態に応じたものになってい

るか。 

 

 

○評価の視点の対象④の「約束を守って」という

文言と評価の視点の生活習慣の中の「約束を知

り，守る」の違いはどう捉えるか。 

 

 

 

 

○対象③の「試行錯誤しながら」と自己⑤の「繰

り返し行う」が似ているが，どう違うのか。

 

 

 

 

○一年生の１学期の評価の視点に似ており，生活

習慣面でも大切にしていることなので，よい。

また，行動面の評価なので，客観的に捉えや

すい。 

 

○評価の視点の対象④は「対象をとらえることば

の学び」なので，守ることよりも，「小学校の

施設や用具を自分から使う」ということを評価

する。評価の視点の生活習慣は，集団の中で習

慣付くようにしたいことがらなので，「きまり

を守る」ということを評価する。 

 

○同じ場面を見て児童の姿を評価するが，対象

③は，様々な「もの・こと」を使って試す姿

を評価する。自己⑤は「めあてをもつ」とい

う内面的な評価だが内面は見ることができな

いので，「繰り返し行っている」行為の中で

「めあてをもっているかどうか」を読み取る。
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○「生活していくために必要な習慣」の評価項

目は一度の評価で育ちを確かめようとしてい

るのは，なぜか。 

○生活習慣は短期間で身に付くものではないと

考えているので，７月の評価時に姿が見られ

ればよいという意味で評価欄を１つにしてい

る。 

 

（２）評価後の共通理解 

  ５月に評価を実施し，互いに評価した場面や評価時に判断に悩んだ場面等をもち寄り，協議し

た。実際評価を行うと幼小教員で評価の視点で様々な相違が生じ，以下のような協議になった。 

幼稚園教員 小学校教員 

○対象②③は，繰り返しやっている姿は見ら 

れて，「自分なりに考えて」や「試行錯誤 

して」という姿が見られなかった。一年生 

のこの時期どの姿を望んだらよいのか。 

 

 

 

 

 

 

 

○自己⑥⑧の「次の行動に生かす」「次にし 

たいことを明確にする」の場面は一場面だ 

けを参観するのでは評価が難しい。児童が 

次にどんな行動を表すかで評価できるので 

はないか。 

 

○評価の視点にある「数名」は，３～４人の 

グループ活動を想定した文言である。１学 

期にペア学習や，新しい環境でもあり２名 

で活動することが多く，２名でもよい。 

 

○「他者とつながることばの学び」の項目な 

ので，「身に付けてきたこと」は知識では 

なく，「友達とこのようにすれば力を合わ 

せることができる，話し合うことができる」

等という方法のようなものと捉えている。 

 

○目指す姿は「言葉で尋ねる」なので，評価 

はつかなくてよい。しかし，最初は自分か 

らは発言できない児童もいると思うので， 

５月は表情や態度で表すものにも気付いて 

声を掛けてほしい。 

○繰り返しやっている姿が見られれば，この時期

はよいと捉えた。この時期は児童が，意欲を

もって十分に達成感をもつことができるよう

に学習を進めている。繰り返し試行錯誤する

姿までは求めていない。また，児童の力で乗

り越えられるような学習にするので，具体的

な姿にある「諦めずに続けて試みる」という

姿は，今は見られない。７月には，「水に関

わって遊ぶ」場面やプール等では多く見られ

ると考える。 

 

○授業の振り返りや帰りの会で発言しているこ

とが多い。また振り返りカードにも書いてお

り，そこから次の授業で生かしていたら評価す

ることができた。 

 

 

○評価の視点の他者⑭の数名は何名ぐらいか。

 

 

 

 

○他者⑭の「身に付けてきたこと」は学習内容か，

他者に関する人とうまくやっていくための方

法のようなものか。⑬と⑭の違いが分かりにく

かった。 

 

 

○生活習慣の「先生や友達に尋ねる」は言葉で表

す姿を評価したが，それでよいか。 
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（３）評価した結果 

 互いに見取った姿を記録したものの一部を以下に示す。具体的な姿を並べることで，互いの見

取りの仕方の相違点や共通点が見えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ評価の視点で見ることで，学習の中の具体的な姿から何を学んでいるか話し合うことがで

きた。また，評価場面が違うので，同じ評価の視点でも様々な姿で捉えられることが分かり，各

教科の中での学びの姿について考えることができた。それを教科横断的に総合的に捉えたものが，

幼小接続期の目指す児童の姿であり，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とつながりがあ

ると考える。 

 

 

 

 

 

（４）児童の育ちの姿の共通理解 

  ５月と７月の２回の評価を通して様々な変容や，個に応じた今後の指導方法が見えてきた。 

幼稚園教員 小学校教員 
○Ａ児は，園では大人しく自分から発言する 

ことは少なかったが，入学後喜んで通学し 

たり，隣の友達と発表したりする姿を見て，

意欲的に小学校生活に臨めていると嬉しく 

思った。 

○Ａ児は，発言も少なく，もっと自信をもって取

り組んでほしいと願っていた。しかし，園での

様子を聞き，Ａ児が頑張っている様子が分かり

安心し，それを引き出せるようこれからも配慮

していきたい。 

 図 15．一年生追跡調査の記録 

評価の視点 幼稚園教員が見取った姿 幼稚園教員が見取った姿

・時計を見たり次の授業までにする
ことを把握したりして行動する。

「時間になりました！並びます！」と学級の友達に声を掛
ける。

・休み時間に時計を見る。
・授業で使ったものをすぐに片付ける。

・人の話を自分のこととして聞き，
考えたり行動したりする。

話をしている人の方を向いて聞き，分かった時には返事
をする。

話をしている人の方を向いて教師や友達の話を聞く。

・（新しい環境でも）困ったことや
分からないことは，先生や友達に尋
ねる。

分からないことがあった時に，「先生，これどうするの？」
と尋ねる。

・小学校生活のきまりや約束を知
り，守る。

廊下の右側を歩く。 廊下の右側を歩く。

対象児32対象児22

授業や掃除の時刻になったことを友達に呼び掛ける。

掃除の時間に，自分から机を運んだり，掃除をしたりする。積極的に挨拶をしたり，「またやりたい」と言ったりする。

・算数や国語で隣の席の友達に自分の考えを言葉で伝え算数のブロック操作を言葉で補足しながら伝えようとす
る。

・話をしている教師や友達の方を向いて聞く。
・友達の発表を聞いて拍手をする。
・帰りの用意をする時に，友達のプールバッグが残ってい
ることに気付き，知らせる。

健康観察の際に，友達みんなの名前を呼ぶ。

窓やドアのサッシをきれいにする方法を考えて，次の日
から活かす。

生活で，学校探検で気付いたことを探検地図に表す。 学校探検や朝顔の観察をした際に，気付きや思いを絵や
言葉で表す。

話をしている友達の方を向いて聞く。

「どうしたらいいの？」と教師や友達に尋ねる。

廊下の歩き方やお茶の飲み方等を守る。
椅子を入れてから整列する。

体育で友達が上手くいっている様子を見て，「おー！」と
言う。

友達の発表を聴いて，「すごいね。」と反応する。

・国語や算数で，隣の人と考えを伝え合う。
・隣の人と，数図ブロックを動かして見せる人と話す人に
役割を決めて発表する。

隣の友達と話をして，手をつないで挙手をする。

小学校教員が見取った姿

・算数で，数図ブロックを操作する中で，数の特徴に気付
く。
・国語で，「おひさま」という言葉を聞いて，その大きさを
両手を広げて表す。

「ちがいはいくつ」の場面において，数図ブロックの操作
の仕方の特徴と「のこりはいくつ」の場面との共通点に気
付く。

体育で様々な障害物を跳び越えるコースを見て，「修行
だ！受けて立つ」と言い，いろいろなコースを跳ぶ。

ひらがなの練習の際に，「あ」等習った文字がある言葉を
発表する。

生
活
習
慣

他
者

⑩自分が気付いたことや考えたことを，
先生や友達に言葉で伝えようとする。

⑪先生や友達のしていることに興味を
持ち見聞きする。

⑫友達の考えやしていることの良さに
気付き，認める。

⑬初めての環境や集団の中で，友達
と思いや考えを出し合う。

⑭数名の友達と生活の中で身に付け
てきたことを出し合って活動を進め
る。

・国語の教科書の絵からウサギの気持ちを読み取る。
・国語の言葉集めでは，ひらがな表を見ながら言葉を探
しており，ひらがな表の特徴に気付いている。
・数図ブロックを操作する中で，数の特徴に気付く。

図工で，パスで瓶の中に飴玉をたくさん描く。

・体育の授業後，自分から道具を片付ける。
・図工でパスが汚れたときにはどうすればよいか教師に
尋ねられて，自分でティッシュで拭く。

国語で教科書の絵からセリフを考える授業で，めあての
達成に向かって，自分から積極的に隣の席の友達と話を
する。

国語で，自分の考えたことを発表する。

水着を持って帰るという指示に，体育をしていないが持っ
て帰るのかと尋ねて確認する。

掃除の時間に，丁寧に机を揃える。

学校探検をして，学校にある物や教師の好きなこと等に
興味をもち，「また探検に行きたい」と言う。

テストが終わった後に，自分で見直しをする。 体育の跳ぶ運動の跳び方を自分なりに考える。

・数図ブロックをきちんとケースに片付ける。
・図書室の使い方が分かり，守る。

１年遊び場の使い方，教室や廊下にある工作の材料の
使い方を守る。

対
象

①様々な生活事象に関心を持ち，特徴
に気付く。

②形や色，数字や文字，音や図形を
使った活動や運動の楽しさに気付き，
自分なりに考えたり使ったりする。

③試行錯誤しながら，自分なりにより良
い方法を見付ける。

④小学校の施設や用具に関心を持ち，
約束を守って自分から使う。

体育の授業後の片付けでマットを運ぶときに，「みんなで
運ぼう」「いっちに，いっちに」と友達に声を掛けながら運
ぶ。

自
己

⑤めあての達成に向かって繰り返し行
う。

⑥自分のしたことを振り返る中で，自分
のしたことや考えの良さを感じ，次の行
動に生かす。

⑦自分のしたことや感じたことを絵や言
葉等で表す。

⑧自分のしたことやできたことを振
り返り，次にしたいことを明確にす
る。

⑨小学校の生活に興味・関心を持
ち，意欲的に取り組む。

体育で，高い障害物を跳び越えようと繰り返し取り組む。 体育の跳ぶ運動や鉄棒の技ができるようになろう，と繰
り返し練習する。

どの教科でもよく発表をし，自分の思いを伝えようとす
る。

ドッジボールや工作等友達がしている遊びについて、声
を掛けて一緒に遊ぶ。

遊び方について相談してルールを決めたり、順番を決め
たりする。他者の意見を尊重することができる。

隣の席の友達に自分の考えを話す。

・板書をよく見てノートを書く。
・友達の方を見て話を聞く。

帰りの会の振り返りの中で，友達の頑張っていた姿を発
表する。

きまりを守って生活している。

小学校教員が見取った姿

７月には隣の人と思いを出し合うだけでなく，班活動の中
でも見られた。

７月には「水遊び」や生活科の夏を見つける活動でグ
ループの友達と「こうしたらいいんじゃない？」と考えを出
し合う姿が見られた。

次の活動の開始時刻が示されれば、それまでに席につ
いて待つ。

クラスのボールの使い方について、話し合った際には、
みんなで一緒に使うこと、ボールを蹴るべきではないとい
う意見に同意して自分も守る。

質問があれば、教師に直接尋ねたり、友達に助けを求め
たりして解決することができる。

・絵本や紙芝居等の読み聞かせについて感想を述べる。
・給食準備、掃除等の係活動について進んで取り組もう
とする。

算数の考え方を数図ブロックを使いながら、みんなの前
で説明する。

図書資料から動物のくちばしの特徴を調べてクイズを作
る際には、何をどのような順番で書くか、友達の発表を
聞いたり、教師の話を聞いたりしながら自分で考えて工
夫する。

ボールの使い方や順番等遊びの時のルールを守る。

水遊びの際に、といを組み合わせながら友達と一緒につ
なぎ方を相談したり、試したりしながら、水が流れるよう
に工夫する。

水遊びの活動やグループでのたからもの紹介の際に
は、友達の混ぜ方のよかったことを発表したり、話し方の
よかったところをノートに記述したりする。

４，５月には、生活科カード（観察や探検の様子を振り
返って絵や文で書き表すカード）へ表現することができに
くかったが、７月の時点では、絵や言葉で表す。

水遊びやプールでの活動の際には、次にしたい遊び方
や、水遊びの活動などについて挙手をして、意思を示
す。

毎朝一番に登校して、進んで朝の準備をしたり、友達に
声をかけたり、朝の係活動、遊び等に意欲をもって取り
組む。
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  このように対象児の追跡調査をしたことで，幼稚園在園時の様子と比べて育ちやつまずきを見

取り，その姿について小学校教員と意見交換をすると同時に，今後の方向性についても協議を深

めることができた。追跡調査をもとに話をする中で，評価の仕方で以下の５点がポイントとして

見えた。 

○見取りやすいからと児童の発表や，その場の姿だけを見て評価するものではなく，それまでの過

程を丁寧に見て総合的に評価する。その場面だけでなく様々な場面を見て総合的に評価すること

が重要である。 

○一年生１学期に育ってほしい姿を，具体的に捉えておき，評価する。 

○評価した後に幼小教員が話し，共通理解することが重要であるため，７月の評価後も幼小教員で

評価結果をもち寄って話をする。 

○評価結果だけで判断するのではなく，一人一人の前後の期間の様々な変容や，個の育ちを明確に

捉えて指導方法に生かしていくことが重要である。 

 

（５）一年生追跡調査結果 

個人の評価を集計し，年長児の評価と一年生１学期の評価の視点が同等のものを並べて比較す

ることで，育ちがつながっているかを検証した。 

○どの項目においても小学校教員から肯定的な評価を得ており，幼稚園と小学校の育ちのつながり

を確認することができたと考える。しかし，③⑥⑧の項目については，幼小教員の間で評価に大

きな差があった。これは，幼稚園教員の観察が保育時間終了後の限られた時間や場面での評価に

ならざるを得なかったことが原因であると考える。 

・項目③の場合，一年生１学期の試行錯誤の姿や見取り方を幼小教員で共通理解したものの，少

ない場面だけを観察する幼稚園教員にとってよりよい方法を見付ける姿を見取るのは難しく，

評価に至らなかった。 

・項目⑥のように，次の行動に生かしているかどうかを確認するには継続的な観察が必要であっ

た。しかし，幼稚園教員は保育時間外に観察したため，次の行動を確認する機会がもてず，評

価が低かった。 

・項目⑧については，帰りの会での発言や振り返りシートから見取ることができると共通理解し

ていた。幼稚園教員の評価は低く，小学校教員の評価も高いとは言えなかった。入学して間も

ない一年生にとって，次にしたいことへの思いはあっても行動面で表現することが難しかった

○Ｂ児は，幼稚園教員が見に来る際はあまり 
意欲的な姿が見られにくかった。他の場面 
ではどのような様子か。 

 
 
 
○Ｃ児は，様々なことが気になって落ち着か 
ない様子だったが，他の場面ではどうか。 

 
 
 
○生活習慣の項目については，生活に慣れ約 
束を守ったり，人の話を聞いたりしている 

ように感じたが，どうか。 

○Ｂ児は，幼稚園教員が見ていない場面で頑張っ

ていたり，意欲的に取り組んだりする場面も見

られる。好きな教科や活動に，自分なりのやり

方や思いで関わっているので，そこを読み取り

ながら援助していくことが大切である。 
 

○Ｃ児は，様々なことによく気が付き，友達への

発言も多い。一方で，自分の意見を強く言う

こともあるので，周りの友達の意見に気付け

るようにしていきたい。 
 
○生活習慣については，ほとんどの児童は定着し

てきている。小学校生活に慣れたために，約束

を守りにくくなってきた児童もいる。 
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評価の視点(幼稚園） 評価の視点（小学校） 年長３月 月 幼教員 小教員

5月 15 14
7月 15
5月 13 14
7月 15

・遊びや生活の中で思いや願いを達成するための方法を
考えて，やってみる。 14 5月 5 13
・めあてやイメージを実現するために，比べたり考えたりす
ることで，よりよい方法を見付ける。 14 7月 14

5月 8 13
7月 12

・少し難しいことにも繰り返し挑戦する。 14 5月 14 12
・めあてに向かっていろいろな方法で繰り返し試す。 13 7月 12
・自分のめあてを達成したことを喜び，次のめあてに向かっ
て取り組む。 15 5月 4 14
・考えたことやしたことを認められることで，自分の良さを感
じる。 15 7月 15

5月 15 14
7月 15
5月 1 11
7月 12
5月 14 15
7月 15

15 5月 14 14
7月 15

13 5月 14 12
7月 14

15 5月 9 12
7月 14

15 5月 11 13
7月 15

13 5月 13
7月 14

・時計を見たり次の授業までにすることを把握したりして行動
する。

・人の話を自分のこととして聞き，考えたり行動したりする。

・（新しい環境でも）困ったことや分からないことは，先生や
友達に尋ねる。

・小学校生活のきまりや約束を知り，守る。

他
者

⑩自分が気付いたことや考えたことを，先生や友達に言葉で伝えよ
うとする。

⑪先生や友達のしていることに興味を持ち見聞きする。

⑫友達の考えやしていることの良さに気付き，認める。

⑬初めての環境や集団の中で，友達と思いや考えを出し合う。

⑭数名の友達と生活の中で身に付けてきたことを出し合って活
動を進める。

生
活
習
慣

・大勢の友達と力を出し合って活動を進める。

・自分の思いを出しながら友達とめあてを共有して遊ぶ。

対
象

①様々な生活事象に関心を持ち，特徴に気付く。

②形や色，数字や文字，音や図形を使った活動や運動の楽しさに気
付き，自分なりに考えたり使ったりする。

③試行錯誤しながら，自分なりにより良い方法を見付ける。

④小学校の施設や用具に関心を持ち，約束を守って自分から使う。

自
己

⑤めあての達成に向かって繰り返し行う。

⑥自分のしたことを振り返る中で，自分のしたことや考えの良さを感
じ，次の行動に生かす。

⑦自分のしたことや感じたことを絵や言葉等で表す。

⑧自分のしたことやできたことを振り返り，次にしたいことを
明確にする。

⑨小学校の生活に興味・関心を持ち，意欲的に取り組む。

15

13

14

・友達の考えや頑張っていることを認めたり取り入れたりす
る。

・共通のめあてやイメージに向けて友達の考えを受け入れ
て遊ぶ。

・友達と思いや考えを伝え合い，遊びを進めようとする。

・自分のめあてを達成したことを喜び，次のめあてに向かっ
て取り組む。

・ものやことの特徴に気付き，遊びに生かそうとする。

・自分なりのめあてをもって試したり工夫したりする。

り，教科によって次にしたいことを明確にもちにくかったりすると考えられるので，評価の視

点や見取り方を見直す必要があると考える。 

 

   表４．年長組時の評価と一年生の評価の集計結果の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「対象」の項目は特に小学校教員の評価が高く，「好奇心」や「自発性」が引き出され，豊かに

育っていると考える。幼稚園の仮説（図２参照）に沿って「好奇心」や「自発性」を積み重ねて

いくことがここでも求められると捉える。「挑戦意欲」に関わる自己の項目についても，小学校

教員から比較的高い評価を得ている。この成果は，授業の中で共通の学習のめあてに向かって取

り組むという新たな経験の中で，幼稚園で身に付けた「学びに向かう力」や「考える力」が少し

ずつ発揮できているからであると考える。 

 

（６）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を使った共通理解 

  幼小接続期の目指す姿を共通理解するため，次期『幼稚園教育要領』で取り扱われている「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」に視点を置いて，幼小接続部会で話し合った。すると小学

校教員から，次期『幼稚園教育要領』の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の言葉の表記

が抽象的に感じられ，小学生にも当てはまる姿だという意見も聞かれた。そこで５歳児の終わり

頃（幼小接続期Ⅲ―Ａ：５歳児 10月～３月）のエピソードを示し，遊びの中での学びについて協

議した。そうしたことで，小学校教員と幼小接続期の目指す姿を具体的に考えることができた。 
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【健康な心と体】  
幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ，見通
しをもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 
『一輪車への挑戦』 
  友達の様子を見て，自分も一輪車をやってみようと遊びに加わったアユ。補助バーにつかまった
状態でもなかなか前には進めない。乗れそうな所まできている友達に刺激を受け，周りの友達や教
師に励まされる中で，日々諦めずに取り組む。転んでも補助バーから手を離しこぎ出すことを繰り
返す。数回こげるようになり，さらに挑戦を続け，こぐ回数が増えていく。 

・アユは登園後すぐに一輪車の所に走っていく。継続して取り組む中で自分の体に合った乗りやすい
一輪車ができ，その一輪車に乗るためである。 

・「うんていまで行ってみよう」「二人組で乗ろう」と自分でまた，友達と共通の目標をもって，さら
に意欲的に取り組み，３学期には少し難しい乗り方を４人の友達と一緒にできるようになった。そ
して「一輪車発表会がしたい」という願いをもち，同学年や年少児の前で様々な技を披露すること
ができた。一輪車発表会後に「少し失敗したけれど，楽しかった」と話す姿から，充実感を味わい
自信をもつことができたと思われる。 

【道徳性・規範意識の芽生え】  
友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り返ったり，
友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。また，きまりを守る必
要性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら,きまりをつくったり,守っ
たりする。 
『ドッジボールのルールを考えよう』 
 11月頃から選んだ遊びの時にできるよう，スペースを確保したりライン引き，ボールを用意して
おいたりすると，数名の幼児が集まり，準備をしてドッジボールを始めようとする。ボールに当た
るとコートの外に出るというルールで遊ぶ中，顔にボールが当たり，痛がったり泣いてしまったり
する。「顔は痛いよ」「でも当たったら外に出ないといけないでしょ」「でも，危ないかもしれん」「顔
に当たっても外に出なくてもいいってことにする？」等いろいろな意見を言い合う。友達からの意
見を聞き，周りの幼児は納得したような表情になったり不満げな顔になったりしながら，聞いたり
答えたりしている。「頭はいいの？」「帽子かぶってるからいいんじゃない？」「じゃあ，帽子はアウ
トにしたらいい」というやりとりが続き，新たなルールとして，顔に当たったらセーフ，帽子に当
たったのはアウトということに決まる。友達の思いや状況を思い浮かべながら，共通のルールを作
ることができた。 

 

 

５ 幼稚園の総合的な評価の取組 

（１）本園の教師による評価 

実践者以外の本園の教師が対象児（各学年６名）の観察記録を取り，各期の評価の視点をもと

に作成した当日の評価の視点で評価を行い，協議をした（評価の視点「対象」についてはｐ.９参

照）。以下に抜粋して記述する。 

 

◆対象児 13 

〈年齢・時期〉３年保育５歳児・６月２日（金） 

〈観察場面〉 選んだ遊びの場面 

 姿の児幼 点視の価評 

対象 

自分なりにめあてをもち，繰り
返し取り組む。 

・ムシムシランドでエサをあげたり世話をしたり繰り
返しする。 

自分なりに考えたり試したりす
る。 

・バッタが脱皮したものが入っているケースを立たせ 
るために画用紙や箱を使って工夫する。 

他者 

自分の思ったことや考えたこと
を友達に伝えたり，聞いたりし
ながら遊ぶ。 

・「ここムシムシランドなんだー」と近くにいる他学 
年の教師に伝える。 

友達の言動や様子に関心をも
ち，取り入れたり刺激を受け
たりして遊ぶ。 

・エサについて話をしている友達の言っていることを 
聞いて，「きっと葉っぱが土に入っているから」と 
友達に伝える。 

 図 16．「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の具体的記述の一部 
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自己 
うまくいかなかったことを悔
しがったり，思いが実現した
ことを喜んだりする。 

 

 

◆対象児 14 

〈年齢・時期〉３年保育５歳児・６月１日（木） 

〈観察場面〉 学級活動で，時計の製作をする場面 

 評価の視点  幼児の姿 

対象 

自分のつくりたい時計に必要な
材料を選んで組み合わせたり，
飾り付けたりする。 

・花時計の写真を見て「これにする！」とちょうど
いい大きさの箱を選んでつくる。 

・必要な材料を取りに行って飾り付けをする。 
割ピンの使い方に興味をもち，
めうちを安全に使いながら動く
針をつくってみようとする。 

・めうちを友達と声を掛け合って使う。 
 

他者 

自分のつくった時計のことを友
達や教師に伝える。 

・自分のつくった時計を「見て」と見せに来て，工夫し
たところを話す。 

友達のつくった時計に興味をも
って見たり，工夫したことを尋
ねたりする。 

・友達がつくっている時計を見て「いいね」と言っ
たり，どの箱を使おうか困っている友達に「こう
したら？」とアドバイスしたりする。 

自己 

つくりたい時計の形や飾りに近
付くように試したり，うまくい
かなくても何度もやってみたり
する。 

・ハートの飾りがうまくいかなくても何度もしてみ
ようとする。 

・バラを中に入れた時計をつくりたいと思い，紙を
丸めてバラになるか試す。 

自分のつくったところが，うま
くいっているか確かめたり満足
そうに見たりする。 

・針を切っては長さを確認し，調整する。 
・割りピンが入るように穴の大きさを変える。 

  活動場面は違うものの自分なりにめあてをもち，繰り返し取り組んだり試したりする「対象を

とらえることばの学び」の姿がどちらの幼児にも見られた。また，友達のつくっているものを見

たり，その遊びでのアドバイスをしたりするという｢他者とつながることばの学び｣の姿も見られ

た。また，対象児 14は，自分のつくったものの出来具合を確かめたり調整したりして，うまくい

かなくても試すという「自己を見つめることばの学び」の姿も見られた。一方で，対象児 13のそ

の日の記録場面ではうまくいかないことにあまり遭遇しておらず，「自己を見つめることばの学

び」の姿は見られなかった。したがって，様々な活動に自分から取り組み，試したり工夫したり

するという「考える力」や，自分なりにめあてをもち，繰り返し取り組み，できた満足感を味わ

うという「考える力」が育ってきていると評価した。 

 

以上のように，それぞれの幼児の実態や発達を捉えて，「学びに向かう力」に焦点を当てた援

助をすることで，各時期に応じた幼児の「考える力」が育ってきていると評価することができた。 

 

（２）大学教員による評価 

  大学教員が評価の視点をもとに観察記録を取り，幼児の育ちと教師の保育について評価した。

以下記録メモの一部を示す。 

〈年齢・時期〉 ３歳児，４歳児，５歳児・８月上旬 

〈観察場面〉  選んだ遊びの場面 

〈評価者〉   岡山大学教育学部幼児教育講座教員 

３歳 ・ビニールプールで腹ばいになり，「先生，見て見て！」と浮こうとしながら言っていた。
適量の水が入ったビニールプールと教師が側にいることで，安心して遊んでいた。 

   ・ビニールプールや泡等を使って，ペットボトルシャワーで水を自分に掛けたり，泡を集
めたりして，水に慣れ親しむ様子が見られた。 
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   ・ビニール袋を手にはめて泡をかき混ぜたり，容器に集めたりする姿が見られた。イメー
ジをもって自分の遊びを実現していた。 

   ・友達の姿を見て必要な情報を得ながら，教師を呼び認めてほしい様子が見られた。教師
は一緒に遊びながら丁寧に幼児のしていることを受け止め，認めていた。 

４歳 ・土山で水を流し，土や砂が流れる様子や土の変化に興味をもち，自分なりのやり方を何
度も試していた。粘土を見付けて「柔らかい砂見付けた」「あっちにあるよ」「すべすべ
ここ」と友達や教師に伝えようとしていた。教師は幼児の発言を一つ一つ丁寧に受け止
め，言葉を返していた。 

   ・透明ホースの片方から水を入れる。「あっちから入れて」「ストップ」等と友達とコミュ
ニケーションを取りながら水を流そうといろいろやってみる。透明のホースのため泥水
がよく見え，めあてをもちやすく「もう少しもう少し」と頑張っている。教師が加わる
とその場が活性化し，楽しそうな雰囲気から幼児が集まっていた。 

   ・水鉄砲を上や人に向けて等，様々な方法で飛ばすことを楽しんでいる。いろいろな的が
用意してあったので，自分なりにやってみる姿が見られた（紙で吊す的・ペットボトル
が倒れる的・カップが台から落ちる的・打ち抜くと外れる的等）。 

   ・ペットボトルに水鉄砲を注射器のように差し，上からこぼさないように水を入れること
を楽しんでいた。自分なりの工夫が見られた。 

５歳 ・砂場でトイをつなげて長くして水を流そうとするが，うまくいかないもどかしさを感じ，
繰り返しトイの組み方を考えてやってみる姿が見られた。教師は一人ではうまくいかな
い様子を読み取り，ジョイントを一緒に探したり周りの幼児が参加しやすいように声を
掛けたりしていた。すると友達が参加し，支えたり水を流すのを手伝ったりして幼児の
めあてを達成することができていた。 

   ・対戦式の水鉄砲合戦をしており，他者とのつながりを感じた。 
   ・ジャングルジムからホースやトイを使って水を流す場面では，トイの組み合わせや方向

等を工夫する姿が見られた。幼児が教師にアイデアを尋ねると，「ということは？」と言
って幼児からアイデアを引き出す声掛けをしていた。 

   ・振り返りの場面では「今日は時計が早かったね。新しい時計がいるのではないか？」と
もっと遊びたかった思いを発言する幼児がいた。また，船をつくった幼児が動く船をつ
くるためにいろいろ工夫したことや気付きを知らせていた。ゴムを後ろ向きに回さない
と前に進まないという気付きや，ペットボトルの中に水を入れるとおもりになって浮く
ので水の量を試したことを発言していた。いろいろなやり方を試す面白さを感じたり，
深く考えたりしていることが分かった。 

〈協議内容〉 
・どの学年も水遊びをしていたので，３・４・５歳児の水遊びの発達のつながりが見ることがで
きた。「学びに向かう力」の育ちのつながりも見られた。 

・教師の存在の重要性を改めて感じた。教師が一人の幼児の願いを読み取り，どうにか実現させ
たいと細やかな援助をしたことで，その場にいる幼児が同じめあてに向かって水を流し始め，
最後はみんなで満足感をもって終わり，その場が温かい雰囲気に包まれていた。幼児の集団の
力や深い学びを見ることができた。「主体的・対話的な深い学び」とは知識のことだけではな
い，情動的なものもあると示されていた。 

・教師の幼児の活動やアイデアを認める声掛けや行動が，幼児の「好奇心」や「自発性」を促し
ていた。 

・幼児が自ら考えてアイデアを出していくように教師が環境構成や援助をすることで，「自発性」
が生まれ，「自発性」の高まりにより次のことへ挑戦する意欲も高まっていた。 

・片付ける前に教師が「どんな風に終わりたい？」と幼児に問い掛けていた。水遊び最後という
こともあり満足感をもって終わるための援助であると感じ，遊びの終わり方（片付け方）の重
要性を実感した。 

以上のように，「学びに向かう力」に焦点を当てた保育をすることで，その時期に応じた幼児

の「考える力」が育ってきていると大学教員からも評価を得ることができた。 
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（３）教師による評価 

  各学年の評価の視点を作成し，各学年48名の評価を行う。その際，評価基準になる具体的な

姿について学年で共通理解をし，各時期に目指す幼児の姿を確認しながら評価を行った。以下に

評価をする中で重視したことを記述する。 

１）評価の視点の扱い方 

評価は一人一人の幼児の，何ができるかできないかを評定するものではなく，よりよい保育

を行うために，自分たちの保育を見つめ直す手段の一つであることを教師間で共通理解を図っ

た。また，教育課程をもとに作成した各学年の評価の視点であるので，評価の視点の姿は各学

年修了時に目指す姿であり，文言だけで姿をイメージするのではなく，各学年の発達の流れを

捉え，評価基準を明らかにする必要があった。 

次に，評価は一学年で終わりではなく，連続して行われるものであり，進級後は前の学年の

評価を参考にしながら，幼児の実態を捉えたり，評価が低かった部分を補完したりする等活用

することができる。そのため，評価の視点の捉え方も３学年を通してどのようにその学年では

扱うか，教師全員で共通理解をして進めていくことが重要であった。 

 

２）一人一人の幼児の姿の見取り方 

日々の保育を行いながら，その日の幼児の様子や実態については記録として残しているが，

それを一人一人の育ちとして捉えることはなかなか難しかった。学級全員の評価を定期的に行

うことで，以前の姿と見比べ，変容を捉え，一人一人の育ちや実態を確かめることができた。

評価の視点は絶対評価なので，各学年修了時の目指す姿と照らし合わせての評価になるが，そ

れを踏まえながら，それぞれの実態と課題を捉え直し，保育に生かすことが重要であった。 

また，教師一人では把握しきれない育ちの部分も，同じ学年の教師同士でそれぞれの遊びで

の学びを整理しながら，幼児の姿と照らし合わせて育ちを捉え直すことで，幼児理解が深まり，

より個々に応じた保育をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）評価後の活用 

  各学年で評価を行った後は，教師全員でそれをもとに協議し，幼児の実態把握や各学年の傾向

を探り，今後の保育の方向性を話し合った。また園全体の幼児の実態把握も深まり，家庭と共有

していくべき情報について共通理解し，学級懇談や園便りに生かすことができた。 

3つのこ
とばの

学び
視点

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

６月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○○○月６

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ○ ○ ○ ○

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○○○○○月６

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・自分の思ったことや感じたことを表情や態度で表す。

対象

・いろいろな遊具や用具があることに気付き，見たり，触れたりする。

・身近な遊具や用具を自分なりに使って遊ぶ。

・興味をもったものや作ったものを遊びに取り入れる。

・していることや起こったことに対して感じたことを表情や態度で表す。

・自分のしたことや感じたことを言葉や態度で表す。

・遊びに必要なものを作ったり見付けたりする。

 図 17．個人の評価（平成 28 年度３歳児の一部）
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（４）保護者による評価 

１）各評価の視点によるアンケート 

   各学年の評価の視点に基づいたアンケートを行い，教師と保護者が幼児理解を同じ視点をも

って行うことで，同じ方向を向いて幼児の成長を見守っていくことができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に実施した保護者アンケートの集計と教師の評価の集計結果を総合的に比較して見ると，

保護者と教師の結果が同数でほとんど評価できていたり，同じように低くなっていたりした。個

の評価の視点では，幼児を同じように捉えていると推察した。一方で，教師の結果より保護者の

結果が高かったり，低かったりする項目もあった。家庭と幼稚園での幼児の様子の違いや，発達

に応じた幼児の育ちの捉え方の違いによるものと考えられる。園とは違う家庭での姿を具体的に

記述したり気を付けていることを記述したりする欄を設けたことで，教師は家庭での様子を知る

ことができ，幼児理解を深めることができた。また，保護者も幼児を客観的に見る機会となった

と考える。 

  また，アンケートの記述を手がかりに話をするきっかけになり，懇談等で視点に沿って幼稚園

での姿や育ちを具体的に伝えたり，共有したりすることができた。 

 

２）アンケートの具体的な姿の記述 

保護者に対して実施したアンケートの中で「興味をもつ・自己発揮する・自己抑制する・挑

戦する・協同する」という「学びに向かう力」の５つの視点に着目して保育に取り組んでいる

ことを知らせた。その中で「挑戦意欲が発揮されているときはどんなときか？」という家庭で

の様子について尋ねる項目を設けた。以下がそれをまとめたものである。 

３歳○着替え等，できないときに手を貸そうとすると，「自分でする」と言って頑張る。 
  ○うまくいかなかったり，思いが叶わなかったりするときも，自分なりに折り合いをつけて，

再度挑戦する姿が見られる。 
  ○入園前はできないと決めつけてやらなかったことも，やってみようと前向きに取り組める

視点 担任 保護者

17

11

40

22

19

31

28

31

37

40

44

40

40

33

44

35

24

28

14

34

32

24

33

7

38

40

44

42

33

10

48

48

27

19

38

29

・世話をしてくれる年長児や教師の側
にいたり，顔を見て表情が
　和らいだりする。

・同じ場にいる友達のしていることに
関心をもち，見たり聞いたりする。

・友達と同じものを使ったり同じ動きを
したりする。

・したいことや困ったことを教師に言葉
や態度で表す。

・自分の思いやしていることを気の合
う友達に言葉や態度で表す。

・気の合う友達と同じようなイメージを
もって遊ぶ。

・自分の思ったことや感じたことを表
情や態度で表す。

・自分のしたことを見て微笑んだり，
声をあげて喜んだりする。

・教師に受け止められ，満足そうに言
葉や態度で表す。

・気に入ったものやことに何度もかか
わる。

・自分がしたことやできたことをまた
やってみる。

・やりたいと思ったことはうまくできなく
てもまたやってみようとする。

・いろいろな遊具や用具があることに
気付き，見たり，触れたりする。

・身近な遊具や用具を自分なりに使っ
て遊ぶ。

・興味をもったものや作ったものを遊
びに取り入れる。

・遊びに必要なものを作ったり見付け
たりする。

・していることや起こったことに対して
感じたことを表情や態度で表す。

・自分のしたことや感じたことを言葉
や態度で表す。

 図 18．教師の評価と保護者アンケートの結果（３歳児６月）の比較 

教師も保護者も評価

が同等になった項目 

教師も保護者も評価が

低くなった項目 
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ようになったり，やりたいと言ってチャレンジしたりしている。 
  ○自分には難しそうだと思うと最初から手を出さなかったり，「やって」と頼んできたりす

るが，少し手を貸してやることで，再度やってみようという気持ちになることもある。 
４歳○自分自身でやりたいことを見付けて遊んでいるとき等，めあてが明確なとき。 
 ○一度できそうと思うと挑戦できるようだが，挑戦というより自分が楽しいと思うことに意

欲的に取り組んでいる。 
○お手伝いを頑張ってしており，上手になってきたことや褒められることが嬉しくてどんど
ん様々なことに挑戦している。 

  ○興味があることには，できなくても何度も挑戦しようとする。（自転車，固定遊具等） 
  ○周りの友達や兄弟がしていることで，自分にはできないことがあると挑戦しようとする。

○できないことが恥ずかしいので，自分からできないことに挑戦しようとする姿はあまり見
られない。 

５歳○友達のすごいところや成功を見たとき。 
  ○周りからの褒め言葉や励ましがあるとき。 

○プールでの顔付けは苦手だが，風呂でシャワーを何度もくぐったり，手ですくった水に顔
を付けたりする等，自分なりに何度も挑戦している。 

  ○自分が「好き」「楽しい」と感じられることをしているとき。 
  ○友達と一緒に頑張っているとき。 
  ○何か達成できて嬉しいとき。成功体験があれば，やる気が出ている。 
  ○あと少しでできそうだという感覚をもったとき。 

以上のように，家庭でも年齢によって違いはあるものの，「挑戦意欲」をもって取り組む姿が見

られ，幼稚園での取組と家庭での姿がつながっていると推察できる。そして，幼稚園と保護者が共

に心も体もたくましい子どもたちを育てていくことにつながると考える。 

 

 

Ⅵ 成果 

 

１ 「学びに向かう力」の「挑戦意欲」に焦点を当てた実践 

（１）仮説的関係図に基づく「挑戦意欲」に焦点を当てた実践から分かったこと 

  「挑戦意欲」に焦点を当てた「学びに向かう力」の５つの視点の仮説的関係図や，「学びに

向かう力」の「挑戦意欲」を引き出すために有効だった教師の援助をもとに実践を行ったこと

で，「学びに向かう力」の５つの視点の関係がより明確になった。昨年度捉えた発達や遊びの

特性に応じた「学びに向かう力」の重点の置き方（３歳児：安心感・「好奇心」「自発性」，

４歳児：「好奇心」「自発性」「挑戦意欲」，５歳児：「自制心」「挑戦意欲」「協同性」）

も，今年度の実践からも同様の結果が得られた。また，どの学年においても「好奇心」がもて

るような環境構成及び教師の援助は不可欠であり，その後「自発性」を引き出し「挑戦意欲」

を高めることができるような「やりたい」「やってみたい」と思える体験の積み重ねを意識し

た関わりをすることが重要であると分かった。 

  次に，「挑戦意欲」と聞くと，辛く苦しいイメージを連想する場合があるが，実践を見ると

幼児は少しずつ自分なりの成長やめあてに近付いていく過程や，試行錯誤する過程を楽しんで

いる姿が多く見られた。保護者アンケートにも，「『挑戦意欲』というよりは，興味をもって

いるから，保護者に見てほしいからと少し難しいことに取り組んでいる」という記述も見られ

た。してみると楽しい，できるようになると嬉しいというような興味をもてる活動，少しやる

と自分もできたという自信をもてる活動，友達がしているのを見てあこがれる活動等が「挑戦

意欲」を引き出すと分かった。自分から興味をもって挑戦したくなる「挑戦意欲」を育み，で

きる自分を信じながら楽しんで諦めずに取り組むことができるような環境や遊びをつくること

が重要であると明確になった。また，すぐには達成できず挫折感を感じることも少なからずあ
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るが，幼児の気持ちに寄り添いながら，うまくいかない体験からより多くの達成感や自信を育

むことができる援助が重要であると考える。 

 

（２）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助及び環境構成 

今年度の実践を分析すると，以下のような「学びに向かう力」を引き出すために有効な教師

の援助及び環境構成が明らかになった。これらは昨年度の実践から明らかになった「挑戦意欲」

を引き出す過程で有効であった教師の援助とも一致し，有効な教師の援助及び環境構成として

妥当であると考える。 

１）環境構成 

○実践事例１・３・４では，登園してすぐ幼児の目につくところに環境を用意したり，幼児の願

いを捉えて材料や用具を用意したりすることで，「学び」に向かうことができた。 

○実践事例２では，ビニール袋やビニールの屋根，実践事例６では，段ボール箱等を用意した。

これらは形を変えやすく，多様性がある素材であり，幼児が関わるうちに形が偶発的に変わっ

たり，自分の思う形にできたりするため，幼児の興味が高まりやすく，願いを実現しやすいの

で，「学び」も多様になり深めることができた。 

○実践事例４では，いつでも見えて関わることができる場所にザリガニのタライを置き，実践事

例５では，いつでも関わる場所に環境を用意したり，じっくりと関わる時間を確保したりした。

そうすることで，幼児はしたいときに自由に対象物に関わることができ，「学びに向かう力」

が高まり，「考える力」も育まれた。 

○実践事例４では，幼児の目につくところに写真に撮った友達の姿を掲示したことで，刺激とな

りザリガニをもつというめあてが明確になり， 「学びに向かう力」が引き出された。めあてが

明確になるような掲示物があると，幼児はさらなる「学びに向かう力」を引き出すことができ

た。 

 

２）教師の援助 

○実践事例１・２・３・４では，教師が一緒に遊びながら幼児のしていることを側で見守り，受

け止めたり，幼児がしていることを自覚できるように言葉にしたりすることで，「学びに向か

う力」が引き出された。 

○実践事例１・３・４では，幼児が疑問や課題に直面したときに，タイミングを図り，幼児が自

分で考えたり乗り越えたりできるような声を掛けたことで，「学び」に向かうことができたと

考える。実践事例６では，幼児が疑問や課題に直面したときに，タイミングを見て遊びに加わ

ったり，友達と一緒に考えることができるような仲介をしたりすることで，「学び」に向かう

ことができたと考える。 

○実践事例５では，幼児がつまずいたり自信をなくしたりしたときに，教師が側で励ましたり自

分の変容を自覚できるように言葉にして伝えたりすることで，幼児は安心して取り組んだり，

自信をもち一歩踏み出せたりすることができた。 

○実践事例６では，幼児が課題に気付けるように投げ掛けたり，「挑戦意欲」を自覚できるよう

な声を掛けたりしたことが，その場にいる幼児のめあてを共有することにつながり，みんなで

本物のような電車をつくろうという仲間意識が高まり，さらなる「学び」に向かうことができ

た。   

○実践事例５・６では，遊びや活動の振り返りの中で教師が言葉を補いながら，どうしたらよい

のか考えることができるような投げ掛けをすることで，同じ課題について考えたり，自分たち

なりにより良い方法を見付ける姿につながった。 
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（３）無意図的に「学びに向かう力」が引き出される状況 

「学びに向かう力」を引き出したり刺激したりする要因には，意図的につくり出す環境構成 

及び教師の援助があるが，その他に無意図的に「学びに向かう力」が引き出される状況がある

と推察できた。国立大学法人お茶の水女子大学『幼児期の非認知的な能力の発達を捉える研究』

の研究成果にも「自発性・能動性・主体性は，環境によって引き出されていたものがある」と

ある。そこで実践から明らかになった無意図的な状況を整理して以下に示す。これらは，それ

ぞれの事例によって引き出される状況や「学びに向かう力」は異なるが，各事例の重要なキー

ワードであると考える。 

１）友達や教師の存在 

  幼児は，周りにいる友達や教師の言動から大きな刺激を受けることがある。それは単に模

倣をするということではなく，刺激されたり支えられたりしながら「学び」に向かっている。 

 実践事例１・２では，教師が一緒に遊びながら安心できるようにしていることや言っている 

ことを言葉にして共感している。また，幼児の願いが実現できるように方法を知らせたり思

いを受け止めたりしている。特に３歳児はこのような教師の受容的な援助が，安心して「学

び」に向かわせるのだと考える。 

  実践事例３では，地域の人や憧れの年長児の存在が大きく幼児の「学びに向かう力」を揺

り動かしている。一緒に園外保育に行っただけでなく，年長児の行動や地域の人の発言が，

幼児の世界観を広げ，「学び」に向かわせたのだと考える。 

  実践事例４では，ザリガニをもってきた友達の存在，もつことができる友達の存在が，あ

こがれの気持ちや「自発性」を刺激し，様々な「学び」を引き出している。 

  実践事例５では，うんていに一生懸命取り組んでいる友達の存在が刺激になり，励ましに

なり「学び」に向かわせている。 

また，実践事例６では，共通のめあてをもっている友達の存在が，一人では乗り越えられ

ない失敗も一緒に乗り越えたり工夫したりする「学び」に向かわせているのだと考える。５

歳児頃になると，特に共通のめあてに向かって考えを出し合いながら様々な感情体験を共有

することができる仲間としての友達の存在が大きく影響していると考える。 

 

２）魅力ある言葉の力 

 幼児期は，言葉を獲得していく時期でもあり，言葉に敏感な時期でもある。実践事例３で

は，魅力ある言葉「たけのこの世界・元の世界」との出会いが，想像力を膨らませ，「学び」

に向かわせているのだと考える。また，言葉によって励まされ，一歩踏み出せたり心の支え

になったりしてさらなる「学び」を生み出すことができると推察できる。実践事例１や４で

は，自分の好きなカタツムリやザリガニにかけがえのない存在として名前を付けて親しみを

もち，そしてその後より「学び」に向かわせている。その名前を他の幼児が聞くことで，周

りの幼児も興味をもつきっかけになっている。 

実践事例５では，手の平にできたマメを「頑張りマメ」と教師が呼ぶことで，幼児の今ま

での頑張りを認め，幼児自身も自覚することができている。また「頑張りマメ」という響き

が，今まで頑張った過程の証であり，誇らしい気持ちをつくり出している。だからこそマメ

がつぶれて痛くても嬉しそうにみんなに見せたり，マメが治りかけるとまた挑戦してマメが

固くなるのを喜んだりする幼児の姿が多く見られる。言葉の響きが「挑戦意欲」をさらに引

き出していると考える。 
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３）小動物や生き物，自然物との出会い 

実践事例１・２・３・４では，幼児は，小動物や自然物と出会い心を動かし，思わず触っ

たり関わったりして自分なりの「学び」に向かっている。小動物や生き物は，幼児の思いも

よらぬ動きをするため，興味や関心をもちやすく，疑問や探求心を抱きやすいと考える。ま

た，触ると形を変えるため応答性があり，より「好奇心」を刺激するのだと考える。 

水やたけのこ等の自然物は，独特の感触や心地よい感触が対象への安心感や「好奇心」を

もつことにつながり，さらなる「自発性」を引き出すと推察できる。 

 

４）自然につくり出された状況 

実践事例３では，薄暗く静かな竹薮という状況が幼児の想像力を膨らませ，「学び」に向

かわせたのだと考える。実践事例５では，いつでも関わることができる場にうんていがあっ

たことが，幼児のやりたい気持ちを引き出し，「学び」に向かわせたと推察できる。 

 

５）体験の積み重ね 

   幼児の「学び」は，その場で終わりではない。「学びに向かう力」も，その場だけで引き

出されるものではない。実践事例３では，園外保育の前に様々な活動をしていた体験が，園

外保育の中でさらなる「学び」に向かわせたのだと考える。また，実践事例６では，本物と

の出会いや友達との共通体験，さらには年少時からの遊びの体験の積み重ねが「学びに向か

う力」を引き出し，「学び」を深めていると考える。 

 

（４）「学びに向かう力」を引き出す地域資源の活用 

地域の人的・物的資源を活用し，幼児と地域の「ひと・もの・こと」との出会いが豊かになる 
ようにしたり，関わりを深めたりすることができるように地域の方とねらいや幼児への関わりを

共有したりすることが，「学びに向かう力」を引き出すことにつながったと考える。 
実践事例３では，地域の山から実際に年長児が掘ってきたたけのこを見たり触れたりする機会

を設けたり，たけのこに関する絵本を見たりして，園外保育での竹藪やたけのこへの出会いが幼

児にとって心揺さぶられるものになるようにした。また，園外保育に行って地域の方にたけのこ

に関わることができるようにしてもらえたり，たけのこを見付けた際に地域の方からイノシシに

関する言葉を聞いたりしたことで，いろいろなたけのこを見付けて心を動かしたり，幼児が自分

の生活と関連付けて自分なりに考えたり想像したりして，「好奇心」や「自発性」を引き出すこ

とにつながった。 
実践事例６では，幼児の興味を捉え，幼稚園に登園してくる際に利用している幼児が多い路面

電車を見学に行くようにした。幼稚園の近くにある路面電車の車庫に行き，普段目にしている本

物の路面電車を見たり，運転手の方から具体的な説明を受けたりすることで，「好奇心」が高ま

り，幼児に新たな疑問が生まれたり，興味がより深まったりする姿につながった。そして，友達

と一緒に本物に触れる経験をしたことが，本物みたいな電車をつくりたいというめあてを共有し

たり，めあての達成に向けて試行錯誤したりする「協同性」や「挑戦意欲」を引き出すことにつ

ながった。 
 

 このように引き出した状況を整理していくと，活動の精選や豊かな直接体験が重要であること

が見えてきた。今後も幼児が出会うものを精選し，豊かな「学びに向かう力」を引き出し，学び

を深め，「考える力」を育んでいくことができるようにすることが重要である。 
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２ 「学びに向かう力」と「考える力」と「生活していくために必要な習慣」との関連性 

 今年度は「生活していくために必要な習慣」の「聞く」という習慣に視点を絞って実践を分析

した。 

（１）「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」の育ちと「生活していくために必要な習慣」 

実践事例１・２では，幼児の「好奇心」が引き出されている場面で，周りの教師や友達の言

動を聞くという姿が見られた。また，実践事例３・４・５・６では，遊びの中で友達の言動に

興味をもち聞くことで，新たな「好奇心」や「自発性」が引き出され，繰り返し取り組んだり

よりよい方法を考えたりする姿につながった。また，「好奇心」や「自発性」が揺り動かされ

ることにより，幼児は必要感をもって周りの友達の言動を「聞く」姿が見られた。 

以上のように，「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」と「生活していくために必要

な習慣」の「聞く」習慣は，関係が深いという仮説①に当てはまると考える。 

 

（２）「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 

  実践事例１・２・３・５では，友達の言動に興味をもって聞くことで，幼児が自分なりに繰

り返し関わったり，めあてをもって取り組んだりする「考える力」の育ちが見られた。また，

実践事例４・６では，めあてに向かって試行錯誤する「考える力」が育っていく中で，必要感

をもって周りの友達の言動を聞くという姿が見られた。 

  以上のように，「聞く」習慣が身に付いていくことと，「考える力」の育ちは関係が深いと

いう仮説②に当てはまると推察できる。 

 

（３）「学びに向かう力」と「考える力」の双方向的な関係 

  実践事例４・６では，「学びに向かう力」が引き出され，理由や原因を考えるという「考え

る力」の育ちが見られる中で，言葉を聞き逃さず聞く姿が見られた。また，周りの友達の話を

聞きながら自分の考えと結び付けて考える中で，さらなる「学びに向かう力」が引き出され，

何度も遊びに取り組んだり，友達と遊びを進める楽しさを感じたりする「考える力」の育ちが

見られた。 

  以上のように，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣が身に付いていくことと，

「学びに向かう力」と「考える力」の双方向的な関係は相互に高め合う関係にあると考えられ，

仮説③に当てはまる。 

 

（４）「挑戦意欲」と「生活していくために必要な習慣」 

  実践事例５・６では，周りの友達の言動を聞くことで，自分のしたい思いやめあてが明確に

なり，「挑戦意欲」をもって繰り返し取り組む姿につながった。また，「挑戦意欲」が高まっ

ていく中で，自分の思いを言いながら，周りの友達の意見を注意深く聞く姿も多く見られるよ

うになった。 

  以上のように，「挑戦意欲」が高まっていく中で，聞く姿にも変容が見られ，「学びに向か

う力」の「挑戦意欲」と「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣は関係が深いとい

う仮説④に当てはまると考える。 

  

以上のことから，以下のような仮説を検証することができた。 

仮説①「学びに向かう力」である「好奇心」や「自発性」が育つと，「生活していくために必要な

習慣」の「聞く」習慣は自然に身に付くと推察できた。また，「聞く」という習慣が身に付く

と新たな「好奇心」や「自発性」が引き出される 
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②「考える力」の育ちと，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣の育ちは関係が深

く，それぞれの育ちが見られる中で，他方も自然と育っていく。 

③「学びに向かう力」と「考える力」の双方向的な関係は，「生活していくために必要な習慣」

の「聞く」習慣が身に付くことにより，相互に高め合う関係になる。 

 ④「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を育み，「生活していくために必要な習慣」の

「聞く」習慣が身に付いていくことで，より「挑戦意欲」は高まっていく。 

 

今年度の研究では，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣に視点を当てて検証を進

めてきたが，他の習慣（生活を進める・話す・きまりを守る）も「学びに向かう力」と「考える

力」を育む中で身に付いていくと推察できる。 

 

３ 幼小接続部会の取組 

（１）幼小接続部会で児童の姿の見取り方について協議 

○昨年度に引き続き追跡調査を行ったことで，評価の仕方について共有しやすかった。幼小教員

が同じ評価の視点をもって一年生の姿を見たことで，協議がしやすく，一年生の目指す姿につ

いて共通理解をすることができた。 

○幼稚園での学びや今の姿の見取りを具体的に伝え合うことで，互いに幼児や児童への理解が深 

まり，個に応じた指導方法について考えることができた。 

○小学校は幼稚園の育ちの上に積み重ねていく教育を，幼稚園は小学校の育ちを見通した各時期

に応じた教育をすることの重要性を実感することができ，改めて子どもの育ちを一貫して見て

いくことの必要性が明らかになった。 

 

（２）追跡調査の実施 

○評価の視点を定め，評価を行ったことで，各教科や各活動場面での具体的な目指す姿を捉えるこ

とができ，客観的に児童の実態把握を深めることができた。また，対象児を 15 名抽出し，昨年

度と今年度の一年生を評価したことで，幼稚園から小学校への育ちの過程の一面を明らかにす

ることができた。 

○幼稚園と小学校が「幼小接続期カリキュラム」をもとに，同じ視点で評価の視点を作成したこ

とで，幼稚園の姿と小学校の姿を比較検討しやすく，子どもの育ちを明確に捉えることができ

た。 

○昨年度から継続して評価の視点で見ていくことで，幼小教員で，各時期に育てたい姿が明確に

なり，評価の視点を見直すと同時に，各時期のカリキュラムの見直しを進めることができた。 

「挑戦意欲」の評価の視点で５歳児修了時には評価できる姿が見られたが，一年生 1学期には 

なかなか見取ることが難しい場面や児童の姿が見られた。「幼小接続期カリキュラム」にはね 

らいにも内容にも「挑戦意欲」に焦点を当てた文言は位置付けておらず，評価の視点がこの時 

期には高かったと分析した。また，小学校教員により一年生の生活は，「挑戦の連続」であり， 

５歳児修了時の「挑戦意欲」の定義で評価を行ったので，その姿が表れにくかった。 

○一人の子どもの追跡調査を３・４・５歳児各３回と一年生２回，計５回行うことで，その子ど

もの育ちの傾向や実態を捉えやすく，発達の道筋に応じた指導方法を幼小教員が共に考えるこ

とができた。 
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（３）幼小教員が互いに保育と授業を参観 

○ほとんどの児童が意欲的に小学校生活に取り組む姿が見られ，幼稚園での「学びに向かう力」 

を引き出す指導の効果があったと推察できた。しかし，その他の学習態度や学びを深めていく 

過程の姿には課題が見られ，今後幼稚園で「幼児期に生活していくために必要な習慣」でも幼 

児の姿を捉えていく必要性を感じた。 

○小学校教員が学習内容に意欲的に取り組めるように指導を行っており，幼稚園教員が参考にで

きると同時に，小学校でも「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を引き出す指導方法

の工夫に努めることが重要であると分かった。そして，「挑戦意欲」に焦点を当てた「学びに

向かう力」の仮説的関係図が小学校以降にも有効であると推察できた。 

○小学校教員は幼稚園の保育を見ることで，幼児が得た経験や知識を知り，それを踏まえて小学

校の指導方法に生かしたり，幼稚園が大切にしていることを参考に指導方法に取り入れたりす

ることができた。 

 

４ 日々の実践を意識したカリキュラム・マネジメント 

○「こどもカフェ」「あそびばカフェ」を行ったことで，日々の幼児の様子について，また他学

年の遊びの様子，環境構成等について話をしやすく，園全体の実態を捉えて実践を行うことが

できた。また，日頃の保育の悩みも共有し，共に考え，同じ方向を向いて保育を行うことがで

きた。 

○各時期の幼児理解を深め，幼児の遊びの豊かさを再認識し，教師が保育を楽しむことができた。 

○昨年度の反省を生かし，日々の実践と月の指導計画を結び付けることができるように，遊びの

保育構想図を定期的に立て保育を行ったことで，見通しをもって実践し，反省・評価を具体的

に行うことができた。また幼児の実態を捉えることができ，次の遊びの展開のヒントを考えやす

く，同学年の教師同士が共通理解をしながら保育を進めることができた。 

○保育の見通しをもって実践を行うことで，教材研究を行ったり幼児の実態に合わせた多様な環

境を用意したりすることで，よりよい指導を行うことができた。 

○昨年度行えなかった週や月の指導計画を「学びに向かう力」と「生活していくために必要な習

慣」で見直したことで，その時期の幼児の育ちを再確認することができ，適当な援助を行うこ

とができた。 

 

５ 総合的な評価の取組 

（１）本園の教師による評価 

○実践者以外の教師による評価を行ったことで，実践者が見ていた実態よりも幼児を多面的に捉 

えることができ，幼児理解を深めることができた。各幼児の課題も明確にできた。 

○評価の視点を作成する中で，各時期にそれぞれの活動のねらいを明確にすることができ，保育 

の質の向上につなげることができた。 

○各時期の育ちを保証できる保育を行えているかどうか振り返ると同時に，その時期の月の指導 

計画やカリキュラムと照らし合わせることで，指導方法を見直すことができた。 

 

（２）教師による評価 

○同じ評価の視点で学級の幼児一人一人を見取ることで，幼児の実態把握を深め，自分の保育の

課題を明確にすることができた。また学年で同じ評価の視点のため，同じ学年の教師同士が，

今の実態や保育についてや，目指す方向性について共通理解することができた。 

○学級全体の実態を知ることができ，学級経営に生かすことができた。 
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○各学年で評価を行うことで，３年間の育ちを見通すことができ，園全体で系統的に保育を行う

ことができた。そして，毎年同じ評価の視点で幼児の育ちを継続的に見ることで，各時期の姿

を捉え，教育課程及び月の指導計画と照らし合わせることができた。 

 

（３）第三者による評価 

○大学教員や附属小学校教員，公開保育参加者等の第三者が，本園の教師と同じ評価の視点で評

価を行うことで，評価の視点や教育課程及び月の指導計画の妥当性を確かめることができた。 

○様々な視点で幼児の姿を捉えたり，発言を捉えたりすることができ，実態把握を深めることが 

できた。 

○実際に評価を行うことで，評価の仕方が難しかったり幼児の姿が捉えにくかったりしたので， 

評価の視点についての見直しにつながった。 

 

（４）保護者による評価 

○保護者が同じ評価の視点で評価したことで，その時期の幼児の姿を捉えやすく，具体的に幼児 

の姿を見取ることができた。 

○アンケートの回答を個人懇談での話題に取り上げ，話をしやすく，幼児の成長を共に喜び合う 

ことができた。 

○６月に１回目のアンケートを行うことで，教師は家庭での様子を知り，幼児理解を深めること 

ができ，保護者も一年の教育方針が分かりやすく，幼稚園で大切にしていることを伝えること 

ができた。 

○保護者が自分自身を振り返る機会をつくることができた。 

 

評価についてはどの評価も，何のための評価なのか本園の教師全員で捉え直し，意味あるもの

にすることが重要である。評価は幼児の評定ではなく，教師自身の保育力を高めるものであるこ

とがより明確になった。さらに，評価の視点を定めたが，それだけで幼児の育ちを見取ることは

難しく，幼児教育の中で大切にしてきた一人一人の具体的な姿の記録から長期的な目で幼児の変

容を捉え，育ちを明確にする評価方法を忘れてはいけない。国立大学法人神戸大学『幼児期に育

みたい資質・能力を支える指導方法と評価に関する研究』の研究成果でも「事実に基づく一人一

人の子供の内面理解の積み重ねによって，子供の姿が捉えられ，事実に基づいた振り返りにより，

子供にとっての環境構成や教師の援助の意味を明らかにできる」とある。次期『幼稚園教育要領』

の総則に「幼児理解に基づいた評価の実施」とある。評価の視点をもとに概ねその時期に応じた

育ちになっているかどうかを評価すると同時に，記録からは細かな心の動きや変容を読み取り，

それらを合わせて評価することが重要であると分かった。 

 

 

Ⅶ 課題 

 

第一に，「学びに向かう力」の「挑戦意欲」に焦点を当てて実践を行ったり研究を進めてきた

りしたことで，視点が明確になり実践に取り組みやすく，教師自身も「挑戦意欲」をもって様々

なことに取り組むことができた。しかし，「学びに向かう力」は内面的な育ちのため捉えて分析

しにくかった。短期ではなかなか育むことができず，長期的な視野で検証する必要があった。 

第二に，本園では「一貫教育カリキュラム」に基づく３つの「ことばの学び」で評価の視点を
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作成したが，幼児の育ちは総合的であり，未分化な部分が多く，様々な学びを行っている姿を評

価の視点で評価することの難しさを感じた。しかし，幼小教員で評価の視点を作成する過程は大

変意義があり，今後も「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の具体的な幼児の姿をもとに話

し合いをし，幼児の育ちや発達の道筋を幼小教員で共通理解しながら幼小連携を深めていきたい。 

第三に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている内容であり，教育課程の開発で重要なカリキ

ュラム・マネジメントや評価等，様々な手段で研究を進めてきたが，今後は，さらに評価結果の

理論的かつ汎用的な検証を行い，次の保育の改善・充実に生かしていきたい。 
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実践事例編



                                                      

実践事例１  「ぼくのパープル！」            

３年保育３歳児 ５～６月 

１ 幼児の実態 

 入園して１か月ほど経ち，自分のしたい遊びを見付けて遊ぶ幼児が多いが，まだ保護者と離れ

ることに不安な幼児の姿も見られていた。様々なことに興味があり，年少児の遊び場だけでなく

年中児や年長児の保育室へ行き，店ごっこで買い物をしたり，コンサートを見たりして遊ぶ幼児

が増えてきた。 

コウキは，生き物に興味をもっており，ウサギに餌をやったり，ダンゴムシを探して遊んだり

することを好む。登園時に保護者と離れるときには涙が出ることもあったが，保護者と一緒に保

育室まで来て，持ち物の片付けをすることで気持ちを切り替えることができるようになった。ま

た，選んだ遊びの時間もしたい遊びが見付からなかったり，周りの幼児がしていることを少し離

れて見ていて，自分からは遊びに取り組みにくかったりする姿も見られたが，教師と一緒に過ご

すことで少しずつ安心して遊ぶことができるようになってきている。 

 

２ 指導にあたって 

 コウキが安心してしたい遊びに取り組むことができるように，教師が一緒に遊んだり，してい

ることを側で見守ったりする。また，身近な生き物を見たり触れたりすることができるような場

を整え，興味をもったときにタイミングよく声を掛けることで「好奇心」を刺激し，自分なりに

感じたり気付いたりして遊ぶことができるようにする。さらに，コウキの思いに共感したり，自

分なりにやってみようとする姿を認めたりすることで，「自発性」を引き出し，自分のしたいこ

とにじっくり関わりながら，思いを安心して表すことができるようにする。身近な生き物になっ

て遊ぶ場では「好奇心」や「自発性」を刺激し，自分の面をつくることができるような場を用意

したり，コウキが自分なりに表現している姿を認めたりすることで，生き物になりきって動くこ

とや教師や友達と同じ面を付けて遊ぶことを楽しめるようにする。 

そうすることで，自分が見たことや思ったことを教師に自分なりの言葉で伝えようとするとい

う「考える力」や身近な生き物に興味をもち，自分から関わって遊んだり，教師や友達と一緒に

生き物になって遊んだりすることを楽しむという「考える力」を育むことができるようにする。 

 

３ 幼児の姿と教師の援助   

５月 30日 「出てこない」       

 朝から雨が降っていたため，幼児が関わることができるように，登園してすぐ目に付きやすい保

育室の入り口付近に，教師が見付けたカタツムリを入れた飼育ケースを置く。登園後，のぞき込む

ように飼育ケースの周りに多くの幼児が集まる。カタツムリを見たという話をしたり，登園時に見

付けたカタツムリを飼育ケースの中に入れたりする幼児もいる。                

＊青字は「学びに向かう力」を引き出す教師の援助，  は「学びに向かう力」が見取れた姿を示す。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①コウキは，保護者と離れると不安そうな表情

でゆっくり保育室に入り，自分で丁寧に持ち

物の片付けを終わらせる。その後，「先生こっ

ち来て！」と教師の手を強く引き，カタツムリ

の飼育ケースの前に行く。そして，「このむに

ゅってしてるの何？」と教師に聞く。教師が

「カタツムリって言うんだよ。むにゅってし

 

 

 

 

 

１普段，教師に自分から思ったことを伝えよう

とあまりしないコウキが，教師の手を強く引
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てるね」と言うと，コウキは，「カタツムリ…」

と言って飼育ケースに顔を近付け，カタツム

リが飼育ケースに引っ付いている様子をじっ

と見る。 

②少し経つと，コウキは「触っていい？」と尋ね

る。教師は，「じゃあ，ちょっと出してみよう

か」と言って，テラスにどろんこプレートや割

り箸を用意する。その様子を見ていた５～６名

の幼児が集まって来て，カタツムリを手の上に

乗せてみたり，割り箸の上を這わせてみたりし

てカタツムリと関わって遊ぶ。 

③コウキは殻から出てこないカタツムリを手の

平に乗せ，「出てこない」と悲しそうに言う。

リカが「カタツムリは水が好きなんよ」と言い，

カップに水を入れて来ると，自分のもっている

カタツムリに水を一気に掛ける。それを見たコ

ウキは「先生，水がいる」と言いカップの水を

少し手ですくって，手の平に乗せたカタツムリ

の殻の中にそっと垂らし，殻の中をのぞき込む

が，カタツムリは出てこない。教師が「カタツ

ムリが好きな水掛けてあげるんだね。出てくる

かな？」と言うとコウキはうなずき，繰り返し

水を掛けてみては殻の中をのぞき込むが，なか

なか出てこない。 

④教師が「どうしたら出てくるかな？」とつぶや

くように言うと，少し考え，近くに落ちていた

葉を見付け，うちわのようにしてカタツムリに

向かって扇ぎながら「涼しくなったら出てくる

かなー」とつぶやく。手の平にカタツムリを乗

せて，何度か葉で扇いでは殻の中を見るが，出

てこない。コウキは葉で扇いでみたり，水を少

し掛けてみたりすることを繰り返す。 

⑤コウキは，目を細めた表情をしながら「今水入

れたからこんな顔になってると思う」と言う。

教師が「そっか。冷たーいって言ってるかもね」

と言うと「きっとそう」と微笑む。その後も扇

いでみたり，「お腹がすいてるかな？」とつぶ

やきながらキャベツの上に乗せてみたり，水を

掛けてみたりすることを繰り返すが，カタツム

リは殻から出てこない。 

⑥年中児が「コンサートが始まるから見に来てく

ださーい！」と呼びに来る。それを聞いて他の

幼児と一緒に教師も年中児の保育室に行く。コ

き，自分から尋ねる姿から，カタツムリに強い

興味をもっていると見取る。コウキの思いに

寄り添い，受け止めながら一緒に見ることで，

より関心が高まるようにする。 

 

２コウキが自分から触りたいと言う姿から，カ

タツムリへの関心が高まっていると見取る。

触りたい思いを実現できるように環境を整え

たり，這っている様子を

じっくり見られるよう

に割り箸を用意したり

する。 

 

 

 

 

３リカの言葉を聞いたり，水を掛けている様子

を見たりしたことで，コウキの「自発性」が引

き出され，カタツムリが殻からどうすれば出

てくるか考え，そっと水を掛けたと見取る。

 

 

 

 

４カタツムリに出てきてほしいというコウキの

気持ちを見取り，なぜ出てこないのか不思議

に思っていることに共感し，言葉にして表す。

そうすることで，どうすればカタツムリが出

てくるか自分なりに考えてやってみようとす

るきっかけになるようにする。 

 

 

 

 

５コウキがカタツムリの気持ちを表情で表現す

る姿を受け止めることで，教師に認めてもら

える喜びを感じ，自分の思ったことを言った

り，様々な方法を考えてやってみようとした

りすることができるようにする。 

 

６カタツムリを友達のように連れて歩くこと

で，安心することができ，年中児の保育室ま

で行き，今まで関わったことがない遊びにも
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ウキもキャベツとカタツムリを一緒に入れた

カップを大事そうにもって年中児の保育室に

行く。 

⑦しばらくすると，カタツムリが殻から出てく

る。コウキは教師の所に走って来て「先生，出

てきた！」と笑って喜ぶ。教師が「ほんとだね。

出てきてくれたね！カタツムリさん元気そう

だね」と言うと，「よかった」と微笑み，カタ

ツムリの様子をじっと見る。 

参加することができたと見取る。 

 

 

 

 

７コウキがカタツムリを大事に思っていること

を見取り，カタツムリが出てきたことを「元

気そうだね」と表現することで，より身近に

感じたり，興味をもったりすることができる

ようにする。 

 

５月 31 日 「ぼくのパープル！」 

 カタツムリが這う様子を見て楽しめるように，透明のタフロープを張り，カタツムリが這う道

を用意する。登園後すぐに多くの幼児がタフロープの上にカタツムリを乗せて，這う様子をじっと

見る。「でんでんちゃん，頑張れ！」「落ちないでね」と応援する幼児や，タフロープの下からの

ぞき込むようにしてカタツムリの様子を見る幼児，顔を近付けてじっと見る幼児等，多くの幼児が

興味をもって関わる。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑧コウキはたくさんのカタツムリがタフロープ

を這う様子をじっと見る。タフロープの下を

逆さまになって這っているカタツムリを見付

け，「落ちないのかな」とつぶやく。少し経ち，

教師に「見て！ぼくのパープル！」とタフロー

プの上の方にいるカタツムリを指差して言

う。教師が「パープル？あ，あのカタツムリは

パープルって名前なんだね。上の方まで上っ

て行ったんだね！」と言うと，「ゆっくりゆっ

くり。もうすぐゴールするんだ」と笑顔で言

う。コウキは，その後カタツムリの様子を少し

見て，その場を離れる。 

⑨数分後，カタツムリの様子を見たコウキが大

きな声で「先生，見て！ぼくのパープルあんな

に行った！」とタフロープの先の窓の上の方

まで上っているカタツムリを指差しながら言

う。教師が「えー！あんなに上まで行ったんだ

ね！」と言うと，周りにいた幼児が集まってく

る。ハルカが窓を這うカタツムリを見て，「落

ちないのかな？」と言うと，コウキは「体にの

りが付いてるから引っ付くんだよ」と自信を

もって言う。教師は「そっか。カタツムリの体

にはのりが付いているんだね。だから落ちな

いんだね」と言う。 

⑩ハルカは，保育室の中から窓ガラスを這って

いるカタツムリの腹足をじっと見つめて「カ

８カタツムリに繰り返し触れる中で，ゆっくり

動く様子を見たり，逆さまになっても落ちな

いことを不思議に思ったりし，カタツムリへ

の関心が高まっていると見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９コウキがカタツムリの様子を見て喜んでいる

と見取り，驚きに共感し，周りの幼児にも聞こ

えるように言うことで，周りの幼児も興味を

もつきっかけになるようにする。 
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タツムリのお口があるー！」と言う。「えっ，

どこー？」と教師も保育室の中からカタツム

リを見て「ほんとだ！口が見えるね」と言う。

周りの幼児も保育室の中からカタツムリが窓

を這う様子を見る。コウキも保育室の中から

カタツムリを見て「笑ってる」と微笑みながら

言う。 

⑪片付けの時間になり，みんなでカタツムリを

飼育ケースに戻し始めると，コウキは，パープ

ルと名付けたカタツムリを「もって帰りたい」

と言う。教師は「１日コウキくんの家にお泊ま

りしてまた明日連れて来てね」と言い，カップ

に入れてコウキに渡す。コウキは大事そうに

抱えてカタツムリを連れて帰る。 

10ハルカの驚きに共感したり，ハルカが気付い

たことを周りの幼児にも伝わるように言葉に

したりすることで，周りの幼児も興味をもつ

ことができるようにする。 

 

 

 

 

11コウキがカタツムリに名前を付けたり，もち

帰りたいと自分から言ったりする姿から，カ

タツムリを身近に感じて，愛着をもっている

と見取る。もち帰ることで，より興味をもっ

て関わったり，観察したりするきっかけにな

るのではないかと考える。 

  
６月１日 「パープル死んじゃったかもしれない」 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑫登園後，コウキは保育室まで一人で走って来

て「先生，パープル死んじゃったかもしれな

い」と言い，卵の殻やキャベツと一緒にカタツ

ムリが入ったカップを教師に見せる。教師が

「え？元気がないのかな？大丈夫かな？」と

言うと，「水しても出てこないの」とコウキは

答える。ハルカは「お腹がすいたら出てくるん

じゃない？」と言う。教師が「そっか。今はお

腹いっぱいで寝てるのかな？コウキくん，こ

れは何？」とカップの中の卵の殻を指差して

聞くと，「カタツムリは卵の殻食べるの。パパ

と調べたの」とコウキは答える。教師は「へー，

カタツムリって卵の殻を食べるんだって」と

周りの幼児に向かって言うと，多くの幼児が

集まって来て，カップをのぞき込む。ハルカは

「じゃあ，あっちにも入れてあげたら？」とテ

ラスにあるカタツムリの飼育ケースの方を指

差す。 

⑬ハルカが指差した飼育ケースを見たコウキは

「パープル一人だから寂しいんだ。あそこに

入れたら出てくるかな」と言う。教師は「じゃ

あ，一緒に入れてあげようか」と言って，コウ

キと一緒にカタツムリを飼育ケースに入れ

る。コウキはじっと飼育ケースの中をのぞき

込む。数分後，カタツムリが殻から出てきたの

を見て，「やっぱり！出てきた！」とコウキは

大きな声で言う。教師は，「ほんとー？」と言

 

 

 

 

 

 

 

 

12コウキにカタツムリの餌について尋ねたり，

教師も驚きながら周りの幼児にも伝えたりす

ることで，他の幼児も興味をもつことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13カタツムリがなぜ出てこないのかコウキなり

に考えて言葉にする姿を受け止め，教師も一

緒に試すことで，コウキが自分なりに考えた

ことをやってみようとすることができるよう

にする。 
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って見に行き，「お友達がたくさんいてきっと

喜んでるよ」と言うと，一緒に見に来たハルカ

が「よかったね」とコウキの方を見て言う。コ

ウキは，少し恥ずかしそうに笑ってうなずく。

その後，コウキとハルカは一緒にカタツムリ

の様子を見る。「のど乾いたかなー？」とつぶ

やきながら水たまりにそっと浸けてみたり，

葉っぱの横に置いたりしてカタツムリと関わ

って遊ぶ。 

 

 

 

 

 

６月６日 「ぱたぱたして」 

多くの幼児が興味をもって関わっているカタツムリになって遊ぶこ

とができるように，カタツムリの面をつくることができる場や衝立で

つくった雨のトンネルを用意する。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑭多くの幼児がカタツムリの面に目をかいたり

殻の色を塗ったりして自分の面をつくって遊

ぶ。つくった面を付けて床をゆっくり這い，カ

タツムリになりきって動く。教師も面を付け

て幼児と一緒に動いたり，雨のトンネルをく

ぐったりして遊ぶ。それを見ていたコウキは，

自分の面をつくりに行く。カタツムリの殻を

青と紫で塗って面をつくるとすぐに付け，教

師の近くに来て一緒に床を這ってカタツムリ

になって遊ぶ。 

⑮ユウタは，カタツムリの面を付けて，机の下に

入り，体を伸ばしたり縮めたりする。近くにい

たコウキとハルカはユウタの真似をして動

く。その様子を見た教師は，段ボール箱をもっ

て来て，その中の一つに殻の模様をかく。ユウ

タは，「あー！カタツムリのお家！」と言って

段ボール箱の中に潜り込む。教師が「ユウタカ

タツムリさん出てこないなー」と言うと，ユウ

タはゆっくりと体を伸ばして出てくる。それ

を見たハルカは「ハルカも！」と言って段ボー

ル箱に殻の模様をかき，中に入ったり，出てき

たりして喜ぶ。 

⑯その様子を見ていたコウキは，そっと段ボー

ル箱の中に入り，体を丸くする。「このカタツ

ムリさんはなかなか出てこないな－。どうし

たら出てくるかなー」と言うと，ハルカは「つ

んつんってしてみたらいいんじゃない？」と

言う。教師はハルカと一緒にカタツムリの殻

 

 

 

14教師も一緒に面を付けて楽しい雰囲気をつく

ることで，周りの幼児も興味をもち，自分の

面をつくったり，カタツムリになって遊んだ

りするきっかけになるようにする。 

 

 

 

 

 

 

15ユウタはカタツムリが殻から出てくる様子を

表現しているのだと見取り，幼児が入ること

ができる大きさで，殻に見立てるための段ボ

ール箱を用意する。そうすることで，殻に入

ってカタツムリになってみたいと思ったり，

自分なりにイメージを広げながら表現をした

りすることができるようにする。 

 

 

 

16ユウタはなかなか殻から出てこないカタツム

リを表現しているのだと見取り，教師が言葉

にして受け止めることで，自分なりにカタツ

ムリになりきって表現したいと思えるように

する。 
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に見立てた段ボール箱をつつくが，コウキは

じっと丸まって出てこない。 

⑰ユウタが「雨が降ってきたら出てくるよ」と言

う。教師は「じゃあ，みんなで水を掛けてみよ

う」とハルカとユウタと一緒に水を掛ける真

似をする。すると，「むにゅー」と言いながら

コウキは体を伸ばして出てくる。それを見て，

ハルカとユウタは顔を見合わせて笑う。「もう

１回！」とユウタが言う。 

⑱コウキはまた段ボール箱の中に入り丸くな

る。みんなで水を掛ける真似をするが，コウキ

は出てこない。教師が「あれー？」と言うと，

「ぱたぱたして」とコウキは言う。「あ，涼し

くしたら出てくるかなー？ぱたぱたしてみよ

うか」と言って教師も一緒に扇いでみる。する

と，コウキは段ボール箱から出てくる。ハルカ

は「出てきたー！」と言い，コウキ，ハルカ，

ユウタは顔を見合わせて笑う。その後も繰り

返し殻に見立てた段ボール箱に入ったり出た

りしてカタツムリになって遊ぶ。 

 

 

 

 

17雨の日にカタツムリと関わった経験から，自

分の表現にもそれを取り入れようとする姿を

受け止め，そのイメージが広がるように言葉

を掛けることで，より自分なりの表現を引き

出すことができるようにする。 

 

 

 

 

18「ぱたぱた」という言葉から，コウキはカタ

ツムリが殻から出てこないときに葉で扇いで

いたことを思い出し，そのカタツムリを表現

しようとしているのだと見取る。教師が言葉

を補って言うことで，周りの幼児にも伝わり，

興味をもつことができるようにする。 

 

その後も，多くの幼児が紙袋をカタツムリの殻に見立てて背負っ

たり，カタツムリになって巧技台の一本橋を這って渡ったり，タフ

ロープでつくった雨のトンネルをくぐって遊んだりして，カタツム

リになりきって遊ぶことを繰り返し楽しむ。 

 

 

４ 「学びに向かう力」の育ちと「考える力」の育ち 

 この事例を通して，幼児の「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を刺激したり引き出

したりする要因を以下のように考察した。 

（１）「学びに向かう力」を引き出すカタツムリの存在 

コウキが，初めてカタツムリに出会い，興味をもって繰り返し関わる中で「好奇心」や「自

発性」が引き出されていった。カタツムリは自発的に動き，働き掛けに対して応答があるため，

感動したり，疑問をもったりすることにつながる。この疑問が，「好奇心」を引き出すきっか

けになり，繰り返し関わったり，自分なりに思い付いたことをやってみたりする姿につながっ

た。また，カタツムリは動きがゆっくりであるためじっくりと見ることができ，コウキにとっ

て友達のような存在になった。保護者と離れることが不安だったコウキだが，カタツムリとい

う存在があったことで安心感につながり，「自発性」を刺激して，したい遊びを見付けて取り

組むことができたと考える。 

 

（２）「学びに向かう力」を引き出す環境構成 

  幼児がカタツムリに触れたり，カタツムリの動きに興味をもったりすることができるような

環境構成をした。そして，幼児の思いや興味を見取りながら，それが実現できるように必要な

物を準備していったことで，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○①では，雨が降った日に，カタツムリに触れ合うことができるような場を幼児の目に入りやす
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い保育室の出入り口のテラスにつくったことで，幼児の「好奇心」が引き出され，多くの幼児

がカタツムリに親しみをもって関わる姿につながったと考える。 

○⑧では，カタツムリが上っていく様子を見て楽しむことができるように，高さや角度に留意し

てタフロープを張って道をつくったことで，コウキの「好奇心」を刺激し，じっくり見てカタ

ツムリが落ちない理由を自分なりに考える姿につながった。また，タフロープを窓に向けて斜

めに張ったため，窓ガラスの反対側からもカタツムリの様子を見ることができ，⑩のようによ

り興味をもつことにつながったと考える。 

○⑭では，幼児が興味をもっているカタツムリの面をつくる場を保育室の入り口付近に用意し，

やってみたいと思ったときにすぐにつくることができるようにしたことで「好奇心」や「自発

性」が引き出され，自分の面をつくりカタツムリになって遊ぶ姿につながった。 

○カタツムリになって遊ぶことをより楽しむことができるように，雨のトンネルやカタツムリの

殻に見立てた段ボール箱，紙袋等を用意したことで「自発性」が引き出され，⑯⑰⑱のように

自分なりにイメージを広げてカタツムリを表現したり，教師や友達と一緒にカタツムリになり

きって遊んだりすることを楽しむ姿につながったと考える。 

 

（３）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助 

  幼児が興味をもてるような声掛けをしたり，幼児の思いや考えに共感し，考えたことを実現

することができるように援助したりしたことで「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○教師も一緒にカタツムリを見たり，コウキのしていることを側で見守ったりし，じっくりと関

わることができるような時間や場を確保したことで，「自発性」が引き出され，安心してカタ

ツムリに関わることができたと考える。 

○③④では，コウキがしていることを言葉にして認めたり，思い付いたことを実現できるように

援助したりすることで，「自発性」が引き出され，もっと違う方法もしてみようと思ったり，

自分の思ったことを言葉で伝えようとしたりする姿につながった。 

○⑪では，コウキのもち帰りたいという思いを受け止め，家にもち帰ることができるようにした

ことで，「自発性」を引き出し，家庭でも保護者と一緒にカタツムリに関わったり，餌を調べ

たりするきっかけになった。 

○⑮では，ユウタが表現する様子を周りの幼児も興味をもてるようにしたり，教師も一緒に表現

を楽しんだりすることで，コウキの「好奇心」が引き出され，興味をもち，自分もカタツムリ

になってみようとする姿につながったと考える。 

○⑰では，コウキが自分の見たカタツムリの動きを表現に生かそうとしていると見取り，そのイ

メージに沿った表現方法を認めることで「自発性」が引き出され，自分なりの表現を楽しむ姿

につながった。 

○②ではどろんこプレート，⑧ではタフロープでつくった道というように，カタツムリに触れる

場の環境を幼児の興味に合わせて変化させたり，カタツムリに関わった経験を表現遊びにも取

り入れたりした。コウキが興味をもっているカタツムリに関わる遊びを形を変えながら取り入

れ，多様な関わりができるように教師が援助したことで，「好奇心」が高まり，より興味をも

って自分から遊びに取り組む姿につながったと考える。 
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（４）「学びに向かう力」と「考える力」の関係性 

実践事例の中のコウキの「学びに向かう力」の「好奇心」と「自発性」の育ちに着目し，「考

える力」との関係性を考察した。以下のように，「学びに向かう力」と「考える力」は双方向

の関係にあり，「学びに向かう力」を引き出すと，「考える力」も豊かになる。また，「考え

る力」を豊かに育むことにより，「学びに向かう力」も引き出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考える力の育ち 学びに向かう力の育ち

自発性 

カタツムリに水をあげたり，

葉に乗せたりして遊ぶ。⑬

自分が見たカタツムリのよ

うに表現しようとする。⑯ 

好奇心 

カタツムリが這う 

様子をじっと見る。⑧ 

カタツムリにより親しみを

もち，家で父親と一緒に餌を

調べたり，なぜ殻から顔を出

さないのかを考えたりする。

⑫⑬ 

自分なりにカタツムリの表

現をしたり，教師や友達と同

じ場で遊んだりすることを

楽しむ。⑰ 

 
○カタツムリに興味をもち，自分から関わって遊んだり，教師や友達と一緒

にカタツムリになって遊んだりすることを楽しむ。 

○自分が見たことや思ったことを自分なりの言葉で教師に伝えようとする。 

安
心
感 

この実践を通しての考える力の育ち 

カタツムリが殻から出てこ

ないことを不思議に思った

り，どうすれば出てくるか自

分なりに考えたりする。③④

殻に見立てた段ボール箱に入

ってカタツムリになりたい。

このむにゅってしてるの何？

触りたい。①② 

カタツムリの動きに興味を

もって見ることで，カタツム

リの特徴を感じたり，落ちな

い理由を自分なりに考えて

言ったりする。⑧⑨ 

どうして殻から出て

こないのかな？③ 

「（カタツムリを）もって帰り

たい」と教師に言う。⑪ 

カタツムリの面をつくり， 

カタツムリになって動く。⑭ 

カタツムリに水を

掛けたり，葉で扇い

だりする。③ 
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  次に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている３つの「資質・能力」がこの実践事例の中で

育まれているかどうかを検証した。そのうち「学びに向かう力」は前記の左欄にある。したが

って，「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」の２つの視点で実践事例

の中で見られた「考える力」の育ちを以下のように分析した。 

 

〈知識及び技能の基礎〉 

・カタツムリを見て「むにゅっとしてる」と言ったり，ゆっくり動くことに気付いたり，カタ

ツムリは水が好きだということを知ったりし，カタツムリの特徴を感じる。①③ 

・カタツムリは逆さまになっても落ちないということに気付く。⑨ 

・父親と調べて，カタツムリは卵の殻を食べるということを知る。⑫ 

 

〈思考力，判断力，表現力等の基礎〉 

・カタツムリは水が好きなので水を掛けたり，涼しくなると出てくるのではないかと思って葉

で扇いだりする等，どうすればカタツムリが殻から出てくるかを考え，自分なりにやってみ

る。 

・カタツムリが落ちない理由を自分なりに考える。今までの自分の経験から，のりが付いてい

るから引っ付くのだと考える。⑨ 

・カタツムリが殻から出てこなくなった理由を考え，自分の経験と重ね合わせて，寂しいから

出てこないのではないかと考える。⑬ 

・面を付け，カタツムリの殻に見立てた段ボール箱に入り，自分が関わったカタツムリを自分

なりに表現する。⑯⑰⑱ 

 

５ 「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 

本事例以前のコウキは，不安感が強く，したい遊びがなかなか見付からなかったり，自分から

遊びに取り組みにくかったりし，教師と一緒にいることで安心して遊ぶことができていた。 

本事例では，コウキがカタツムリに初めて出会い，「好奇心」が引き出され，自分から関わる

姿が見られるようになった。カタツムリに繰り返し関わっていく中で，カタツムリが殻から出て

こない様子に興味をもち，「好奇心」がより高まっていき，同じ場で遊ぶリカの「カタツムリは

水が好き」という言葉を聞く姿が見られた。その言葉に刺激を受け，コウキの「自発性」が引き

出され，カタツムリは水を掛ければ出てくるのではないかと考え，水をそっと掛ける姿につなが

った。さらに，カタツムリを葉で扇いでみたり，キャベツの上に乗せてみたりする等，どうすれ

ばカタツムリが出てくるかを自分なりに考え，思ったことを言ったり，思い付いた方法をやって

みたりするという「考える力」の育ちが見られた。 

このように，幼児の「好奇心」が高まっている場面で，友達のしていることや言っていること

に興味をもって聞く姿が見られ，聞くことが幼児の「自発性」を引き出し，「考える力」の育ち

につながった。このことから，「好奇心」や「自発性」が引き出される活動を積み重ねていくこ

とで，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」という習慣が自然に身に付いていくことに

つながると考えられる。これは「生活していくために必要な習慣」の仮設①，②に当てはまる。
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６ 「考える力」の育ちの照合 

  この事例の中では，下記のような「考える力」の育ち（左図）が見られた。これは本事例の月

の指導計画と照らし合わせると，月のねらい及び内容（右図）に向かえていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣も月の指導計画に位置付いて

おり，この時期に応じた保育や育ちを保証することができたと考える。 

（中川華那） 

 

○カタツムリに興味をもち，自分から

関わって遊んだり，教師や友達と一

緒にカタツムリになって遊んだり

することを楽しむ。 

○自分が見たことや思ったことを自

分なりの言葉で教師に伝えようと

する。 

考える力の育ち 
 

 

○自分のしたい遊びを見付けて，教師

や友達と一緒に遊ぶ。 

・したいこと，してほしいことを表情

や動き，言葉で表現する。 

本事例の月のねらい及び内容 
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実践事例２  「もっと水降らせて！」               

３年保育３歳児 ６～７月 

１ 幼児の実態 

 入園から２か月ほどが経ち，自分の好きな遊びを見付けることで，次第に安心して過ごす姿が

見られるようになったり，少しずつ同じ場にいる友達がしていることを見聞きしたりする幼児の

様子が見られ始めた。６月に入り，水着に着替え，水に関わって遊ぶ環境を用意すると，ほとん

どの幼児は新しい環境に興味をもち，容器に水を入れたり，ペットボトルのシャワーをもって遊

んだりする姿が見られた。一方で，着替えを嫌がったり，水が体に掛かることに抵抗感があった

りする幼児もいる。 

ケイタは，生き物やお店屋さんごっこ等，興味をもった遊びに取り組み始めると，生き生きと

した表情で遊んだり，教師や友達に自分の思ったことや感じたことを表そうとしたりする姿が見

られた。一方で，登園時に保護者と離れることへの不安感が強く，その不安から持ち物の片付け

になかなか取り組みにくい様子が見られた。水に関わって遊ぶことには興味をもち，容器に水を

入れたり，水を移し替えたりして遊ぶことを楽しんでいた。 

 

２ 指導にあたって 

 ケイタが安心して園生活を過ごすことができるように，教師が不安な気持ちに寄り添いながら

本児のしたい遊びを探したり，一緒に遊んだりする。ケイタが水遊びに興味をもっていたので，

水の冷たさや気持ちよさ，開放感を味わうことで，安心して遊ぶことができるのではないかと考

えた。視覚や触覚等感覚的に水遊びを楽しむことができる環境を用意したり，ケイタが興味をも

っている様子を見取りながらタイミングよく声を掛けて遊びに誘ったりすることで，「好奇心」

を刺激し，教師や友達と一緒に遊ぶ中で自分のしたい遊びを見付けて楽しむという「考える力」

を育むことができるようにする。また，ケイタなりに教師や友達，環境から刺激を受けながら水

遊びを楽しむ姿に共感することで，「好奇心」や「自発性」を引き出し，教師や同じ場で遊ぶ友

達のしていることを真似たり，全身で水に関わることを一緒に楽しんだりするという「考える力」

を育んでいくことができるようにする。 

 

３ 幼児の姿と教師の援助   

６月 16 日 「ぼくのも見てー！」  

ケイタは，保育室まで保護者と一緒に登園する。保護者と離れにくい様子だったので，持ち物の

片付けや水着の着替えを保護者と一緒にすることで，安心してできるようにする。着替え終わった

ケイタと教師は手を繋ぎ，「ケイタくんどこで遊びたい？」と話をしながら，したい遊びを一緒に

探し始める。ケイタは教師と遊びを回りながら，教師や友達のしている遊びの様子を見ている。 

水遊びの環境として，水の感触を楽しめるような様々な用途のあるビニール袋を用意する。薄い

ので水の感触を感じやすく，入れる水の量によって袋の形が変わったり水が動いたりする面白さを

感じられると考え，細長い傘用のビニール袋も用意しておく。 

＊青字は「学びに向かう力」を引き出す教師の援助，＿＿は「学びに向かう力」が見取れた姿を示す。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①教師が「これ面白そうだからやってみよう」と

傘用のビニール袋に水を入れて見せ，「見て！

ぷにぷにだよ！」と触った感触を知らせると，

「ぼくもする」と言ってケイタも袋を取り，水

を入れ始める。水の入った袋を手でもち，感触

１ケイタが教師のしている遊びに興味をもって

見ていると見取り，水の感触の面白さを知ら

せることで，自分から遊びに関わることがで

きるようにする。 
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を確かめるように触る。 

②ケイタの表情が次第に明るくなったので，教

師が「先生こんなに溜まったよ」「ぷにぷにし

てて気持ちいいねー」と言うと，「ぼくのも見

てー！」と，袋の中で水が動く様子を笑顔で見

ながら教師に知らせる。 

③その後も，教師は側でケイタの「見て！水が溜

まった！」「冷たい」等の言葉を受け止めなが

ら一緒に遊んだり，遊びの様子を見守ったり

する。ケイタは，教師と一緒に同じ遊びを楽し

んだり，容器に水を入れて移し替えたりシャ

ボン玉をしたりする等，別の遊びの場に行っ

たりしながら，できたことや思ったことを教

師に知らせながら遊ぶ。 

④園庭の真ん中で教師が雨のようにシャワーを

上から掛けると，「きゃー！雨だー！」と言っ

てその場にいた幼児は喜ぶ。周りの幼児やケ

イタに聞こえるように「雨が降ってきたよ！

冷たいよー！」と声を掛けると，周りの幼児も

教師や友達の声を聞いて水の下に集まり，水

が掛かることを喜んで「きゃー」「冷たい！」

と声を上げる。ケイタも友達がしているのを

見てシャワーの方へ来る。自分から水の下に

入って行き，「わあー！！冷たいー！」と言い

ながら全身に水が掛かるのを喜ぶ。 

 

２ケイタの表情の変化から遊びに興味をもって

きていると見取り，教師が楽しんでいる姿を

見せながら水の気持ちよさを共有すること

で，遊びの楽しさを感じることができるよう

にする。 

３ケイタが遊びの中で思ったことや感じている

ことを表現している様子から安心して遊ぶこ

とができ始めていると見取る。 

 

 

 

 

 

４どの幼児からも見える場所でシャワーの水を

雨のように掛けたり，教師が「雨だー！」とい

う幼児の声を取り上げて周りの幼児に知らせ

るように声を掛けたりすることで，周りの幼

児やケイタが自分からシャワーの水の下に入

って水が掛かることを楽しもうとすることが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 ケイタは，その後何日も，ビニール袋に水を溜めて頬で感触を楽しんだり，水を溜めた大きな

ビニール袋に乗ったりして様々な遊び方を楽しむ。また，教師や友達と一緒に遊ぶうちに，ビニ

ール袋に穴が開き，水が飛び出してくることを面白がって，繰り返 

し袋に水を入れて遊ぶ姿が見られる（⑤）。 

 

 

 

 

６月 20 日 「水が落ちてくる！」 
水が体や顔に掛かることに抵抗感がある幼児も，水の感触を楽しんだり，水の溜まっている様

子を下から見上げて水の動きを見たりして，水に関わる楽しさを感じることができるようにと考

え，透明で水の感触が感じられる厚さのビニールの屋根（約３ｍ×１.６ｍの大きさ）を準備し，

あらかじめ水を溜めておく。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑥ケイタは保護者と一緒に保育室まで少し微笑

んだ表情で，登園する。教師が「今日も一緒に

６ケイタの表情が明るいことから，水遊びを楽

しみにすることで安心して遊び始められるの
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水遊びしようね」と声を掛けると，嬉しそうに

しながらも保護者の後ろに隠れる。 

⑦教師が「さあ片付けができたら着替えて水遊

びに行こうね！」とケイタにも聞こえるよう

に声を掛ける。すると，自分で片付けをして，

少し照れながらも自慢気な表情で教師の所に

来る。「もう片付けできたの！頑張ったね！」

と認めると，嬉しそうな表情になり，続けて教

師が「それじゃあ次は水着に着替えようね」と

言うと，笑顔で着替え始める。 

⑧着替えを済ませた数名の幼児が，水を溜めて

おいたビニールの屋根に集まり，下から触っ

て感触を確かめている。すると，イクトとユウ

キが水の溜まったビニールの屋根を下から叩

いて遊び始める。教師が「すごいね！叩いたら

水がジャンプして面白いね」と言うと，もっと

水を飛ばそうとして強く叩いたり，溜まった

水がなくなるまで叩いたりしている。水がな

くなると，ユウキが「先生，また水入れて！」

と言うので，教師は「いいね。もっとやろう！」

と言って，また水を溜めると，水がなくなるま

で繰り返し叩く。 

⑨ケイタは着替えが終わって周りの様子を見て

いる。「ケイタくん見てー！今日はこんなのが

あるよ」と教師が声を掛けると，照れくさそう

にして教師や友達がしている様子を見ながら

近付く。 

 

⑩教師が「すごいでしょ！叩いたら水が飛んで

くるんだって！」とイクトやユウキが屋根を

叩いている様子を知らせると，ケイタは，「ぼ

くもやってみたい！」と言って友達がしてい

る様子を真似して叩く。そして，ケイタは，「わ

あー！水が落ちてくる！」と言って，叩くと水

が落ちてくる様子を見て喜び，繰り返し叩い

て遊ぶ。 

ではないかと見取る。 

 

７着替えができたら水遊びができるということ

を知らせることで，水遊びへの期待感が高ま

り，自分から持ち物の片付けや着替えに取り

掛かることができるようにする。 

 

 

 

 

 

８ビニールの屋根の存在に気付き，水が溜まっ

ていたことで水の様子や新しい環境に興味を

もって自分なりに関わっていると見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９これまでの遊びへの関わりの様子からケイタ

は教師から声を掛けられることを待っている

のではないかと見取り，タイミングを見て遊

びに誘うことで新しい水遊びの環境にも興味

がもてるようにする。 

10ケイタが近付いていく様子から，教師や友達

がしている様子に興味をもっていると見取

り，イクトやユウキが楽しんでいることを知

らせることで，自分もやってみたいという気

持ちがもてるようにする。  

 

 その後も数日間，ケイタはビニールの屋根で遊ぼうと喜んで教師を誘い，教師や友達と一緒に

屋根を叩いたり，繰り返し叩くことで破れた穴から水が落ちてくることを面白がったりする姿が

見られる。 

 

６月 27 日 「面白い！もっとやりたい！」 
 ケイタは自分からビニール袋やビニールの屋根，泡遊び等のしたい遊びをする様子が見られる

ようになる。ビニールの屋根の高さや張り方を教師同士で見直し，水の流れる様子をよく見るこ

とができたり，十分な水の量で楽しんだりできるように屋根にシャワーを固定する。 
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実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑪水の重さで低くなっていたビニールの屋根の

端に手が届くことに気付いたイクトが，屋根

の端を引っ張ってみる。すると，水が自分の方

に流れてくるのでイクトは繰り返し引っ張

る。その様子を見た教師が「そんな遊び方もで

きるの？面白いね！でも水がいっぱい掛かっ

て大丈夫？」と聞くと，「こっちの方（屋根の

端を引っ張ること）が面白いよ！」と言う。

⑫イクトが，屋根の下にいる友達に「ここを引っ

張るんだよ！」とやって見せながら繰り返し

ていると，周りの幼児も「やりたい！」と言っ

て集まって来る。 

 

⑬教師や友達の様子に気付いたケイタが近付い

て来る。教師が「見て見て！イクトくんが面白

いこと考えたんだよ！」と驚いた様子でケイ

タに知らせると，イクトも「こうするんよ」と

言って屋根の端を引っ張って見せる。それを

見ていたケイタは，水が流れてくる様子に驚

いて目を輝かせる。 

⑭教師が「ケイタくんもイクトくんみたいにや

ってみる？」と尋ねると，「うん！」と言って

うなずき，ワクワクした表情で屋根の端を引

っ張ってみる。 

⑮勢いよく自分の方に水が流れてくることに驚

くが，体に水が掛かる面白さに顔をクシャク

シャにして笑う。その様子を見た教師が「ケイ

タくんどう？」と聞くと，ケイタは「面白い！

もっとやりたい！」と言って，何度も友達と一

緒に屋根を引っ張り水が掛かることを楽し

む。 

11ビニールの屋根の高さがいつもと違ってい

たことで興味をもち，自分なりに思い付いた

ことをやってみる姿につながったと見取る。

 

 

 

 

 

 

 

12イクトが喜んで屋根を引っ張っている様子

を見たり，遊び方を知らせる声を聞いたりし

て周りの幼児も興味をもち，自分もやってみ

たいという気持ちが高まっていると見取る。

13ケイタは，教師や友達の遊んでいる様子に興

味をもっていると見取り，友達が楽しんでい

る遊び方を，教師も面白さに共感しながら伝

えることで，自分もやってみたいという気持

ちがもてるようにする。 

 

14ケイタの驚いたり笑顔で喜んだりしている表

情から，やってみたいという気持ちを見取る。

自分からは関わりにくいケイタが取り組める

ように教師から声を掛ける。 

 

 

15ケイタの表情から楽しかった様子を見取り，

ケイタが自分の気持ちを表現できるようにす

ることで，やりたい気持ちがさらに高まるよ

うにする。 

 

  
７月３日 「そっちがいい！もっと水降らせて！」 

それぞれの幼児が自分なりの遊び方でビニールの屋根での遊びを楽しむことができるように，そ

のときの幼児の遊びの様子に合わせて屋根の高さや張り方，シャワーの位置等を調整していく。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑯数名の幼児が屋根を引っ張って遊んでいる

と，固定されていたシャワーが屋根から偶然

外れ，水が溜まらず雨のように上から降って

くる状態になる。シャワーが外れたことに気

付いた教師は，屋根に水が溜まるように直そ

うとする。すると，ケイタが「先生直しちゃだ

め！」と言うので，教師は「でも水が溜まらな
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くなっちゃうよ？」と伝えると，ケイタが「そ

っちがいい！もっと水降らせて！」と言う。す

ると，周りにいたイッペイやナオも「それがい

い！そのままにして！」と言うので，外れたま

まにして様子を見守る。ケイタも周りの幼児

も手や足を伸ばして上から降ってくる水が掛

かることを楽しみ，「冷たいー！」と声を上げ

る。 

⑰教師が「そんなに冷たいの？」と聞くと，ケイ

タは「先生もやってみて」と言うので，教師も

手を出して水を掛け「本当だ！冷たい！」と声

を上げる。側にいたイッペイが笑いながら「だ

から言ったでしょ！」と言い，ケイタも周りの

幼児と顔を見合わせて笑う。ケイタは頭にも

水が掛かるように近付いていく。頭に水が掛

かると，「きゃー！」と声を上げながら友達の

所に戻る。その様子を見た教師が「すごいね！

いっぱい水が掛かっても平気なんだね！」と

言うと，ケイタは「冷たくて面白いよ！」と言

って，繰り返し水に近付いて行く。繰り返し近

付いて全身に水を掛けるケイタの様子を見な

がら，イッペイやナオも同じように近付いて

全身に水が掛かることを喜ぶ。 

⑱「みんな，せーの！で近付いてみる？」と教師

が提案すると，「いいよ！」「やりたい！」と

言う。教師が「せーの！」と声を掛けると，み

んなでタイミングを合わせて水に入り，声を

上げて笑い合いながら水が掛かることを楽し

む。すると次は，ケイタが「せーの！」という

掛け声を掛ける。そして，同じ場にいる友達と

一緒に水の下に入ることを何度も楽しむ。 

16ケイタや周りの幼児はシャワーがビニール

から外れて水がたくさん降ってくるという

いつもと違う状況を楽しんでいるのだと見

取り，幼児なりの遊び方を楽しめるように様

子を見守る。 

 
 

 

 

 

 

 

 

17教師や同じ場にいる友達と一緒に，偶然でき

た状況の面白さや楽しい雰囲気を共有するこ

とで，もっとダイナミックに水に関わること

を楽しみたいと思ったのだと見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18ケイタは教師が提案したことをやってみたこ

とで，より水に全身で関わることや友達と一

緒に水に関わることを楽しむことができると

感じ，今度は自分から掛け声を掛けたのだと

見取る。 

 

４ 「学びに向かう力」の育ちと「考える力」の育ち 

 この事例を通して，幼児の「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を刺激したり引き出

したりする要因を以下のように考察した。 

 

（１）「学びに向かう力」の基盤となる安心感 

「学びに向かう力」を引き出すには，まず安心感をもって園生活を進めることが大切だと考

える。安定した気持ちで遊びや生活を進める中で，様々な物事や人，体験から刺激を受け，「学

びに向かう力」や「考える力」が育まれていく。年少児は，入園して初めての集団生活を経験

するということもあり，慣れない環境で不安な幼児も多い。教師が幼児の不安な気持ちに寄り

添いながら一緒にしたい遊びを見付けたり，幼児の気持ちを見取りながら声を掛けたりしてい
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くことで，安心して遊びに関わったり楽しんだりできるようになり，「学びに向かう力」を引

き出したのだと考える。 

○①～③では，教師が不安なケイタの気持ちに寄り添い，側で一緒にしたい遊びを探したり，教

師自身が遊びを楽しみながら思ったことや感じたことを言葉にして伝えたり，遊びの中で表現

しているケイタの気持ちを受け止めたりしたことで安心することができた。そうしたことで，

「好奇心」や「自発性」が刺激され，教師と一緒に遊ぶ楽しさを感じたり，したい遊びを見付

けて関わったりする姿につながったと考える。 

○⑨や⑭のように，教師がケイタの自分から遊びに参加しにくい実態を見取り，タイミングを見

ながら遊びに誘ったことで，安心して遊びに参加することができた。その中で「好奇心」が刺

激され，その遊びの楽しさや面白さを感じることにつながった。 

 

（２）「学びに向かう力」を引き出す水の存在 

 水は，温度や使う道具等の状況や状態によって関わり方が多様に変化する性質がある。水の

感触を楽しんだり，流れや動きを感じたりすることで心が落ち着いたり，水の冷たさや気持ち

よさを全身で感じることで開放感を味わうことができたりする。冷たさや感触，水の流れ等の

様々な特徴を視覚的・感覚的に感じられる面白さが「好奇心」や「自発性」を刺激し，それぞ

れの幼児が自分なりの関わり方で水遊びを楽しむ姿につながったと考える。ケイタは，興味を

もっていた水遊びに教師と一緒に関わり，水との関わりを楽しむ経験を積み重ねたことで，登

園時も安心して持ち物の片付けをしたり，遊びに取り組んだりすることにつながったと考える。 

 

（３）「学びに向かう力」を引き出す環境構成 

幼児が水の冷たさや気持ちよさを感じながら関わることができるような環境を用意したこ

とで，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

１）着替えの場 

○水遊びの環境や友達の遊んでいる様子が見える場所に着替えの場を用意したことで，「好奇

心」が刺激され，様々な水遊びや友達のしている様子に興味をもつことができたと考える。 

○園庭に近い保育室のテラスに着替えの場を用意したことで，着替えたらすぐ水遊びを始めるこ

とができる状態にあった。このことが「好奇心」や「自発性」を刺激し，水遊びへの興味を高

めながら自分のしたい遊びを見付けて関わる姿につながったと考える。 

２）ビニールの袋 

○色々な厚さや大きさのビニールの袋を用意しておくことで，それぞれの袋や袋に入れる水の量

によって水の感触が変わったことが，幼児の「好奇心」や「自発性」を引き出し，①や②のケ

イタのように水の感触を確かめたり，動く様子を面白がったりしながら水遊びを楽しむ姿につ

ながった。 

○厚さの薄い傘用のビニール袋を用意したことで，水を入れると水圧でビニール袋に穴が開きや

すかった。そのため「好奇心」が刺激され，⑤のケイタのように穴から水が出ることを喜び，

水が飛び出す様子を友達と一緒に楽しんだり，繰り返し水を入れて遊んだりする姿につながっ

たと考える。 

３）ビニールの屋根 

○水が顔や体に掛かることに抵抗感がある幼児もいると考え，ビニールの屋根を用意すること

で，屋根に溜まった水の感触を楽しんだり，溜まった水を下から見上げたりする等，幼児なり

に水との関わりを楽しむことができるようにした。水との様々な関わり方を楽しむことができ

る環境を用意したことで，⑧のように幼児の「好奇心」を引き出し，興味をもって水に関わる

ことを楽しむ姿につながった。 
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○幼児がビニールの屋根に繰り返し関わる中で，⑧や⑪のように色々な遊び方を試すことができ

る環境だったことが幼児の「自発性」を引き出し，もっとやってみようという思いをもちなが

ら何度も関わることを楽しむ姿につながった。 

○屋根を広くつくり，大勢の幼児が一緒に遊ぶことができる環境にしたことで，⑩や⑮のように

「好奇心」や「自発性」を刺激し，教師や友達が集まって遊ぶことを楽しむ姿や真似したりも

っと一緒にやってみたいという気持ちをもったりする姿につながった。 

○常に水を溜められるようにシャワーを固定していたことで，すぐに水が流れたり，水を溜めら

れたりすることができ，やってみたいと興味をもったときにすぐできる環境が「好奇心」や「自

発性」を刺激し，⑮のように遊びの面白さを感じて，もっとやってみたいという気持ちを引き

出すことにつながった。 

 

（４）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助 

幼児の気持ちや興味に寄り添い，教師も一緒に遊びながら友達がしている遊びに興味がもて

るようにタイミングよく声を掛けたり，幼児の思いや考えに共感し，やってみたいという思い

や自分で考えたことが実現できるように援助したりすることで，幼児が安心して遊びに関わる

ことができ，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○④では，教師が幼児の声を取り上げ，周りの幼児やケイタが教師や友達の姿を見たり声を聞い

たりして興味をもつことができるようにしたことで，「好奇心」が引き出され，自分もやって

みたいという思いをもって，教師や友達と一緒に水に関わることを楽しむことや水遊びの気持

ちよさや楽しさを感じることにつながった。 

○⑧では，ビニールの屋根に興味をもって叩いたり，⑪では，いつもよりも低いビニールの端を

引っ張ったりする幼児の姿が見られた。自分なりの遊び方で関わる幼児の姿を受け止めること

で，「好奇心」や「自発性」が引き出され，さらに興味をもって何度も関わったり，友達のし

ていることを真似しながら同じ場の友達と一緒に遊ぶことを楽しんだりする姿につながったと

考える。 

○⑰や⑱では，ケイタが自分なりに考えた水との関わり方を同じ場の友達と共有したり，より全

身で水に関わることを楽しむことができる方法を提案したりしたことで，「自発性」が引き出

され，自分のしたい遊びを楽しみながら，教師や同じ場にいる友達と一緒に全身で水に関わっ

て遊ぶことを楽しむ姿につながったと考える。 
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（５）「学びに向かう力」と「考える力」の関係性 

実践事例中のケイタの「学びに向かう力」の「好奇心」と「自発性」の育ちに着目し，「考

える力」との関係性を考察した。以下のように，「学びに向かう力」と「考える力」は，双方

向の関係にあり，「学びに向かう力」を引き出すと，「考える力」も豊かになる。また，「考

える力」を豊かに育むことにより，「学びに向かう力」も引き出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考える力の育ち 学びに向かう力の育ち 

自発性 

シャワーが外れて

水が降ってる！面

白そう！⑯ 

好奇心 

教師や友達と一緒に屋根を叩

いて水を降らせることを何度

も楽しむ。⑩ 

同じ場の友達に声を掛けてシ

ャワーに入り，全身で水に関

わることを何度も楽しむ。⑱

 
○教師や友達と一緒に遊ぶ中で，自分のしたい遊びを見付けて楽しむ。 

○教師や同じ場で遊ぶ友達のしていることを真似たり，全身で水に関わることを一緒

に楽しんだりする。 

この実践を通しての考える力の育ち 

ビニール袋に水を溜めたり，

中に入った水を触ったりする

ことで，水の気持ちよさを感

じる。②③ 

 

教師と一緒にいることで安心

して水に関わり，シャワーの

水が掛かる気持ちよさや楽し

さを感じる。④ 

友達の真似をしたり一緒にし

たりする中で，屋根を引っ張る

と水が流れてくる面白さに気

付き，感じたことを表現しなが

ら繰り返し遊ぶ。⑮ 

屋根から水が流れて

くる！ぼくも流して

みたい！⑭ 
「面白い！もっと

やりたい！」と

言う。⑮ 

「そっちがいい！

もっと水降らせ

て！」と言う。⑯

自分からシャワーに

入って行く。④ 

教師の寄り添

った関わり 

様々な水との

関わりができ

る環境 

水の入ったビニール

袋，面白そう！① 

「ぼくのも見て！」

と，袋の中で，水が動

く様子を知らせる。②

ビニールの屋根を

叩くのをぼくもや

ってみたい！⑩ 
友達の真似をして屋

根を叩いて水を降ら

せる。⑩ 

自分から全身に水が掛

かるようにシャワーの

中に入る。⑰ 

安
心
感 
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次に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている３つの「資質・能力」の姿がこの実践事例の中

で育まれているかどうかを検証した。そのうち，「学びに向かう力」は前記の左欄にある。した

がって，「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」の２つの視点で実践事例

の中で見られた「考える力」の育ちを以下のように分析した。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 

 本事例以前のケイタは，保護者と離れることへの不安感が強く，好きな遊びを見付けて取り組

むまでに時間が掛かったり，どんな遊びをしたいか自分から表現しようとする姿が見られにくか

ったりしていた。 

本事例では，ケイタが水の感触の面白さや気持ちよさを感じることで，「好奇心」や「自発性」

が引き出され，興味をもって水に関わる姿が見られるようになった。ケイタがビニールの袋で遊

ぶ教師の様子を見て「好奇心」が刺激されているときに，教師の水の感触を知らせる声を聞くこ

とで自分もやってみようとする姿が見られた。そして，その言葉に刺激を受けて「自発性」が引

き出され，水の動く様子や水の気持ちよさを伝えたり，何度も関わったりする姿が見られた。ま

た，水への「好奇心」が高まっている中で，友達がビニールの屋根を引っ張るという遊び方を知

らせる声を聞く姿が見られた。そして，ケイタの「自発性」が引き出され，もっとやりたいとい

う気持ちを表現しながら，教師や友達と一緒に何度も屋根を引っ張り水が掛かることを楽しむと

いう「考える力」の育ちが見られた。 

このように，幼児の「好奇心」が引き出されている場面で，教師が遊び方を知らせる言葉や周

りの友達が遊んでいる声を聞くという姿が見られ，聞くことが幼児の「自発性」を引き出し，「考

える力」の育ちにつながっている。このことから，幼児の「好奇心」や「自発性」等の「学びに

向かう力」が引き出される遊びを繰り返す中で，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習

慣が自然と身に付いていくと推察される。これは「生活していくために必要な習慣」の仮設①，

〈知識及び技能の基礎〉 

・教師と一緒にビニール袋に水を入れて遊ぶ中で，水の感触や冷たさを楽しんだり，袋の中で

水が動く様子を感じたりする。②③ 

・友達が全身に水が掛かることを楽しむ姿を見て，自分も水に入って行き，「冷たい！」と水

が掛かる冷たさを感じながら楽しむ。④ 

・友達がビニールの屋根を叩く様子を見て，「やってみたい」と言い，真似をして叩く。叩く

と水が降ってくる面白さを感じ，何度も遊ぶことを楽しむ。⑩ 

・友達がビニールの屋根の端を引っ張る様子を見て，水が流れてくることに驚き，友達の真似を

して自分もやってみる。引っ張ると自分の方に水が流れてくるという面白さに気付く。⑮ 

 

〈思考力，判断力，表現力等の基礎〉 

・ビニールの屋根を引っ張ることで，水が自分の方に流れてくることの面白さを感じ，「面白

い！もっとやりたい！」と思ったことや感じたことを表現しながら水が掛かることを繰り返

し楽しむ。⑮ 

・ビニールの屋根に固定されていたシャワーが外れた様子を見て，その状態が面白いと感じ，

そのままにしてほしいと教師に自分から伝える。⑯ 

・教師の掛け声に合わせて友達と一緒にシャワーの中に入ることで，楽しい雰囲気でよりダイナ

ミックに全身で水と関わることができると気付き，今度は自分から教師や友達にタイミング

を合わせる声を掛けてシャワーの中に何度も入る。⑱ 
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②に当てはまる。

 

６ 「考える力」の育ちの照合 

  この事例の中では，下記のような「考える力」の育ち（左図）が見られた。これは本事例の月

の指導計画と照らし合わせると，月のねらい（右図）に向かえていると考える。 

        

 

 

 

      
 

 

  

 

 

また，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣も月の指導計画に位置付いており，

この時期に応じた保育や育ちを保証することができたと考える。 

 （小田桃子） 

 

○教師や友達と一緒に遊ぶ中で，自分

のしたい遊びを見付けて楽しむ。 

○同じ場で遊ぶ教師や友達のしてい

ることを真似たり，全身で水に関わ

ることを一緒に楽しんだりする。 
 

 

○自分のしたい遊びを見付けて，先生

や友達と一緒に遊ぶ。（６月） 

○興味をもった遊具や用具，素材に触

れて遊び，その中で先生や友達と触

れ合う楽しさを感じる。（７月） 

○水に親しみをもち，色々な遊びを楽

しむ。（７月） 

本事例の月のねらい 考える力の育ち 
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実践事例３  「『たけのこの世界』にもう 1 回行こう！」 

３年保育４歳児 ４～５月 

１ 幼児の実態 

 進級して１か月が経ち，少しずつ新しい学級や生活にも慣れ始めている。また，進級したこと

に喜びを感じ，大きくなったことに自信をもって自分の身の回りのことやあいさつ等に，意欲的

に取り組む姿が見られる。また，年少児の頃から年中児が探検ごっこをする様子を興味をもって

見たり，「探検」と言って園外保育に行くことを楽しんだりする姿が多く見られた。４月末に年

長児が，幣
へい

立山
たてやま

（徒歩 20 分程度の地域の山）に行くのを見て興味をもち，「ぼくたちも行きたい」

「いつ行くの？」と楽しみにする姿が見られた。 

 特にミコは，進級したことで少し緊張しながらも新しい担任の近くで遊んだり，自分の発見や

思いをよく話したりしており，教師に認められたいという思いが強く感じられた。入園したばか

りの年少児が泣いていないか気にしたり，秋には年少児を幣立山に連れて行ってあげたいと楽し

みにしたりしていた。一方で，学級で話をするときに，自分の思いを言うことに一生懸命で，周

りの友達の発言に目が向きにくかったり，気付きにくかったりする姿も見られた。 

 

２ 指導にあたって 

  ５月に４，５歳児で園外保育に行く計画を立て，幣立山の自然に興味をもって関わることがで

きるように，事前にたけのこの実物を見せたり，絵本『たけのこぐんぐん』を読んだり，体操「た

けのこ体操」を取り入れたりする。幣立山での活動中は，幼児の発見や興味に寄り添い，一緒に

楽しむことで「好奇心」や「自発性」を刺激し，身近な事象に興味をもち，その特徴や面白さ

を知り，自分なりに関わるという「考える力」を育むことができるようにする。また，幼児の

つぶやきや発見を教師がしっかり聞いたり，一緒に驚いたりすることで，自分なりに感じたこ

とや気付いたことを教師や周りの友達に伝えながら一緒に遊ぶという「考える力」を育む

ことができるようにする。 

  その中でミコには，自分の思いや気付きを言いながら，自然の不思議さに気付いたり，周りの

友達の言動に気付いたりすることができるようにしていく。 

 

３ 幼児の姿と教師の援助   

４月 24 日 「たけのこ！」    
＊青字は「学びに向かう力」を引き出す教師の援助，＿＿は「学びに向かう力」が見取れた姿を示す。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①年長児が先日掘ってきたたけのこを学級の

幼児に見せるとすぐに，「たけのこだ！」「年

長さんが取ってきた！」と数名の幼児から声

が上がる。たけのこの名前と年長児が園外保

育に行ってきたことを知っていたことに驚

きながら教師は「そう！たけのこだよ。知っ

てるんだね」ハルキは「知ってるよ。おじい

ちゃんが見せてくれた」と言う。 

②マナが「触りたーい！」と手を伸ばす。教師

が「触ってみる？どんなかな？」と一人一人

が触れることができるように目の前にもっ

１自分なりのイメージを広げ，次に行う絵本や

体操の活動に興味をもつことができればと

考え，先日年長児が掘ったたけのこを見せ

る。 

 

 

 

 

２マナの一言から「好奇心」が引き出されてい

ると見取り，一人一人が触ってみる機会をも

つことで，実際にたけのこや皮の感触を感じ
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ていく。マナは「うわあ。ふわふわ」とやさ

しく触る。ミコは，指で触り「ちくちくす

る！」と言う。ナオトは，両手で強く触り「固

い」と感触をかみしめ，カンタは恐る恐る手

を出して，たけのこをじっと見ながら触る。

教師は一人一人の発言を笑顔で受け止める。

③教師が絵本『たけのこぐんぐん』を読むのに

合わせて，絵本の挿絵のように手を頭に三角

にしたり，「たけのこぐんぐんのーびろ！」

の部分で自然と数名の幼児が一緒に言った

りする。読み終わるとナオトが，「次はぼく

たちが行く？」マナは「いつ行くの？」と尋

ねる。教師は「たけのこ掘り？そうだね。ま

た探検に行こうね」と笑顔で受け止める。そ

の後，体操「たけのこ体操」を踊る。 

ることができるようにする。また一人一人が

感じたことを受け止めたり，驚きに共感した

りする。 

 

 

 

 

 

３絵本に出てくる手の動きを真似たり，友達と

声を合わせて絵本の言葉をつぶやいたりす

る様子から，たけのこへの興味が広がってい

ると見取る。 

 

 

 

 

 

 
５月 17 日 「探検に行こう！」 

 園外保育の前日，楽しみになるように「探険に行く」と伝え，トイレットペーパーの芯を用意

しておくと，探険のために双眼鏡をつくる幼児の姿が見られる。その様子を降園前の振り返りや

降園時の保護者への話で紹介すると，当日，家から双眼鏡をつくってくる幼児や，登園後すぐに

双眼鏡をつくって探険の準備をする様子が見られる。そして年長児とペアになり，幣立山に園外

保育に行く。幣立山で，地域の方から年長児がたけのこを掘った場所に行ってもよい，と話をし

てもらい，自分たちも行くことができると興味をもつ。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑦ミコ「ねえ，先生。たけのこを見に行こうよ」

と嬉しそうに言う。教師「そうだね！年長さ

んが取ってきたみたいなたけのこあるか

な？でもどこかな？」と話していると，年長

児が「教えてあげるよ。こっち！」と案内を

してくれる。教師は，周りの幼児にも分かる

ように，「たけのこを見に行こう！一緒に行

く人おいでー」と誘う。 

⑧10名程度の幼児と一緒に竹林に入っていく

と少し薄暗く，落ち葉で足がつるつると滑る

ので，なかなか進めない幼児もいる。教師は

「つるつる滑るから気を付けて，探検隊」と

言い，手をつなぎながら一緒に進む。「きゃ

ーきゃー」と言いながら，恐る恐る斜面を踏

みしめたり，つるつると滑って何度も尻餅を

ついたりしながらも，進んでいく。 

⑨たけのこを見付け，「うわあ！」と声を上げ

 

７たけのこに興味をもっていると見取り，より

楽しみになるように，園での経験を思い出せ

るような声を掛ける。また，周りに聞こえる

ような声で言うことで，年長児が年中児のし

ていることに興味をもち，互いに話しやすい

雰囲気をつくれるようにする。 

 

 

 

８薄暗くてしかも滑りやすいので，少し不安を

感じていると見取り，安心して進むことがで

きるように，手をつないだり，もっと行って

みたいと思えるように，「探検隊」と呼び掛

けたりする。 

 

 

                                                      

2 
 

ていく。マナは「うわあ。ふわふわ」とやさ

しく触る。ミコは，指で触り「ちくちくす

る！」と言う。ナオトは，両手で強く触り「固

い」と感触をかみしめ，カンタは恐る恐る手

を出して，たけのこをじっと見ながら触る。

教師は一人一人の発言を笑顔で受け止める。

③教師が絵本『たけのこぐんぐん』を読むのに

合わせて，絵本の挿絵のように手を頭に三角

にしたり，「たけのこぐんぐんのーびろ！」

の部分で自然と数名の幼児が一緒に言った

りする。読み終わるとナオトが，「次はぼく

たちが行く？」マナは「いつ行くの？」と尋

ねる。教師は「たけのこ掘り？そうだね。ま

た探検に行こうね」と笑顔で受け止める。そ

の後，体操「たけのこ体操」を踊る。 

ることができるようにする。また一人一人が

感じたことを受け止めたり，驚きに共感した

りする。 

 

 

 

３絵本に出てくる手の動きを真似たり，友達と

声を合わせて絵本の言葉をつぶやいたりす

る様子から，たけのこへの興味が広がってい

ると見取る。 

 

 

 

 

 

（月刊予約絵本「ちいさなかがくのとも」通算182号 

『たけのこぐんぐん』）

 
５月 17 日 「探検に行こう！」 

 園外保育の前日，楽しみになるように「探険に行く」と伝え，トイレットペーパーの芯を用意

しておくと，探険のために双眼鏡をつくる幼児の姿が見られる。その様子を降園前の振り返りや

降園時の保護者への話で紹介すると，当日，家から双眼鏡をつくってくる幼児や，登園後すぐに

双眼鏡をつくって探険の準備をする様子が見られる。そして年長児とペアになり，幣立山に園外

保育に行く。幣立山で，地域の方から年長児がたけのこを掘った場所に行ってもよい，と話をし

てもらい，自分たちも行くことができると興味をもつ。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑦ミコ「ねえ，先生。たけのこを見に行こうよ」

と嬉しそうに言う。教師「そうだね！年長さ

んが取ってきたみたいなたけのこあるか

な？でもどこかな？」と話していると，年長

児が「教えてあげるよ。こっち！」と案内を

してくれる。教師は，周りの幼児にも分かる

ように，「たけのこを見に行こう！一緒に行

く人おいでー」と誘う。 

⑧10 名程度の幼児と一緒に竹林に入っていく

と少し薄暗く，落ち葉で足がつるつると滑る

ので，なかなか進めない幼児もいる。教師は

「つるつる滑るから気を付けて，探検隊」と

言い，手をつなぎながら一緒に進む。「きゃ

ーきゃー」と言いながら，恐る恐る斜面を踏

みしめたり，つるつると滑って何度も尻餅を

ついたりしながらも，進んでいく。 

⑨たけのこを見付け，「うわあ！」と声を上げ

 

７たけのこに興味をもっていると見取り，より

楽しみになるように，園での経験を思い出せ

るような声を掛ける。また，周りに聞こえる

ような声で言うことで，年長児が年中児のし

ていることに興味をもち，互いに話しやすい

雰囲気をつくれるようにする。 

 

 

 

８薄暗くてしかも滑りやすいので，少し不安を

感じていると見取り，安心して進むことがで

きるように，手をつないだり，もっと行って

みたいと思えるように，「探検隊」と呼び掛

けたりする。 
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る。「あった！先生，見て」「大きくなって

る！」「ここには赤ちゃんのたけのこがあ

る！」とそれぞれが見付けたたけのこを知ら

せる。「うわあ，大きいね！」「小さいね」

と幼児の発見に共感する。幼児の背丈よりも

大きくなったたけのこを見付けたサワコは

「ふわふわ。あったかーい」と思わずたけの

こを触る。 

⑩周りの幼児も「どこどこ？」と集まってきて

「ほんとだ！」「あったかいな」と触りなが

ら上に伸びるたけのこを見上げる。教師も

「へえ，あったかいんだ」「ふわふわなの？」

と幼児の言葉を受け止めながら，触ってみ

る。「ほんとだね。あったかい」と教師も一

緒に驚く。近くにいたハルキが「このたけの

こは服脱いどる！」と，もっと大きくなった

たけのこを見付け，たけのこの皮がはがれて

いる様子に驚く。 

 

 

 

 

 

⑪ナオトも叫びながら「先生，来てください！

こんなに大きくなってる！」と見上げる。教

師もそのたけのこを一緒に見上げ，「うわあ，

見えないぐらい大きくなっちゃったね。服も

小さくなったのかな？」と一緒に驚く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫「先生！大変！来て来て！」とミコとタロウ

が突然叫ぶ。行ってみると，「たけのこに穴

が空いてる！」と興奮して言う。教師は，「え

ー？何かな？すごいの見付けたね」と驚くと

「何かが食べたんだ」「アリかな？」｢クマ

かな？｣と口々に考えを言う。すると側にい

 

９幼児それぞれが思わずたけのこに触れ，

大きさや感触について言っている様子か

ら興味をもっていると見取る。 

 

 

 

 

 

 

10幼児のたけのことの出会いを大切にした

いと考え，より興味を引き出せるように，

幼児の驚きや気付きを受け止め，共に楽

しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11たけのこの様子の違いに気付き驚いてい

ると見取り，より興味を引き出せるよう

に幼児の驚きや気付きを受け止め，一緒

に見上げたり言葉にしたりする。 
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た地域の方が「イノシシはこの辺におるかも

しれんな」と言うと，タロウは興奮したよう

に「絶対イノシシだー」と飛び跳ねながら言

う。ミコも「この前溝に落ちてたんでしょ？

それだよ」と最近聞いた地域のニュースを思

い出して言う。教師も「そうか。そのイノシ

シが来て食べたのかな？おいしいの知って

るんだね」と受け止め，「まだこの辺にいる

のかな」と辺りを見回してみる。すると，ミ

コは「もういないよ！捕まったって言ってた

もん」と焦ったように言う。 

 

⑬様々なたけのこを見ているとミコが不安そ

うに「先生，そろそろ『元の世界』に戻ろう

よ」と手を引っ張る。教師が「『元の世界』？

元の場所？お茶飲んだところってこと？」と

尋ねるとミコは，「うん」と言いながら周り

を見回す。教師は「どうやって帰るのかな？」

と少し困ったような声でミコを見る。ミコは

少し早足になり「こっちじゃない？」と教師

の手を引っ張る。「分かんない。帰れなかっ

たらどうしよう…」と教師が不安そうに言

う。すると，それを近くで聞いていた年長児

が「こっちだよ」と教えてくれる。 

 

⑭「よかった。あっちだって！」とミコの声と

表情が明るくなる。教師は，他の幼児にけが

の手当をするため，ミコや他の幼児に「年長

さんについて行ってみて！後から道を先生

に教えてね，探検隊！」と年長児について行

くよう促す。ミコは，友達と手をつなぎなが

ら年長児について行く。すると「元に戻っ

た！」と嬉しそうな声が遠くから聞こえる。

ミコは満面の笑みで「面白かった！」と教師

の元に戻ってくる。教師は，「えー？！戻っ

てきたの？どこから？」と驚いて尋ねると，

ミコは来た道を指差し「あっちに行って，ぐ

るっと回ったら行けた！ははは」と笑いなが

ら言う。 

⑮教師が「すごいね。『元の世界』に戻れた。

『たけのこの世界』とつながってたんだね」

と喜ぶと，「うん！すぐだったよ。来て」と

ミコは教師の手を引っ張る。教師も一緒に竹

林から出る。教師「はあ！出られた」とほっ

 

 

 

 

 

 

 

12ミコとタロウが興奮しているので驚きが

大きいと見取り，教師も一緒にその発見

に驚き，穴をじっくりと見ることができ

るように投げ掛けることで，山の自然に

興味をもつことができるようにする。 

 

 

 

 

 

13楽しんでいたミコが戻りたいと言い始めた

ので不思議に思ったが，竹林の薄暗さやイノ

シシの話で少し不安に思い始めたのだと見

取る。一方で，『元の世界』という言葉を使

っているので，ファンタジーの世界を大切に

し，探検隊として道を探してほしいと考え，

すぐに帰り道を伝えるのではなく，教師も分

からない振りをする。 

 

 

14ミコは，明るい声になったことから安心した

と見取り，年長児と一緒なら行けるのではな

いかと考えた。また，自分で行くことができ

る自信をもってほしいと考え，教師は他児の

けがの手当のために，竹林に残りミコを見送

ることにする。 

 

 

 

 

 

 

15ファンタジーの世界を楽しんでいると見取

り，ミコの世界観を大切にすることができる

ように，竹林を『たけのこの世界』と呼ぶ。
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として見せると，ミコは「ね！すぐでしょ？」

と，鼻の穴をふくらませて言う。 

⑯教師の顔を見てミコは「もう先生怖かったの

ー？ははは」と嬉しそうに言いながら，「『た

けのこの世界』にもう１回行こう！」と友達

と手をつなぐ。ミコは竹林に入り『たけのこ

の世界』に何度も行って戻るを繰り返す。そ

の横でカンタは「たけのこぐんぐんのーび

ろ」とつぶやいて教師の方をにやっと見る。

 

 

16ミコが何度も行き来する様子から，自分で戻

ることができた喜びや探検の緊張感や期待

感を感じていると見取る。 

  

 

⑰幣立山から園に戻り，降園前に園外保育がど

うだったか尋ねると，ミコは「楽しかった！」

と満面の笑みで言う。何が楽しかったかを全

体に投げ掛けると，それぞれが山で発見した

マツボックリや虫のこと，挑戦したこと等を

話す。次に，年少組の秋に行ったときの幣立

山と違うことがあったかを尋ねると，ハルキ

が「たけのこがあった！」と言う。するとナ

オトも「たけのこ大きかった」ミコ「穴空い

たのもあった」タロウ「イノシシが食べたん

だよ！」と盛り上がる。 

 

 

 

 

 

 

17それぞれの幼児の姿から豊かな感動体験が

できたことを見取る。振り返りの時間に，幣

立山での気付きを問い掛けることで，周りの

幼児と楽しかったことや気付きを共有でき

るようにする。 

 その後も，保育室で「たけのこ体操」を楽しんだり，園庭の土山を登ったり固定遊具に挑戦し

たりして探検ごっこを楽しんだりする姿が見られる。 

 
４ 「学びに向かう力」の育ちと「考える力」の育ち 

この事例を通して，幼児の「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を刺激したり引き出

したりする要因を以下のように考察した。 

（１）「学びに向かう力」を引き出す言葉 

４歳児の時期は現実の世界とファンタジーの世界が入り交じる時期であると考える。その時

期に「探検」や『たけのこの世界』という幼児が心躍らせるような言葉を使うことで，言葉の

響きが幼児をファンタジーの世界に誘い，「学びに向かう力」が引き出され，周りの幼児と世

界観を共有しながら探検を楽しむ姿につながったと考える。 

○①では，教師が問い掛ける前に，幼児から自由な言葉が発せられた。教師が言葉ではなく実物

を見せるという幼児の五感に訴えたことにより，「好奇心」が刺激され，「たけのこだ！」「年

長さんが取ってきた！」等，思わず自分の思ったことを言葉にする姿につながったと考える。 

○⑧では，幼児が竹林で滑ったり転んだりしたことで怖くなり，竹林の中を探険するのを諦めて

ほしくないと教師は考え，「探検隊」と声を掛けた。「探検」という言葉の響きと，周囲の困

難な状況が重なったことで，「自発性」が引き出され，諦めずに進み続ける姿につながった。 

○⑭では，教師がミコらに年長児について行くよう促したことで，「自発性」が刺激され，年長

児と一緒に『元の世界』に戻ることができた満足感や自信をもつ姿につながった。また⑮では，

教師がミコの満足感や自信を受け止め，驚いたり，『元の世界』という言葉と対比して『たけ
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のこの世界』と竹林のことを言い換えたりしたことで，ミコのファンタジーの世界がさらにふ

くらみ，「自発性」が高まり，⑯のように薄暗い竹林と明るい場所を行ったり来たりすること

を繰り返し楽しむ姿につながった。 

 
（２）「学びに向かう力」を刺激する存在 

共に発見や驚きを共有する年長児や教師，山のことをよく知っている地域の方がいたこと

が，「学びに向かう力」を刺激し，安心して探検したり気付いたことを言ったりする姿を引き

出した。また，たけのこや幣立山という本物の自然との出会いが幼児の心を揺り動かし，「学

びに向かう力」を刺激したと考える。 

○③では，探検に行ってみたいという思いをもち，自分たちから幣立山に行きたいという気持ち

を言葉で表す姿が見られている。大好きなあこがれの存在である年長児が幣立山に行き，掘っ

てきたたけのこに触れたことが，期待をもつことにつながっている。そして，心が揺り動かさ

れ，五感でたけのこを感じたことで，「自発性」が引き出され，自分たちも行きたいという願

いをもち，思いを表す姿につながったと考える。 

○年長児と一緒に幣立山に行き案内してもらうことで，「好奇心」が引き出され，一緒に探検す

る安心感や大好きな年長児の知っている場所に行ける期待感が高まり，薄暗い竹林に入って行

く姿につながった。 

○地域の方から年長児がたけのこを掘った場所に行けると紹介してもらったことで，前回（４月

24 日）の学級での話やたけのこを触った体験が想起され，「好奇心」が刺激され，⑦のように

たけのこへの興味が強くなったと考える。 

○⑨では，本物のたけのことの出会いが心を大きく揺り動かし，「好奇心」「自発性」を刺激し，

五感を働かせて物事に関わろうとする姿を引き出した。そして，今まで知っていたことと結び

付け，思わず触ったり，見上げたり観察したりして，感じたり気付いたりする姿につながった

と考える。 

○山のことを知っている地域の方が「イノシシがいるかもしれない」と言ったことで，ミコは不

安な気持ちになったが，頼りになる年長児が来てくれたことで，安心してその世界観を持続す

ることができ，「自発性」が引き出され，不安な気持ちや状況から自分で抜け出そうとする姿

につながったと考える。 

 

（３）「学びに向かう力」が引き出される状況 

 幼児は，自分を取り巻く様々な状況（自然，気候，明暗等の五感で感じるもの）や集団の雰

囲気等に刺激を受け，ときには教師も予想していなかった「学びに向かう力」が引き出される

場合もあると考える。 

○③では，絵本『たけのこぐんぐん』を見終わると同時に幼児から幣立山に行きたいという言葉

が聞かれている。本物のたけのこを見た後に，たけのこが大きくなっていくストーリーの絵本

を見たことにより，さらにたけのこに対する興味を深め，たけのこ掘りや年長児が行った幣立

山や大きなたけのこへの「好奇心」をより引き出すことにつながった。 

○⑨では，たけのこと出会った幼児は感嘆の声を上げ，大きさに感動する言動が見られた。これ

は，たけのこの生えている場所まで行く道中に，転んだり，滑ったりしながら薄暗い竹林を歩

いた体験の後であったため，「自発性」が高められ，たけのことの出会いが大きな感動となっ

たのだと考える。 

○⑨では，周囲の幼児がたけのこについての気付きや感動を教師に口々に伝えており，そのよう

な周囲の雰囲気にも影響され，「好奇心」が刺激された。⑩では，ハルキはたけのこの皮がは

がれている様子を見て，ナオトは見上げるほどの大きさに驚いて，自分なりの感動や発見を自
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分も教師や周りの友達に知らせたいという思いをもち，じっくり見たり自分なりに気付いた特

徴を言葉にしたりする姿を引き出している。 

○⑬⑭では，竹林の薄暗さと静けさが探険を楽しいものにしたと同時に，幼児にとっては日常の

生活にはない感覚であり，⑫のイノシシがいるかもしれないという話と重なって，ファンタジ

ーの世界をより広げた。そのため「自発性」を刺激されたミコは，⑬の『元の世界』へ戻ろう

と，早足で教師の手を引っ張るという姿につながった。 

 
（４）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助 

本物のたけのこや幼児の発見に心を動かされ，教師は探検隊の一員として，一緒に触ったり

驚いたりした。また一人一人の幼児が感じたことや発言したことをもとに，教師は幼児の世界

観を大切にしながら，発言したり投げ掛けたりした。これが幼児の想像力や発想力を刺激し，

探検を楽しむ姿につながった。そしてさらなる「学びに向かう力」を刺激し，怖いけど進んで

みよう，怖いから早く『元の世界』に戻ろうという思いを引き出し，帰り道を探したり年長児

について行ったりする姿につながったと考える。 

○②では，身近な存在である年長児が掘ってきたたけのこを実際に見せ，それぞれが触ったり感

想を言ったりできるように援助したことで，触ってみたいという「好奇心」が刺激された。そ

れにより，自分の感じたことを素直に表現する姿につながっている。 

○たけのこを見せ，触ってみたいという「好奇心」を十分に高めた後に，たけのこを題材とした

絵本を読んだり，全身を使ってたけのこを表現する体操を取り入れたりしたことにより，たけ

のこの形や大きさを想像しながら意欲的に取り組む姿につながったと考える。 
○教師が「探検に行く」と投げ掛け，探検のイメージをもてるように双眼鏡をつくることができ

る環境を用意したり，保護者にも紹介したりすることが，「自発性」を引き出し，探検に行く

というイメージや意欲をもつ姿につながった。 
○⑫では，たけのこに穴が開いているのを見付けた幼児に，教師自身の驚いた気持ちや不思議さ

を伝えたことで，「好奇心」が引き出され，自分で原因を考える姿につながったと考える。 

○⑬～⑯等では，教師が幼児の楽しんでいることや心の揺れを読み取り，それに応じた言葉を選

んで一緒にファンタジーの世界を楽しんだことが，幼児の「好奇心」や「自発性」を引き出し，

帰り道を探したり行き来することを楽しんだりする姿につながった。 

 

（５）「学びに向かう力」を引き出す体験の積み重ね 

「探検」という言葉に，幼児は心を揺り動かされ「好奇心」を抱き，絵本や体操，園外保育

と様々なことに意欲的に取り組んでいる。このことから体験をつなぎ，積み重ねていくことで，

幼児の中の「学びに向かう力」が高まっていくと言える。 

○園で触ったり絵本を見たりして知っていたたけのこと実際に出会ったことで，知識と体験が重

なり，「自発性」が引き出され，たけのこをじっくり見たり特徴を感じたりするという姿につ

ながっている。 

○⑯で，カンタは竹林の側で絵本の一説を思い出し，口に出して教師と共有しようとしている。

学級での体験が本物との出会いで想起され，幼児の心を揺り動かし「自発性」が刺激され，思

わず言葉に表したと考える。 
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（６）「学びに向かう力」と「考える力」の関係性 

実践事例中のミコの「学びに向かう力」の「好奇心」と「自発性」の育ちに着目し，「考え

る力」との関係性を考察した。以下のように，「学びに向かう力」と「考える力」は，双方向

の関係にあり，「学びに向かう力」を引き出すと，「考える力」も豊かになる。また，「考え

る力」を豊かに育むことにより，「学びに向かう力」も引き出されると考える。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている３つの「資質・能力」がこの実践事例の中で

育まれているかどうかを検証した。そのうち，「学びに向かう力」は前記の左欄にある。した

がって，「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」の２つの視点で実践事

例の中で見られた「考える力」の育ちを以下のように分析する。 

年長児が掘ったたけのこ

を見て，すぐに興味を示

す。① 

考える力の育ち 学びに向かう力の育ち 

  好奇心 

 

自分なりにたけのこに関わ
る中で，たけのこの感触や
特徴を感じたり気付いたり
する。②⑨⑩ 

竹林の薄暗さや滑りやすい
斜面等について五感を通し
て感じたり，転ばずに進む
ための体の使い方に気付い
たりする。⑧ 
 
たけのこに穴が空いている
ことに気付き，理由を考え
る。⑫ 
 
年長児と一緒に竹林に入り，
元の場所に戻る道を教えて
もらうことで，竹林と元の
場所がつながっているとい
うことを知る。⑭ 
 
 
年長児に教えてもらった道
を自分で行けることに気付
き，何度も行ったり来たり
する。⑯ 

安
心
感イノシシがいるかもしれ

ないと思う。⑫ 

○たけのこという身近な事象に興味をもち，自分なりに関わり，特徴や面白さ

を感じる。 

○「探検」というイメージをもち，自分なりに感じたことや気付いたことを教

師や周りの友達に伝えながら一緒に遊ぶ。 

  自発性 

この実践を通しての考える力の育ち 

  『元の世界』 に戻れた

喜びから，自信をもち，教師

に道を知らせようとする。⑮ 

「『元の世界』に戻ろう

よ」と教師を引っ張った

り帰り道を探したりす

る。⑬ 

「ねえ，たけのこを見

に行こうよ」と教師を

誘う。⑦ 
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５ 「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 

  本事例以前のミコは進級して喜びもあるが，緊張もあり，自分の気付きや思いを言うこ

とで自分の存在を教師に認めてほしいという姿が多く見られた。また，教師がいる遊びの

場で遊ぶことが多く，自分からしたい遊びにじっくり関わることが少なかった。 

本事例では，ミコは本物のたけのこと出会い「学びに向かう力」の「好奇心」が刺激さ

れ，周りの幼児がたけのこについて言っていることや，地域の人が話すイノシシの話を聞

き，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」という姿が見られた。さらに竹林の中

で様々な発見をし，「学びに向かう力」の「自発性」が引き出されたミコは，年長児と一

緒に薄暗い竹林と明るい場所を行ったり来たりするということを楽しむという「考える

力」の育ちが見られた。その中で，教師や友達の話を興味をもち，聞こうとするという「生

活していくために必要な習慣」の「聞く」姿も変容していった。これは，ミコや周りの幼

児が言うことを教師が受け止めたり，周りの友達や年長児につないだりした教師の援助が

有効であったと考える。 

この事例後は，ミコは降園前の振り返りや学級での話をする際に，様々な遊びの面白さ

や友達の楽しかったことを聞いて，興味をもち，翌日に自分から「砂場の穴掘ろう！」「昨

日の続きしよう！」等と言いながら遊びに行く様子が多く見られた。その中で自分のした

い遊びにじっくりと取り組んで遊ぶという「考える力」が育っていった。学級で集まって

話したり活動したりすることを積み重ねる中で，ミコは自分のしたことを楽しそうに話し

たり，興味をもって話を聞いたりする姿が見られるようになり，「生活していくために必

要な習慣」の「聞く」姿の変容があった。 

  以上のように，「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を引き出すことで，「生

活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣が次第に身に付いていき，聞こうとする姿

につながったと考える。これは，「生活していくために必要な習慣」の仮説①に当てはま

ると考える。また，自分のしたい遊びにじっくりと取り組んで遊ぶという「考える力」が

育つ中で，自分の思いを言ったり友達の考えを聞いたりするようになり，「生活していく

ために必要な習慣」の仮説②に当てはまる。 

〈知識及び技能の基礎〉 

・自分なりにたけのこに関わる中で，たけのこの感触や特徴を感じたり気付いたりす

る。②⑨⑩                        

・竹林の薄暗さや滑りやすい斜面等について五感を通して感じたり，転ばずに進むた

めの体の使い方に気付いたりする。⑧ 

・たけのこに穴が空いていることに気付き，理由を考える。⑫ 

・年長児と一緒に竹林に入り，元の場所に戻る道を教えてもらうことで，竹林と元の

場所がつながっているということを知る。⑬⑭        

 

〈思考力，判断力，表現力等の基礎〉 

・斜面を滑った経験から恐る恐る斜面を踏みしめ，自分なりに安全な進み方を見付

ける。⑧ 

・イノシシが近くにいるという最近知った情報と地域の人の話を自分なりに関連付

け，たけのこの穴の原因を考えたり決定付けたりする。⑫     

・年長児に教えてもらった道を自分で行けることに気付き，自信をもって行ったり

来たりする。⑭⑯                  
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６ 「考える力」の育ちの照合 

   この事例の中では，ミコだけでなく，ハルキやタロウ等周りの幼児にも下記のような「考える

力」の育ち（左図）が見られた。これは本事例の月の指導計画と照らし合わせると，月のねらい

（右図）に向かっていると考える。 

        

 

 

 

      
 

 

  

 

また，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣も月の指導計画に位置付いており，

この時期に応じた保育や育ちを保証することができたと考える。  

（藤田智子） 

 

○身近な事象に興味をもち，自分な

りに関わり，特徴や面白さを感じ

る。 

○自分なりに感じたことや気付い

たことを教師や周りの友達に伝

えながら一緒に遊ぶ。 

 

○自分のしたい遊びを見付け，教師や

友達と一緒に遊ぶ楽しさを感じる。

○初夏の自然に触れ，身近な生き物や

植物に関心をもつ。 

本事例の月のねらい 考える力の育ち 
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実践事例４  「オスモウさん，もてた！」 

                     ３年保育４歳児 ５月～７月 

１ 幼児の実態 

進級当初，新しい環境に戸惑いを感じる幼児もいたが，次第に新しい生活に慣れ，自分のした

い遊びに取り組むようになっていった。また，ダンゴムシやカタツムリ等の身近な生き物に興味

をもっている幼児が多く，探したり捕まえたりする姿が見られた。 
ソウスケは，生き物に興味があり，公園で捕まえた虫を園にもって来たり，園でも虫を探した

りする姿が見られていた。４月当初は，新しい環境や遊びに興味をもちにくく，他の幼児が戸外

での遊びを楽しむ中，年少時に楽しんでいた折り紙やトランプをして室内で遊ぶことが多かっ

た。年少のときから仲のよかったユウトとは，登園後に一緒に固定遊具で遊ぶ姿があったが，ユ

ウトが別の遊びに行くと，一人でバッタを探したり，一緒に虫を捕まえるように教師を誘ったり

する姿が見られた。ユウト以外の友達に自分から声を掛けにくかったり，組活動でリズム遊びや

表現遊びをする場面では，参加しにくかったりする様子も見られていた。 
 

２ 指導にあたって 

身近な生き物に興味をもつことができるように，幼児がもって来た生き物を見たり触っ

たりすることができるような場を整え，幼児と一緒に世話をする。そうすることで，「好

奇心」や「自発性」を引き出し，身近な生き物に親しみをもち，自分なりに関わることを楽し

むという「考える力」を育むことができるようにする。また，友達と一緒に生き物を見たり触れ

たりする中で，自分の思いを話したり，同じ場にいる友達の姿に興味をもち，関わろうとしたり

するという「考える力」を育みたい。 

ソウスケがもって来たザリガニを教師も一緒に触ったり，思いや気付きに共感したりすること

で，安心して自分の思いを教師に話しながら生活することができるようにする。また，願いを叶

えられるような環境を用意したり，周りの友達の様子を知らせたりすることで，自分からしたい

ことに取り組もうとする「自発性」を高める。そうすることで，ザリガニに関わる中で，自分の

思いを話したり，友達の言動を見聞きして，自分から関わろうとしたりするという「考える力」

を育むことができるようにする。 

  

３ 幼児の姿と教師の援助 

５月 30 日 「お引越ししよう」   

＊青字は「学びに向かう力」を引き出す教師の援助，＿＿は「学びに向かう力」が見取れた姿を示す。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①ソウスケが大きな紙袋をもって登園する。教

師が「ソウちゃん，おはよう。重そうな荷物

だね。何が入っているのかな？」と尋ねる。

ソウスケは微笑んで，「先生，ザリガニもっ

て来た！ソウちゃんがいっぱい捕ったん

よ！」と言いながら教師に袋の中を見せる。

教師が「うわあ，本当だ！いっぱいいるね！

どこで捕まえたの？」と尋ねると，嬉しそう

に「幼稚園の近くでソウちゃんが捕まえたん

よ！お家には，まだまだいっぱいおるよ」と

 

 

 

  

 

 

１ソウスケは，たくさんのザリガニをもって来

たことに得意気な気持ちになって話をして

いると見取る。そこで，ザリガニがたくさん

いる様子に驚いたり，ソウスケに尋ねたりす
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言う。その様子に気付いた周りの幼児が，「見

せて！」「何がいるの？」と口々に言いなが

ら袋の中をのぞき込む。 

②持ち物の始末を終えたソウスケが教師に「先

生，大きい水槽ない？このままだと狭いん

よ。お引越ししよう！」と言う。教師が「あ

るよ！透明の大きい水槽もあるし，こんな大

きなお家もあるよ」とタライを見せる。ソウ

スケは，「大きいお家にする！お家２個いる

よ。大きいのと小さいので分けないとけんか

するから」と言う。教師は「そうか，分けて

あげた方がいいんだね。もう１つもって来る

よ」と答え，タライをもう１つ用意する。そ

の間にソウスケは仲のよいユウトを連れて

来る。 

③ソウスケは小さいザリガニやはさみが片方

しかないザリガニを手でもち，タライに入れ

ていく。しかし，動きが速かったり，大きか

ったりするザリガニをもとうとすると，うま

くもてない。ソウスケは残っているザリガニ

を指差しながら「これさ，触った途端にチョ

キって切られたらさ…」と戸惑いながら言

う。 

④教師が「そうだね。お引越ししたいけど，挟

まれたら怖いよね。どうしようか？」と共感

し，投げ掛ける。側にいたユウトが「これ使

ったらいいんじゃない？」と草花を使ったま

まごとの場にある両手鍋をもって来る。教師

が「それに入れてお引越ししたらいいってこ

と？」と尋ねると，ソウスケは「それはお花

入れるやつだから，長くて水入れるやつは？

いつもお花に水あげるやつ」と言う。 

⑤ユウトは，ソウスケの言ったことに納得し鍋

を返しに行く。教師は「ああ！いいかもね。

花壇の横にあるから，借りてきてもいいよ」

と言う。ソウスケはユウトと一緒に急いで柄

杓を取りに行く。柄杓をもって来たソウスケ

とユウトはザリガニをすくい始める。ザリガ

ニがすくえると，「捕れたー！」と喜びなが

ら，タライに入れていく。教師が「やったー！

うまくいったね！」と言うと，嬉しそうに笑

い合う。 

⑥タライに移動し終えたソウスケは，ザリガニ

ることで，周りの幼児もソウスケがもって来

たザリガニに興味をもつことができるよう

にする。 

 

 

２ソウスケは，家庭でもザリガニを飼っている

ため，自信をもって自分の知っていることを

教師に伝えていると見取る。そこで，容器を

選ぶことができるように声を掛けたり，必要

としているものを用意したりすることで，ソ

ウスケが自分で決めたり，考えたことを実現

したりすることができるようにする。 

 

 

 

３ソウスケは，自分でザリガニを移動させよう

としており，どうにかして全てのザリガニを

タライに入れたいと思っていると見取る。 

 

 

 

 

 

４ソウスケの気持ちに共感したり，どうすれば

よいのか投げ掛けたりすることで，諦めずに

何とかしようという思いをもつことができ

るようにする。 

  

 

 

 

 

 

５幼児の思い付いた方法を受け止めたり，道具

がどこにあるか知らせたりすることで，自分

たちの考えたことを試してみようとするこ

とができるようにする。 
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を触ったり小さなザリガニをもったりして

いる。その様子に興味をもった幼児が集ま

り，「触りたい」「怖い」等と口々に言って

いる。教師が「ソウちゃん，ザリガニもてる

のすごいよね。先生はちょっと怖いな」と声

を掛けると，ヤエが「ヤエちゃんも。でも触

りたい」と言う。教師が「ね，触ってみたい

よね。でも勇気が出ないなあ」と言うと，ソ

ウスケが「はさみじゃない所なら大丈夫

よ！」と言う。ヤエは恐る恐る指先で触ると，

「触れた！ヤエちゃん尻尾触った！尻尾な

ら大丈夫よ」と教師に笑いながら言う。周り

の幼児もザリガニの尻尾や背中を何度も触

ろうとする。その様子を見ていたケンタが，

「ケンちゃんもザリガニ捕ったことあるよ」

と言うと，ソウスケが「どこで？幼稚園のそ

この所？」と園の前の溝を指差す。ケンタは

「そこじゃなくて，おじいちゃんと一緒に

…」と説明する。その後，ソウスケとケンタ

がザリガニの話をしたり，もって見せ合った

りする様子を教師は見守る。 

 

 

 

６周りの幼児の気持ちに共感する声掛けをす

ることで，ソウスケの友達に触り方を教えよ

うという思いを引き出す。そうすることで，

周りの幼児がソウスケの話を聞き，勇気を出

して触ってみようという思いをもったと見

取る。 

 

 

 

 

 

この日以降，ソウスケがユウト，ケンタや他の友達と一緒にザリガニを見たり，もって見せ合

ったりすることを楽しむ日が続く。そして，ケンタに親しみをもち，一緒に砂場で砂を掘ったり

水を流したりして海をつくることを楽しむようになる。また，安心感をもって生活するようにな

り，ユウトと一緒に大きなシャボン玉をつくろうと繰り返し取り組む姿が見られるようになる。 

 
６月 20 日 「オスモウさんとアンドウさん！」 

ソウスケがザリガニをもって来てから，多くの幼児がザリガニに興味をもち，最初は怖がって

いた幼児も触ったりもとうとしたりする様子が見られるようになる。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑦ケンタが体が 20 ㎝近くある，大きなはさみ

をもったザリガニと小さなザリガニをもっ

て来る。「先生！ケンちゃんのザリガニ見

て！おじいちゃんと捕ったんよ！大きいで

しょ！」と興奮気味に話す。教師も大きさに

驚き「すごいね！こんなに大きなザリガニ初

めて見たよ！」と言う。その様子に気付いた

ソウスケが「ソウちゃんにも見せて！うわ！

ソウちゃんのより大きい！どこで釣った

ん？」とケンタに尋ねる。 

⑧ケンタと仲のよいコウキがやってきて，３人

で大きなザリガニを見たり，触ろうとしたり

しながら話をする。ケンタは大きなザリガニ

 

 

 

 

７ケンタはもって来たザリガニの大きさに

興味をもっていると見取る。そこで，教師

も大きさに驚きながら話をすることで，

側にいたソウスケが興味をもち，自分か

らケンタに関わろうとすることができる

ようにする。 

 

 

 

— 74 —



 

4 
 

だけが入った飼育ケースを見ながら，他のザ

リガニと一緒にしてはいけないことを話す。

他の幼児も興味を示しているが，遠くから見

ている。教師が「みんなも見たいみたいだね。

どこに置こうか？」と投げ掛けると，ケンタ

が「お部屋の前に置く。他の人にも見せてあ

げたい」と言って，多くの幼児が通る廊下に

飼育ケースを置く。廊下を通る幼児はケンタ

たちに何が入っているのか尋ねたり，飼育ケ

ースをのぞき込んだりする。ケンタとコウキ

がしばらく廊下でザリガニを眺めていると，

通り掛かった他の教師が，何が入っているの

か尋ねる。ケンタは「ケンちゃんが捕ってき

たザリガニよ！すごく大きいでしょ」と得意

気に話す。それを聞いた教師は「そうなの。

大きいね。何ていうお名前なの？」と尋ねる。

ケンタは大きなザリガニをじっと見て少し

考え，「オスモウさんにする！」と答える。

その後，保育室に走って戻ってきて，「先生，

あのザリガニのお名前決まった！オスモウ

さんとアンドウさんにした！」と言う。教師

が「オスモウさん！？かっこいい名前だね。

アンドウさんはケンちゃんと同じお名前に

したんだね」と共感する。 

 

⑨降園前の振り返りの時間，教師が「今日，新

しいザリガニさんが来たんだよね。みんな見

たかな？」と投げ掛ける。ケンタはすかさず

コウキと一緒に飼育ケースをもって来て前

に立ち，「これ，ケンちゃんがもって来たん

よ。オスモウさんとアンドウさんって言う

の」と学級の友達に伝える。それを聞いたソ

ウスケが「何でオスモウさんなの？大きいか

ら？」と尋ねると，ケンタは「大きいし，強

そうだから！」と嬉しそうに答える。 

 

 

 

 

 

 

 

８ケンタたちにどこに置くかを投げ掛け，

多くの幼児が見やすい場所に置いたこと

で，周りの幼児も大きなザリガニに興味

をもって見るようになったと見取る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ケンタのもって来たザリガニを話題にす

ることで，ケンタが自分のザリガニの名

前を知らせようとしたり，学級の幼児が

大きなザリガニに興味をもったりするこ

とができるようにする。 

ソウスケを中心に学級の幼児は，巨大なザリガニのオスモウさんに興味をもち，体の大きさや

ひげの長さに驚きながら触ろうとする。しかし，手を近付けると大きく振り上げてくるはさみが

怖くてなかなかもつことができない。特にソウスケ，ケンタは毎日のようにもとうと挑戦するが，

うまくいかない日が続く。 
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６月 28，29 日 「オスモウさん，もてた！」 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑩選んだ遊びの時間に，ケンタが「先生，見て

見て！オスモウさんもてたよ！」と高くもち

上げながら教師に見せる。教師が「やった

ね！こんなに大きいのにもてたの！」と一緒

に喜ぶ。その様子を見ていたアイが「アイも

もてた…」と小さいザリガニをもって見せ

る。それに続いてコウキや他の幼児もそれぞ

れザリガニをもって見せる。「みんなザリガ

ニさんと仲よくなったんだね。せっかくだか

ら写真撮ろうかな」と声を掛け，それぞれの

幼児がザリガニをもっている姿を写真に撮

る。 

 

 

 

 

 

 

10毎日オスモウさんをもとうと挑戦してき

たケンタの姿から，もてた喜びが大きいこ

とを見取り，教師も一緒に喜ぶ。その様子

を見ていたアイも，自分のもてるザリガニ

をもってみようとしていると見取る。 

 

 

⑪翌日，ザリガニの近くに昨日撮った写真を掲

示しておくと，ソウスケがそれに気付き，ケ

ンタの写真を指差しながら，「これオスモウ

さん？」と教師に尋ねる。教師は「そうだよ！

昨日ケンちゃんついにオスモウさんもてた

んだって！」と答える。ソウスケは「ふーん」

と言いながら写真をじっと見ている。 

⑫しばらくすると，ソウスケが「先生，見て！

ソウちゃんもオスモウさんもてたよ！」と大

きな声で教師を呼び，もって見せる。教師が

側に行き，「本当だ！すごいね！」と言うと，

隣で見ていたユウトが別のザリガニをもち

ながら，「先生，写真！一緒に撮って！」と

急いだ様子で言う。教師が「分かった！ハイ，

チーズ！」と言って写真を撮り，「よし，撮

れたよ。明日ここに貼っておくね」と言う。

11ケンタがオスモウさんをもっている写真

について尋ねる姿から，刺激を受けている

と見取り，ケンタがもてた喜びを伝えるこ

とで，自分ももちたいという思いが強くな

るようにする。 

 

 

 

 

12ソウスケはケンタの写真に刺激を受けて，

思い切ってもち，ずっと関わってきたオス

モウさんをもつことができたことを喜ん

でいると見取る。 

翌日，ソウスケは写真が貼られているのを見て，ユウトと喜んだり，何度もオスモウさんをも

ち，友達や教師に見せたりする。 

 

６月 30 日 「ピースピース！」 

教師がタライの水を替えていると一緒に世話をしようとする幼児の姿が見られるようになって

いるが，ソウスケは世話をすることにはあまり興味を示さない。しかしこの日，遊んでいる途中

に，ふと水が汚れていることに気付いたソウスケが教師に知らせ，他の幼児と一緒に水替えをす

る。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑬ソウスケがきれいになったタライにザリガ

ニを入れていると，水替えを側で見ていたタ
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イセイがザリガニに手を伸ばす。はさみを振

り上げたザリガニを見て，タイセイは「ザリ

ガニさん，ピースしてる！ピースピース！」

と言いながらザリガニの真似をしてチョキ

の手を頭の上に伸ばす。教師は「本当だ！ピ

ースピース！お水がきれいになって嬉しい

のかな？」とタイセイの真似をしながら声を

掛けると，タイセイは嬉しそうに「ピースピ

ース！」と言う。それを見ていたソウスケや

周りの幼児も「ピースピース！」とタイセイ

と一緒に体で表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13恥ずかしさからリズム遊びや表現遊びに取

り組みにくいソウスケだが，ザリガニに親し

みをもっていることが，自分からタイセイの

真似をしてザリガニの動きを表現することに

つながったと見取る。 

その日，リズム遊び「おふろやさんにいこう！」をすると，ソウスケは最初は戸惑っていたが，

ユウトやタイセイに触れ合いながら活動する中で，身体を洗い合ったり，「いち，にの，さん！」

と言いながらジャンプしたりする姿が見られる。 

 
４ 「学びに向かう力」の育ちと「考える力」の育ち 

この事例を通して，幼児の「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」を刺激したり引き出

したりする要因を以下のように考察した。 

（１）「学びに向かう力」を引き出す身近な生き物との関わり 

 本学級の多くの幼児が身近な生き物に興味や関心をもっている。生き物には，その個体特有

の体の形や動き方等の様々な性質の面白さ，働き掛けると反応を示す応答性等，幼児にとって

魅力的な要素が備わっている。そのため，⑥⑩⑫のように，幼児は見たり，自分の手で触った

りしたくなるという「好奇心」が刺激された。そして，「自発性」が引き出され，その感触や

形，大きさを直接感じ取ろうとしたり，気付きや思いを思わず言葉にしたり，関わろうとした

りする姿につながったと考える。 

さらに本学級の幼児にとってのザリガニは，身近な存在であるだけでなく，体の形や色，大

きさ等にかっこよさや強さを感じていると同時に，大きなはさみや素早い動きに対し恐怖心も

感じている。この２つの感情が，幼児の「怖いけど触ってみたい」「もっと大きいザリガニを

もてるようになりたい」という願いをもって，取り組むという「自発性」を引き出し，うまく

いかなくても繰り返しザリガニに関わろうとする姿につながったと考える。 

 

（２）「学びに向かう力」を引き出す環境構成 

 幼児が見たり，触ったりすることができるようにザリガニを飼う環境を工夫したり，幼児と

共に環境を整えていったりすることで，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○②では，ソウスケのザリガニを引っ越したいという思いを受け止めると同時に，今後のザリガ

ニへの関わりやすさを考え，２つの容器から選ぶことができるようにした。また，ソウスケが

大きさで分けることを提案したため，すぐに２つのタライを用意し，考えを実現できるように

した。大きな丸いタライで飼うことで，他の幼児も関わりやすく，⑥のようにソウスケのザリ

ガニをもつ様子を見て，触ってみようとするという「好奇心」や「自発性」が引き出され，ザ

リガニに興味をもち，自分なりに関わろうとする姿につながった。 

○⑧では，ケンタがもって来たザリガニを友達に見せたいと思っていること，ソウスケや他の幼

児が興味をもっていることを見取り，他の幼児も見やすい所に置けるようにしたことが，周り
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の幼児の「好奇心」や「自発性」を引き出し，大きなザリガニに興味をもち，その後も繰り返

し関わる姿につながったと考える。 

○⑩では，ザリガニをもてるようになった多くの幼児が自信をもっていることを見取り，写真を

撮って掲示した。そうすることで，幼児が自分や友達がもつことができた姿をいつでも見るこ

とができ，またザリガニをもってみよう，今度はもっと大きなザリガニをもってみようという

「自発性」を引き出し，自分なりのめあてをもち，繰り返しやってみようとすることにつなが

ったと考える。 

 

（３）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助 

 教師自身が生き物に親しみをもって関わる姿を示すことで，幼児も自分から関わろうとする

姿につながったと考える。また，幼児が興味をもっているものを見取り，幼児の思いや考えを

受け止めながら声を掛けることで，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○③④では，ザリガニをもてずに困っているソウスケの姿を見取り，思いに共感したり，どうす

ればよいのか投げ掛けたりすることで「自発性」が引き出され，ユウトと一緒にザリガニを移

す方法を探そうとする姿が見られた。また，幼児の思いや考えを認めることで，自分から柄杓

をもって来てザリガニを移そうとする姿につながったと考える。 

○⑥では，まだザリガニを触ることに怖さを感じている幼児の姿を見取り，共感したり，ソウス

ケがもてることを認めたりすることで，周りの幼児の「自発性」が刺激され，ソウスケの話を

聞き，尻尾や背中に触ってみることを楽しむ姿が見られるようになったと推察する。 

 

（４）「学びに向かう力」を引き出す友達の存在 

 幼児が家庭からもって来た生き物を他の幼児に知らせることで，「学びに向かう力」が刺激

され，周りの幼児も興味をもったり，同じように家庭からもって来たりする姿につながったと

考える。また，友達の取り組んでいる様子や表現している姿を見ることで，「自発性」が高ま

り，自分も友達と同じようにしてみたいという思いをもち，できないことにも繰り返し取り組

む姿が見られるようになった。 

○⑨では，ケンタのもって来た大きなザリガニと小さなザリガニに名前があることに面白さを感

じたり，親しみをもったりすることができるように，振り返りの時間に取り上げた。ケンタが

付けた「オスモウさん」と「アンドウさん」という名前のザリガニは，他の幼児の「好奇心」

や「自発性」を引き出し，その後も親しみをもってオスモウさんに繰り返し関わる姿につなが

ったと推察する。 

○家庭からザリガニをもって来たソウスケとケンタは一緒にザリガニに関わるうちに，オスモウ

さんをもてるようになりたいという同じ願いをもち，繰り返しもとうとする姿が見られるよう

になった。⑪⑫では，ソウスケはケンタがオスモウさんをもっている様子が写った写真から刺

激を受け，「自発性」が高まり，自分も勇気を出してもってみようとする姿につながったと考

える。 

○⑬では，タイセイの表現を見て面白さを感じたソウスケや周りの幼児の「自発性」が引き出さ

れ，ザリガニの特徴を感じながら友達と一緒に体で表現することを楽しむ姿につながったと考

察する。 
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（５）「学びに向かう力」と「考える力」の関係性 

実践事例中のソウスケの「学びに向かう力」の「好奇心」と「自発性」の育ちに着目し，「考

える力」との関係性を考察した。以下のように，「学びに向かう力」と「考える力」は，双方

向の関係にあり，「学びに向かう力」を引き出すと，「考える力」も豊かになる。また，「考

える力」を豊かに育むことにより，「学びに向かう力」も引き出される。 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 

 
 

 

学びに向かう力の育ち 考える力の育ち 

自発性 好奇心 

ザリガニを大きなお家に

引っ越そうとする。② 

ザリガニを自分でタライに

入れていこうとする。③ 

友達のザリガニの大きさを感じたり，

どうしてその名前を付けたのか考えた

りする。⑦⑨ 

ケンタがオスモウさんをもって

いる写真をじっと見る。⑪ 

オスモウさんをもとうと

繰り返し関わる。 

オスモウさんがもてたことを喜び，何

度ももつことを楽しむ。⑫ 

ザリガニがはさみを振り上げている様

子を「ピース」と言う友達の表現の面白

さを感じ，真似をすることを楽しむ。⑬

安
心
感 

この実践を通しての考える力の育ち

○身近な生き物に親しみをもち，自分なりに関わることを楽しむ。 

○自分の思いを話したり，友達の言動を見聞きし，自分から関わろうとしたりする。 

水槽より大きなタライを選んだり，ザ

リガニを分けるためにタライを２つ用

意することを教師に伝えたりする。②

 

もてないザリガニをどのようにして移

すかを考えたり，ユウトと一緒に使え

そうな道具を試したりする。④ 

 

柄杓でザリガニをすくうことができる

ことに気付き，繰り返しすくう。⑤ 

 

友達の「ザリガニに触りたい」という気

持ちに気付き，どこを触るのがよいの

か知らせる。⑥ 

柄杓をもって来て，ザリガ

ニをすくおうとする。⑤ 

繰り返しザリガニを触っ

たりもったりする。⑥ 

オスモウさんをもつ。⑫ 

何で「オスモウさん」という

名前にしたんだろう？⑨ 

ケンちゃんのザリ

ガニ大きい！⑦ 

ピースピースって

面白いな。⑬ ぼくもやって 

みよう。⑬ 

オスモウさんって強そ

うだな。 
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次に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている３つの「資質・能力」がこの実践事例の中で

育まれているか検証した。そのうち，「学びに向かう力」は前記の左欄にある。したがって，

「知識・技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」の２つの視点で実践事例の中で見

られた「考える力」の育ちを以下のように分析した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 
 本事例以前のソウスケは，新しい友達に関わろうとすることが難しく，ユウトと遊ぶことが多

かった。また，降園前の振り返りの時間に，学級の幼児が集まっている場所から少し離れた所に

座ったり，教師や友達の話に興味をもちにくく，聞いていなかったりする姿が見られていた。 

本事例の中で，ソウスケが自分でもって来たザリガニを世話しようとする「自発性」が引き出

された場面で，ザリガニを引っ越すためのユウトの考えに興味をもって聞き，ザリガニを移すた

めの方法を考えて，試したり，自分の考えを友達に話したりするという「考える力」につながっ

た。また，ケンタがもって来たザリガニに「好奇心」を刺激され，「何でオスモウさんって言う

の？」と気になることを尋ねたり，ケンタの話を聞いたりして，名前から大きさや特徴を感じる

という「考える力」が見られた。そのことが，オスモウさんに繰り返し触ろうとする「自発性」

を引き出し，大きなザリガニをもてるようになりたいという思いをもち，どこをもてば大きなは

さみが当たらないかということに気付くという「考える力」の育ちにつながった。 

幼児の「好奇心」や「自発性」が引き出される場面では，幼児が必要感をもって「聞く」姿が

見られ，したいことに向かって考えたり工夫したりする「考える力」につながった。また，友達

のしていることや言っていることに興味をもって聞くことで，新たな「好奇心」や「自発性」が

引き出され，よりよい方法を考えたり，刺激を受けて真似をしたり，新しいことに取り組んだり

する「考える力」につながった。これは，「生活していくために必要な習慣」の仮説③に当ては

まると考える。 

 

〈知識及び技能の基礎〉 

・水やりに使っていた柄杓を思い出し，ザリガニをすくえる形であることに気付く。⑤ 

・友達がもって来たザリガニを見て，自分のもって来たザリガニを思い浮かべ比べたり，「オ

スモウさん」という名前を聞いたりしてザリガニの大きさを感じる。⑦⑨ 

・大きなザリガニをもとうと繰り返し関わる中で，どこをもてば大きなはさみが当たらない

かということに気付く。⑫ 

・友達のしていることを見て，ザリガニがはさみを振り上げた様子を「ピースをしている」と

表現し，特徴を感じる。⑬ 

 

〈思考力，判断力，表現力等の基礎〉 

・ザリガニを飼った経験から得た「たくさんのザリガニを飼うには大きな容器が必要だ」とい

う知っていることをもとに，必要なものを考えたり，教師に知らせたりする。また，水槽と

タライという２つの容器を見比べて，より大きなタライを選ぶ。② 

・ザリガニをすくうために友達がもって来た両手鍋を見て，他によりよい方法がないかを考

える。④ 

・ザリガニに関わってきた経験から「ザリガニははさみが危ない」という気付きを，ザリガニ

に触りたがっている友達に言葉で知らせる。⑥ 

・友達が付けた「オスモウさん」という名前の由来を考える。⑨ 

・友達が「ピースピース」と表現している姿に面白さを感じ，真似をして体で表現する。⑬ 
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６ 「考える力」の育ちの照合 
この事例の中では，ソウスケだけでなく，ケンタやヤエ等周りの幼児にも下記のような「考え

る力」の育ち（左図）が見られた。これは本事例の月の指導計画と照らし合わせると，月のねら

い（右図）に向かえていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣も月の指導計画に位置付いており，

この時期に応じた保育や育ちを保証することができたと考えられる。 

（帆足比呂） 

 

 

 

○身近な生き物に親しみをもち，自分

なりに関わることを楽しむ。 

○自分の思いを話したり，同じ場にい

る友達の姿に興味をもち，関わろう

としたりする。 

 

 

○身近な自然の事象や動植物の様子に

関心をもち，親しむ。 

○したい遊びに取り組む中で，同じ場

にいる友達や一緒に遊んでいる友達

の言動に関心をもち，友達と関わっ

て遊ぶ楽しさを感じる。 

本事例の月のねらい 考える力の育ち 
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実践事例５  「わたし，うんていが１番好き！」 

３年保育５歳児 ５月～６月 

１ 幼児の実態 

 進級後，ほとんどの幼児は，年中時に同じ学級だった友達を誘って進級前に遊んでいた靴取り

鬼や一輪車，砂場等で一緒に遊ぶ姿が見られた。また，保育室の前にはうんていがあり，興味を

もっている幼児が何度も取り組んでいた。 

サヤは，自分なりにつくりたいものを考えてつくることが好きで，草花を使った色水遊びで様

々な色や濃い色水を何度もつくっており，年中時に同じ学級だったミクと言葉を交わしながら遊

ぶ姿が見られた。しかし，できないと思っていたり，苦手意識をもっていたりするうんていは，

ミクがしている様子を見ているだけであったり，教師に誘われてもしようとしなかったりする姿

が見られた。 

 

２ 指導にあたって 

 固定遊具の場では，できるようになる喜びやめあてをもって取り組む楽しさを味わうことがで

きるように，それぞれのしていることを十分に認めたり，苦手だと感じている幼児が少しずつ取

り組もうとする様子を励ましたりする。また，同じ場で遊ぶ友達と互いに刺激し合ったり，喜び

を共有したりすることができるように友達の様子を一緒に見たり，振り返りの機会を設けたりす

ることで，「自発性」や「挑戦意欲」を引き出し，友達の考えを聞いたり，思ったことを言った

りしながら，自分なりのめあてをもって繰り返し取り組むという「考える力」を育んでいく。 

サヤが，日頃からうんていに挑戦するミクの姿をじっと見ている様子から，うんていをするこ

とに興味をもっていると教師は感じていた。そこで，友達の姿から刺激を受けられるように，サ

ヤが友達の様子を見ているときに頑張っている姿を認めたり，サヤが友達の変化に気付けるよう

な声掛けをしたりする。また，サヤがしてみたいと心を動かし，やってみようとする姿を応援し

たり，少しでもできたことを認めたりする。そうすることで「自発性」や「挑戦意欲」を引き出

し，自分からうんていに取り組む中でめあてをもつようになり，できるようになった喜びを感じ

たり自信をもったりするという「考える力」を育んでいく。 

 

３ 幼児の姿と教師の援助   

５月 10 日 「いつも見てるから」    
いつも一緒に遊んでいるミクがうんていをし始めたため，サヤも近くに 

行き，その様子をじっと見たり，年中時からできていたうんていの横をつ 

たっていく「カニ渡り」をしたりしている。しばらくすると，うんていを 

しているミクの様子を見てほしいとサヤが教師を呼びに来る。 

＊青字は「学びに向かう力」を引き出す教師の援助，  は「学びに向かう力」が見取れた姿を示す。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①教師が「ミクちゃん，応援に来たよ」と言う

と，ミクは「行くよ，見といて！」と言い，

うんていを両手で握る。片手を離して次の棒

を握ろうとすると落ちてしまう。教師が残念

そうに「惜しい！」と言うと，ミクは明るい

表情で教師の顔を見ながら「もう１回！」と

言って再び取り組む。教師が「もう１回挑戦

するみたいだね」とサヤに言うと，サヤは「ふ

 

 

 

１ミクの様子を励ましたり，あと少しで次の棒

に届きそうなことを実感できるような声を

掛けたりすることで，ミクの繰り返し取り組

もうとする意欲が高まるようにする。 
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ふ」と微笑む。 

②ミクは何度か挑戦するが，次の棒を握ること

ができずに落ちる。ミクが疲れた様子で教師

の顔を見る。教師がミクに「惜しいよな。あ

とちょっとで次に進めそうなのに。でも片手

が離せるようになってよかったね！」と力強

く言うと，ミクは嬉しそうに笑う。サヤが「前

は離せなかったもんね」と教師を見ながら言

う。 

③教師がサヤの顔を見て「よく知ってるね。サ

ヤちゃんすごいな」と驚くと，サヤは「わた

し，いつも見てるから」と嬉しそうに言う。

教師は「そうなんだ。いつも見てるんだね。

じゃあ，またミクちゃんがうんていを頑張っ

てたら教えてね。サヤちゃんもやってみよう

かなって思ったときは応援に来るから教え

てね」と言うと，サヤは嬉しそうに「分かっ

た」と答える。教師がうんていをしている他

の幼児に関わっていると，サヤが「先生，見

といて！」と教師を呼ぶ。見に行くとカニ渡

りを教師に見せる。教師が「カニ渡り！スイ

スイ進めるんだね」と言うとサヤは照れくさ

そうに笑う。 

 

④降園前の振り返りのときに，その日の遊びで

楽しかったことを学級の幼児に尋ねる。サヤ

とミクが手を挙げ，友達の前に出てくる。ミ

クが「うんていをしたのが楽しかった」と言

う。教師が「ミクちゃんはあとちょっとで次

の棒に進めそうなんだよね」と言う。ミクは

嬉しそうにうなずく。教師が「サヤちゃん

は？」と尋ねると「うんていでカニ渡りをし

ました」と嬉しそうに言う。 

⑤周りの幼児は「ぼく，全部進めるよ」「わた

しは上に乗れるよ」「カニ渡りもできるよ」

とできることを口々に言う。教師は他の幼児

の言葉を受け止め，「ミクちゃんとサヤちゃ

んがうんていしているところをまた見せて

もらおうかな」と二人の顔を見て言うと，ミ

クとサヤは顔を見合わせて笑う。 

 

２もう少しで棒に届きそうだという実感から，

何度も取り組んでいるのだと見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３サヤの「いつも見てる」という言葉からうん

ていへの興味はあるのだと見取る。自分から

やってみようと思うタイミングで取り組め

るような声を掛けたり，取り組み始めたらす

ぐに応援することができるように近くで見

守ったりする。 

 

 

 

 

 

 

４ミクやサヤがうんていに取り組んでいた様

子から満足していると見取る。そして，２人

で手を挙げている様子から，友達の前で自分

のしたことを話したい気持ちが高まってい

るのではないかと見取る。そこで，友達の前

で話す機会を設けたことで，楽しかったこと

を話す満足感を味わったり，翌日以降への意

欲につながったりすることができるように

する。 

５ミクやサヤの言葉から，周りの幼児は自分が

うんていをしていたときのことを思い出し，

思わず言葉にして表したのだと見取る。 

 翌日以降，以前から取り組んでいた幼児以外にも，カニ渡りをしたり，うんていの上を渡った

りする等自分なりのやり方で遊ぶ幼児の姿が見られる。サヤは，カニ渡りに繰り返し取り組み（⑥），

半分くらいまで進むようになる。 
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５月 16 日 「先生，見て」 

 ４～５名の幼児がうんていの下に椅子を並べ，椅子に足を乗せながら前に進む「練習レーン」を

つくる。椅子に足を乗せてうんていを握ると，手を離しても地面に落ちないため，他の幼児

も次々と椅子を運んでいるが，ミクは椅子を使わずにうんていに繰り返し挑戦している。椅子に足

を乗せると不安定に見えたので，教師は椅子の他に大型積み木を用意する。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑦ミクは「積み木いいね」と言ってうんていの

最初の棒の下に置く。積み木があることで，

２本目の棒にも両手が届く。教師が「２本目

にも届いたね」と喜ぶとミクは「いい感じ！」

と笑う。サヤはミクの積み木を押さえてい

る。教師が他の幼児のうんていをする様子を

見ていると，後ろからミクが大きな声で「先

生！」と呼ぶ。振り返るとサヤが大型積み木

に乗ってうんていの２本目の棒を両手で掴

んでいる。 

 

 

⑧教師が「サヤちゃん挑戦してるんだ！」と驚

くとサヤは嬉しそうに笑う。ミクは「見てて」

と言うと，サヤが乗っている大型積み木を足

の下から素早く移動する。サヤは棒を両手で

掴んだまましばらくぶら下がると，教師の驚

いた様子を見て，嬉しそうに地面に降りる。

⑨教師は「すごい！ぶら下がってたよ！」と言

いながらサヤとハイタッチをする。サヤは

「もう１回するから見てて」と言うと，同じ

ようにして見せる。 

⑩教師が「１，２，３…」と数えるとサヤはぶ

ら下がりながら笑う。しばらくするとうんて

いから降りる。教師は「８秒！」と言うとミ

クとサヤは顔を見合わせて笑う。教師は「次

は何秒ぶら下がれるかな」と声を掛ける。ミ

クは「わたしが数えてあげる」と笑顔で言う

とサヤが再びぶら下がり，ミクが数え始め

る。すると，先ほどより長い時間ぶら下がる

ことができ，ミクがぶら下がっていた時間を

伝えると，嬉しそうに笑う。 

⑪サヤが終わるとミクは「次はわたしがする」

と言ってぶら下がり，サヤが数える。教師も

一緒に数えていると，うんていをしていた他

の幼児も「数えて！」と言ったり，「見て！」

と前に進んだり片手を離してぶら下がった

 

 

 

 

 

 

 

７大型積み木を使って２本目に手が届いたミ

クの様子をサヤが間近で見ていたことで，サ

ヤは大型積み木を使ったら自分もできるか

もしれないと思い，勇気を出して初めて棒を

掴んだのではないかと見取る。 

８「挑戦」という言葉を使い，サヤにとって抵

抗感のあったうんていに本人なりに取り組

んでいる気持ちに寄り添うことで，自分なり

に挑戦してみようとする気持ちが高まるよ

うにする。 

 

９自分なりのやり方を認めることで，受け止め

られた喜びを感じ，繰り返ししてみようとい

う意欲がもてるようにする。 

 

10ぶら下がっている数を数えることで何秒ぶ

ら下がることができたという実感やもっと

たくさんぶら下がろうとするめあてをもっ

て繰り返し取り組むきっかけになるように

する。 

 

 

 

 

 

11サヤの様子を見て，ミクもやってみたいとい

う気持ちが高まったのだと見取る。 
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りする姿を見せる。 

  

５月 23 日 「がんばりマメ，わたしにもある？」 

 サヤは，うんていに繰り返し取り組んでいるコウキとも一緒にうんていで遊ぶ様子が見られる

ようになる。ミクは前に進もうと少しずつ片手を離して次の棒を掴もうとしており，コウキは３

分の２ほど進むことができるようになってきている。サヤは両手だけでなく，片手でぶら下がっ

たり，次の棒に移ろうとしたりしている（⑫）様子から一緒に遊ぶミクやコウキの様子を見て刺

激を受けたと見取る。毎日のようにうんていをするうちにサヤは２本，３本と少しずつ前に進め

るようになる。 

この日，ミクの手にできていたマメがうんていをしているときに破れる。教師がミクの手に絆

創膏を貼っているとサヤが近寄ってくる。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑬サヤが「どうしたの？」と尋ねるとミクは「皮

が破れた」と答える。サヤは「うわ，痛そう」

と顔をしかめる。教師は「皮が破れるくらい，

何回も挑戦したんだよね。これ，がんばりマ

メって言うんだよ。うんていを頑張っている

人にはよくできるんだよ」と言い，ミクの手

のまだ破れていないマメを指差す。サヤは

「本当だ」と言いながら，教師がミクの手に

絆創膏を貼る様子を見る。教師が絆創膏を貼

り終え，ミクに「どうする？今日はもうやめ

る？」と尋ねると，ミクは「いや，まだ頑張

る」と言ってうんていに向かう。 

⑭サヤは教師に「がんばりマメ，わたしにもあ

る？」と教師に手を見せる。教師は手を指で

触りながら「この辺りは固くなってきている

から，できると思うよ。サヤちゃんいつもう

んてい頑張っているもんね」と言うと，サヤ

は満足そうにうなずき，うんていに向かい，

繰り返し取り組む。 

 

 

13 ミクが痛そうな破れたマメを見て，うんてい

に取り組む気持ちが挫けてしまうかもしれ

ないと見取る。「がんばりマメ」という言

葉で伝えることで，また頑張ろうとする気

持ちをもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

14 サヤはうんていを頑張っているのだから自

分にもマメがあると考えていると見取る。

サヤの頑張っている姿を認めたりマメがで

きそうな部分を押さえたりしながら気持ち

を受け止めることで，より意欲がもてるよ

うにする。 

 降園前の振り返りの時間に，ミクが手にできたマメが破れたことを友達の前で話す。教師も「が

んばりマメ」という言葉を使い，ミクが繰り返し取り組んでいることを伝えると，自分の手を見

たり，自分にもマメがあることを言ったりする他の幼児の姿が見られる。 

また，サヤやミク，コウキは手にマメができることを誇らしく感じており，うんていで遊んだ

後には教師に両手を広げながら「見て！」「がんばりマメできてる？」と見せに来る姿が何度も

見られる（⑮）ようになる。教師が手を撫でながら頑張りを認めると嬉しそうにうんていに戻っ

たり，「手が痛いな」と言いながら満足そうな表情を浮かべたりしている。そして，コウキが最

後まで進めるようになった日の降園前の振り返りの際には「自転車を漕ぐみたいに足を動かした

らいい」「手を早く動かす」とうんていができるようになるためのコツを友達に知らせる姿が見

られる。サヤやミクはコウキの話を興味深そうに聞きながら，「こうかな？」というように体を

揺らしたり，手を動かしたりしている（⑯）。 

後日，コウキから聞いたうんていのコツをやってみる様子も見られ，サヤやミクは最後まで進
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めるようになるために毎日挑戦している（⑰）。 

 

６月１日 「サヤちゃんが全部行けた！」 

  実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑱ミクが走って教師の側に来る。ミクは「先生，

サヤちゃんがうんてい全部できたから見

て！」と言うので，教師は「本当！？行く行

く！」と言い，すぐにサヤの所に向かう。ミ

クがサヤを指さすと，サヤが「行くよ！」と

うんていを掴んで進み始める。サヤは半分く

らいまで行くと，落ちてしまう。苦笑いのよ

うな表情のサヤを見ながら教師は応援する

気持ちを込め，何も言わずにうなずくと，サ

ヤは教師を見ながら「もう１回！」と言って

再び挑戦する。 

 

⑲サヤは必死な表情で１本ずつ進んでいき，最

後まで渡り切る。達成感に満ちた顔をしてい

るサヤの側に教師はすぐに近寄り「やった

ね！すごい！」と一緒に喜ぶ。サヤは恥ずか

しそうに笑う。 

⑳ミクは「そりゃあ，サヤちゃんは毎日うんて

いしとるもんな」と誇らしげに言う。教師は

「そうだよね。できるようになりたいって思

って，毎日してたのをみんな知ってるもん

ね。ミクちゃんもサヤちゃんのこと教えてく

れてありがとう」と言う。サヤは嬉しそうに

「もう１回しようっと」と言い，最後まで進

もうと何度も取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

18 苦笑いの表情からサヤのもどかしい気持ち

を読み取る。サヤの気持ちを分かっている

ことが伝わるようにうなずきながら見守る

ことで，もう１回しようとする気持ちを支

えることができるようにする。 

19 最後まで進むことができたことで達成感を

味わっているのだと見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 自分のことを友達からも教師からも認めら

れたり，めあてが達成できたりした喜びか

ら何度も取り組んでいるのだと見取る。 

 その日の降園前にサヤはうんていを全部進めたことを友達の前で嬉しそうに言う。また，降園

時，サヤの保護者にもうんていを全部進めたことを教師が伝えると，「うんていが最後まで進め

たことをわたしの所に来たらすぐに言った（㉑）。できるようになりたいと言っていたのでよか

った」と保護者から伝えられる。 

６月６日には，ミクもうんていを全部進めるようになり，２人とも最後まで進めるようになっ

た喜びを共有する。その後，サヤは教師に「わたしはうんていが１番好き」と言ったり，「１段

飛ばしで進みたい」「今度は後ろ向きでやってみよう」と次のめあてをもってうんていに取り組

んだりする姿が見られるようになる（㉒）。  

 

４ 「学びに向かう力」の育ちと「考える力」の育ち 

この事例を通して，幼児の「学びに向かう力」の「自発性」や「挑戦意欲」を刺激したり引き

出したりする要因を以下のように考察した。 

（１）「学びに向かう力」を引き出す友達の存在 

一緒にうんていに取り組んだり,励ましてくれたりする友達がいたことで,「学びに向かう
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力」が刺激された。また，一緒に取り組む中で気持ちを共有したり,互いに刺激し合ったりする

友達の存在により「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○①や②でサヤにとって気の合う友達であるミクが，何度もうんていに挑戦している姿や片手を

離すことができたことを教師に認められる姿を見たことが，サヤの「自発性」を刺激して,自分

もやってみたいと思うきっかけになったと考える。 

○④では，一緒にうんていで遊んでいたサヤとミクを振り返りの時間に取り上げた。２人の発言

を聞いたことにより学級の多くの幼児が「好奇心」や「自発性」を引き出され,翌日以降に様々

な方法で遊ぶ姿につながったと考える。 

〇⑫では,ミクやコウキが少しずつ前に進めるようになってきている姿が刺激となり,「挑戦意欲」

が引き出され,自分から片手でぶら下がったり,次の棒に移ろうとしたりする姿につながったと

考える。 

○⑱でミクが教師を呼びに来たことからサヤを近くで見守っていたり，互いに刺激し合ったりし

ていたと推察される。また，⑳では日々の頑張りを受け止めてくれるミクの発言がある。この

ような存在により,サヤの諦めずにやってみようとする「挑戦意欲」が引き出されて,最後まで

進めるようになりたいというめあてをもって繰り返し取り組む姿につながったと考える。 

 

（２）「学びに向かう力」が引き出される状況 

  保育室の中から，すぐ見えるところ所にうんていがあることや繰り返し取り組む時間がある

ことで「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○うんていが保育室の前にあり，したいと思ったときにすぐに取り組める環境である。また，本

学級の幼児は，室内で遊んでいたり弁当を食べていたりしながらうんていをしている友達の様

子を見ることができる。これらのことが幼児の「好奇心」や「自発性」を刺激し，友達のして

いることに興味をもったり,自分もしてみたりする姿につながったと考える。 

○自分なりにいろいろな方法でやってみたり，うまくいかなくても何度も挑戦したりすることが

できる時間があったことで,「自発性」や「挑戦意欲」が引き出され,自分からやってみたり,

自分なりのやり方で挑戦したりすることができたと考える。 

 
（３）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助 

教師はうんていに様々な方法で取り組む楽しさに共感したり，それぞれの幼児がしているこ

とを受け止めたりしたことで，「学びに向かう力」を引き出したと考える。 

○③で，その場ですぐにしてみるように促すのではなく，サヤがしてみようと思うときに応援す

るという姿勢を見せたり，すぐに関わることができるよう近くにいたりすることで，「自発性」

を引き出し，自分からカニ渡りをして見せる姿につながったと考える。 

○⑥のようにカニ渡りやうんていの上に乗って進んだり，⑧のようにぶら下がったりする等，自

分なりのやり方で遊ぶ幼児の楽しさに共感したり，受け止めたりしたことで，「自発性」を引

き出し，自分なりのやり方で繰り返し取り組むことを楽しむ姿につながったと考える。 

〇⑱では,幼児の頑張りをすぐに認められるように近くで見守ったり,うまくいかなかったときに

幼児の気持ちに寄り添ったりした。そうすることで,「挑戦意欲」が引き出され,失敗しても再

び取り組み,めあてが達成できたことを喜ぶ姿につながったと考える。 

 

（４）「挑戦意欲」を引き出す教師の援助 

めあてをもって取り組む幼児の姿を励ましたり，幼児の取り組む姿の変容を言葉にしたりし

たことで「学びに向かう力」を引き出したと考える。 

○①でミクに「惜しい！」と声を掛けたことで,ミクはもう少しで次の棒に届きそうという次への
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見通しがもてたり,⑨で「ぶら下がってたよ！」とサヤに声を掛けたことで自分の変容を実感し

たりした。このように，次への意欲が高まり「挑戦意欲」が引き出されて，めあてに向かって

繰り返し取り組んだり，次のめあてをもったりする姿につながったと考える。 

○⑬でミクの手にできたマメを「がんばりマメ」と呼んだり，⑭でサヤの日々の取り組みを認め

たりした。そうすることで「挑戦意欲」が引き出され,マメが痛くても諦めずに頑張ったり,自

分の頑張りを受け止めてもらえる喜びを味わったりしながら，繰り返し取り組む姿につながっ

たと考える。 

 

（５）「学びに向かう力」と「考える力」の関係性 
   実践事例中のサヤの「学びに向かう力」の「自発性」と「挑戦意欲」の育ちに着目し，「考

える力」との関係性を考察した。以下のように，「学びに向かう力」と「考える力」は，双方

向の関係にあり，「学びに向かう力」を引き出すと，「考える力」も豊かになる。また，「考

える力」を豊かに育むことにより，「学びに向かう力」も引き出される。 
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考える力の育ち 学びに向かう力の育ち 

  自発性 

うんていのことを友達の
前で紹介したいという思
いをもち，挙手する。④

カニ渡りだったらできるの
で，やってみようという思
いをもち，やってみる。③

安
心
感

前よりも長くぶら下がる満足感を
味わう。⑩ 

片手でぶら下がったり，次の棒を
掴もうとしたりする等，自分なり
に試しながら取り組む。⑫ 

  挑戦意欲

前に進めるよう
になりたい。⑫ 

〇自分からうんていに取り組む中でめあてをもつようになり，できるようになった喜びを感じ

たり自信をもったりする。 

この実践を通しての考える力の育ち 

  好奇心 

ミクがうんていを
している様子をじ
っと見る。 

繰り返し挑戦する中で前より進め
るようになる充実感を味わう。⑮

 
自分からカニ渡りをす
ることを繰り返す。⑥ 

大型積み木を使ってう
んていにぶら下がると
いう自分なりのやり方
を何度もする。⑧⑨ 

がんばりマメが
できているかど
うか教師に尋ね
る。⑭ 

友達からコツを聞き，気付いたこ
とを自分なりに試す。⑯ 
 
めあてが達成できたことを喜び，
教師に見せたり，保護者に伝えた
りする。⑳㉑ 
新しいめあてをもって，取り組む。
㉒ 

コツを聞き， 
イメージしながら
体を動かす。⑯ 

失敗しても，諦め
ずに取り組む。⑱

カニ渡りを教師に見せ，認められ
たことで，満足感を味わう。③ 
 
友達の前でうんていに取り組んで
いることを言ったり，友達が言う
ことを聞いたりする。④ 

大型積み木を
使ったらわた
しもできるか
もしれない。⑦ 

前よりも長くぶ
ら下がれるよう
になりたい。⑩ 

がんばりマメって
何だろう？⑬ 

何回も挑戦
しよう。⑭ 

コウキみたいに 
最後まで進みたい。⑯

どうやって最
後まで進んだ
のだろう？⑯ 
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  次に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている３つの「資質・能力」がこの実践事例の中で

育まれているかどうかを検証した。そのうち，「学びに向かう力」は前記の左欄にある。した

がって，「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」の２つの視点で実践事

例の中で見られた「考える力」の育ちを以下のように分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 

 本事例以前のサヤは，気の合う友達であるミクと一緒にいるときには，自分の思ったことを伸

び伸びと話したり，ミクの言っていることを聞いたりしながら遊ぶことが多かった。集団の中で

話を聞く際は，話の途中で集中が途切れてしまったり，他の人が話をしているときにミクと話を

していて聞いていなかったりする姿が見られていた。 

 本事例で，サヤはミクがうんていをしている姿を見ていたことがきっかけで，「好奇心」や「自

発性」が引き出され，自分も取り組むようになった。そうすることで，少しずつできるようにな

る喜びを感じたり満足感を味わったりするという「考える力」の育ちが見られた。その中で，他

の友達がうんていの話をする場で，コウキのやり方を聞いてその場で思わず体が動いたり，聞い

た内容を実際に試したりする姿が見られるようになり，「挑戦意欲」が高まり，最後まで進める

ようになりたいというめあてに向かって繰り返し取り組むという「考える力」の育ちが見られた。 

また，うんていに取り組んでいく中で，「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」が引き

出されていくうちに「挑戦意欲」をもつようになる姿が見られた。これは，うんていにめあてを

もって取り組んでいる友達と教師のやりとりを聞いたり，友達から話を聞いたりすることができ

るように援助したことが一因であったと考える。また，そのような援助は，幼児のめあての変容

にもつながり，自分なりのめあてをもって繰り返し取り組むという「考える力」の育ちにもつな

がったと考える。 

つまり，友達や教師から遊びのめあてに関する内容を「生活していくために必要な習慣」の「聞

く」という習慣と「考える力」の育ちや「学びに向かう力」の「好奇心」や「自発性」から「挑

〈知識及び技能の基礎〉 

・カニ渡りに取り組む姿を認められる嬉しさを感じる。③ 

・うんていに取り組んでいることを友達に伝えたり，友達がしていることを聞いたりするこ

とで，楽しさを改めて実感する。④ 

・長い時間うんていの棒を握るための棒の握り方が分かり，前より長い時間掴まることがで

きるようになる。⑩ 

・繰り返し取り組む中で，次の棒に手を移すための体の使い方やタイミングの取り方が分か

り，少しずつ前に進めるようになる。⑫ 

・友達と同じめあてをもって遊ぶ楽しさを感じる。⑮ 

 

〈思考力，判断力，表現力等の基礎〉 

・前に進もうと繰り返し取り組む中で，２本，３本と連続で前に進むためにはどうすればよ

いか，考えたり工夫したりする。⑮ 

・友達が前に進むためのコツを言っていることを聞いて，どのようにするかをイメージして

実際に試してみる。⑯ 

・最後まで進めたことへの喜びが生まれ，迎えにきた保護者にすぐにその喜びを言葉で表現

する。⑳ 

・１段飛ばしで進んだり，後ろ向きで進んだりしたいという具体的なイメージを描き，新た

なめあてをもつ。㉑ 
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戦意欲」への高まりとの関係が深く，仮説の②や④に当てはまると考える。 

 

６ 「考える力」の育ちの照合 

 この事例の中では，サヤだけでなく，ミクやコウキ等周りの幼児にも下記のような「考える力」

の育ち（左図）が見られた。これは本事例の月の指導計画と照らし合わせると，月のねらい（右

図）に向かえていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 また，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣も月の指導計画に位置付いており，

この時期に応じた保育や育ちを保証することができたと考える。 

（阿部耕平） 

 

〇友達の考えを聞いたり，思ったことを

言ったりしながら，自分なりのめあて

をもって繰り返し取り組む。 

 

 

○自分なりにめあてをもち，考えたり工

夫したりして，繰り返し取り組む。 

○友達と思いや考えを伝え合いながら，

遊びや仕事を進めようとする。 

本事例の月のねらい 考える力の育ち 
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実践事例６  「走らせたい！」 

                        ３年保育５歳児 11 月 

１ 幼児の実態 

電車や昆虫等に興味をもっている幼児が多く，同じように興味をもっている仲間同士５～６名で

考えを出し合い，めあてに向かって必要なものをつくったり調べたりして遊びを進めるようになっ

てきた。また，その様子を見聞きして，興味をもつ幼児も増えてきた。一方で，遊び方や考え方が

違っていざこざになったり，強く主張する友達の言う通りにしたりする様子も見られた。また，自

分で考えたことであっても，思うようにいかないとすぐに諦めてそれ以上は続けようとしない様子

や，難しそうだと感じることに自分から関わろうとしない様子も見られた。 

ナツキは，興味のあるものごとに対してじっくりと考えたり自分なりにやってみようとしたりす

る姿があった。受け入れてくれる相手がいれば，その思いや考えを素直に伝えようとする姿が見ら

れた。一方，自分から考えを伝えたり疑問に思ったことを尋ねたりすることは難しく，友達にすぐ

に聞いてもらえなかったり強く主張されたりすると言うのを諦めてしまう姿があった。 

 

２ 指導にあたって 

 友達と考えを伝え合って力を合わせながら遊べるよう，教師も仲間の一員として参加する中で，

幼児の考えを引き出したり，互いの考えを伝え合うことができるように仲介をしたりすることで，

「協同性」を高め，同じめあてをもって遊びを進める楽しさを味わうという「考える力」を育んで

いく。また，幼児の要望や考えをもとに材料を用意したり時間を十分に確保したりすることで，「自

発性」を引き出し，自分で材料を選んだりじっくりと取り組んだりして，自分の思いや考えを表し

ながら願いを実現するという「考える力」を育むことができるようにする。そして，めあてに向か

って取り組んでいる幼児を認めたり気持ちが持続するように励ましたりして「挑戦意欲」を高め，

思うようにいかなかったり，話がまとまらなかったりする等，すぐにめあてが実現しなくても，繰

り返し試したり考えたりして，やり遂げようとするという「考える力」を育んでいく。 

 ナツキに対しては，受け入れてくれる仲間づくりに努めながら，発言したことが認められる場面

をつくったり，強く主張する相手にも言えるよう見守りながら必要に応じて後押しをしたりするこ

とで，「自発性」や「挑戦意欲」を引き出し，集団の中で自分の考えを伝えたり願いを実現したり

するという「考える力」を育みたい。 

 

３ 幼児の姿と教師の援助 

11月１日 「走らせたい！」 

電車や新幹線等，乗り物に興味のある幼児が多く，電車ごっこや駅弁屋等をして遊びに取り入れ

ている様子から，10月の終わりに地域の路面電車車庫に見学に行くことを提案する。 

見学の際には，外装や運転席，自動ドア，ブレーキ等様々な仕組みに関心をもち，実際に車体や

車内を見学しながら，案内係の方の話を聞いたり自分から質問をしたりする様子が見られる。その

日の園での振り返りでは，電車をつくって遊びたいという声が聞かれる。 

     ＊青字は「学びに向かう力」を引き出す教師の援助，  は「学びに向かう力」が見取れた姿を示す。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

①「電車がつくりたい」「段ボール，ちょうだい」

とカツヤやカイ，アイ，マユが教師に言いに来

る。教師が「どんな段ボール？」と尋ねると，
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カツヤは「とにかく大きいの！」と言う。教師

が「どうして大きいのがいいの？」と尋ねると，

カイが「たくさん（の友達が）乗れるように，

な！」とアイやカツヤを見ながら返事をする。

アイとカツヤも笑顔でうなずく。教師は「一緒

に探しに行こうか」と幼児と倉庫を見に行き，

大きな段ボールの中から幼児が言うように５

枚程度を取り出し，保育室にみんなで運んで行

く。 

②保育室まで分担して運んで来ると，広げて箱状

にする。「何か違うんよな」と言うカツヤにカ

イはうなずき，「だって，走らせたいもんな」

と言うと，周りに集まって来ていたナツキやエ

イタ，タクヤらも一緒に，「そうそう」と声を

そろえて言う。教師が「みんながつくりたいの

は…？」と言うのを聞き，「走る電車！」と何

人もの幼児が続ける。 

 

③教師が「走る電車って，本物みたいだね。走る

ということは…」と言うと，タクヤが「タイヤ

がいるな」とナツキにつぶやく。聞いていた周

りの幼児もうなずく。 

④それに対して，カツヤ「つくれるん？」タロウ

「段ボールを丸く切って…？」カツヤ「段ボー

ル？」カイ「動くかな，それ」「大丈夫なん？」

と会話が続き，側で聞いていた教師の方をみん

なで見る。教師が「タイヤか…。動くように，

だよね。何がいいかなあ」と辺りをきょろきょ

ろと見回しながらつぶやくと，そこにいた幼児

も周りを見回す。しかし，何も見付けられず，

そのうち，エイタが「ぼくんち，ベビーカーが

あるよ。タイヤが付いてる」カイ「だけど…ど

うやるん」アイ「一輪車にもタイヤがあるよね

…」等と，タイヤや車輪が付いている身近な物

を挙げていく。教師が「家からもってきてもら

うのは何だか悪いなあ」と言うと，カイ「幼稚

園の物？」タクヤ「…牛乳ワゴン！」ナツキは

小声で「それは使えない…」アイ「牛乳のとき

困るよねー」と言い，みんなで「ははは…」と

笑い合う。 

１つくりたい電車がどのようなものなのか，ま

た，その場にいる幼児がそれぞれどのように考

えているのか互いに知ることができ，めあてが

はっきりするよう，段ボールの形状を確認する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２大勢が乗れるだけでなく，走る電車がつく

りたいという願いを言葉にすることで，共

通のめあてを一人一人がはっきりともてる

ように声を掛ける。 

３走る電車をつくることへの期待や意欲が

高まるよう，「本物みたい」という言葉で

幼児に伝える。 

 

 

 

 

 

４走る電車をつくるには車輪が必要と気付き，

車輪として使えそうなものを考えているが，

話が行き詰まっている様子なので教師も一

緒に考えることで，諦めずにめあてに向か

えるようにする。また，考え続けられるヒ

ントになるよう声を掛け，それぞれの考え

を伝え合いながら遊びが進められるように

する。 

 その日の振り返りで電車づくりを話題にすると，エイタやカツヤは，段ボールの車体に車輪を付

けることで走る電車をつくろうとしていること，車輪をどのようにしてつくるか困っていることを

学級の幼児に伝える。その場でよい案は出されなかったが，学級の幼児は，それぞれに興味深そう
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な表情で聞き，参加していたメンバーは，「明日もしような」と口々に言う。 

 

11 月２日 「あーははははっ」 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑤昨日遊んでいたナツキ，アイ，エイタ，カツヤ，

カイが段ボールの周りに集まっている。誰も何

も言わないが，車輪になるものを考えているの

で，教師が「何かないかなあ。（昨日話に出た）

牛乳ワゴンは無理だけど」と一緒に考えている

と，アイが「探す？」カイが「探しに行こう」，

周りの幼児が「いいよ」と，それぞれにあちら

こちらを探し始める。教師もその様子を見たり

一緒に探したりする。なかなか見付からない中，

カツヤが材料入れとして使っていた鉄製ワゴ

ンを見付けて，「先生，来て！」と言う。教師

が付いて行くと，「これ！これ，使っていい？」

と尋ねる。一緒に付いて来ていた幼児も「これ，

使おう！」と考えが一致する。 

⑥組み立て方を幼児同士で相談した後，段ボール

カッターを使って段ボールの一辺を切ってい

く。「もっとこうか？ここ」と言ったり，「こ

こ，もって！」と頼んだりしている。互いに段

ボールを支えてもらいながら代わる代わる切

り開き，時間を掛けて段ボールを次々と貼り合

わせて四角い枠の車体をつくる。さらに，車体

前後の外側にそれぞれワゴンを外れないよう

ガムテープで何重にも貼り付けていく。ナツキ

も友達から「段ボールもっといて」と頼まれ，

「分かった！」「いいよ」と段ボールを支えた

り，「する？」と言われてカッターで真剣に切

ったりする。教師もガムテープを一緒に貼った

り「あと少しだね」「ここは大丈夫かな」と声

を掛けたりする。「ここがまだだ」「布ガム，

切って」という声が上がり，車体とワゴンとを

貼り合わせていく。その間に，「やってる！」

「いいね」「入れて！」と他の場で遊んでいた

リクやマユたちも集まって来る。 

⑦段ボールでつくった車体の前と後ろに材料ワゴ

ンをしっかりと貼り合わせたことを確かめ，「や

った！」「できたなあ！」とその場にいる友達

と喜び合う。そして，「よし，出発」「出発！」

と勢いよく廊下に出て行く。「進んだ，進んだ！」

と喜んでいると後ろから「ちょっと待って！」

 

 

 

５なかなか考えが浮かんでこない様子なので，

一緒に考えたり探したりすることで，諦めずに

考えられるようにする。また前日に話題に挙が

った「ワゴン」という言葉を出すことで，続き

を考えたり気持ちが持続したりするようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６同じめあてに向かって電車をつくるために大

きな段ボールを支え合っていると見取り，時

間を確保すると同時に，全体を見ながら，見

通しがもてるように声を掛け，より力を出し

合おうとすることができるようにする。 
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「外れてきたー！」「壊れた！」という声が響

く。後方に付けていたワゴンが外れ，前方のワ

ゴンに付けていたガムテープも少しずつ外れて

いく。途中で貼り足すものの引っ張られて車体

の段ボールも少し破れ，形も崩れていく。つい

に，廊下の反対側の端にたどり着く頃にはばら

ばらになってしまう。一瞬の沈黙の後，その車

体を見て，その場にいた幼児全員が，「あーは

はははっ」と一斉に大笑いする。少し間を置い

て教師が「壊れちゃったねー」と笑って言うと，

皆にっこりと笑う。 

 

 

 

 

 

 

⑧「お部屋に戻そう」と言うエイタに他の幼児は

皆で笑顔でうなずく。教師が「諦めるの？」と

尋ねると，「え？諦めないよ」「な」と当たり

前のように言う。そして，みんなで段ボールと

ワゴンをもち上げたり引きずったりしながら保

育室まで戻す。その後，ナツキとアイは日頃振

り返りのときに使っているホワイトボードを出

してきて，電車の絵をかき始める。そこにエイ

タも加わり，話をしながら自分たちなりの「設

計図」をかく。教師は少し離れた所からその様

子を見守る。 

    

⑨その日の振り返りで，電車をつくっていた

幼児それぞれが，電車をつくったことや，

すぐに壊れたことを学級の友達に伝える。

そして，どのようにつくればよいか，段ボ

ールやワゴンを実際に目の前に置いた状態

で，考えを出し合う。教師は幼児の言葉を

繰り返したり具体的に質問したりする。ナ

ツキが「（ワゴンを段ボールの枠の）中に

入れる？」とつぶやき，それを聞いていた

周りの幼児は，納得したような表情や，分

からないような表情をそれぞれに見せる。

そこで，実際に幼児と一緒にワゴンを少し

離して前後になるように置き，その周りを

囲むように段ボール枠を置いてみると，み

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７時間を掛けてつくった電車があっという間に

壊れてしまったにもかかわらず，全員で笑い

飛ばす姿は予想していなかった。その姿を見

て，一緒につくった楽しさや満足感，一体感

が根底にあると失敗も楽しく前向きに捉えら

れると気付き，幼児の思いを受け止める。 

 

 

 

８その場の雰囲気から気持ちが途切れていない

よう思えたが，念のために確認し，その場に

いる友達同士の一体感が持続するようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９振り返りの場で，幼児の言葉を補ったり実際

に幼児に見えるように電車を置いたりするこ

とで，学級全体の幼児が友達の言っているこ

とや思いを分かるよう，また聞きたくなるよ

うにする。 
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んなが「あー」と納得の表情になる。ナツ

キは安心したような嬉しそうな表情で微笑

む。 

 

11 月４日 「小さい組さん，外が見えんよ」  

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑩次の日，ナツキやアイ，エイタ，カツヤらが「も

う１回つくるから段ボールちょうだい」と教師

に言いに来る。「強いの」「固いの」と要求す

るので，前回用意したものより丈夫で大きめの

段ボールを用意する。段ボールを前日のように

カッターで切って車体をつくり始める中，段ボ

ールをじっと見ながら「でも高さはどうする？」

とエイタが言い始める。 

⑪教師が側で聞いていると，カツヤ「電車なんだ

からぼくら（の背）より高くないと」エイタ「そ

うか」ナツキは真剣な表情で「そしたら，何も

見えん…」カツヤ「そうだけど」アイ「でもそ

れじゃあ小さい組さんが怖がるんじゃない？」

と会話が進み，アイの言葉にみんな急に納得の

表情になる。 

⑫カイ「小さい組さん，外が見えんよ」リク「小

さい組さんの顔が見えるようにか…」エイタ「っ

てことは…」「あ，分かった！ちょっと待って

て」と言いながらリクは廊下へ飛び出していく。

教師が「リクちゃん，どうするんだろうね」と

言うと，残った幼児らは口々に「小さい組さん

の背を調べに行ったのかも」「どうやって？」

「でも，そうよな」等と言う。教師が「やっぱ

りみんなは，小さい組さんたちを乗せてあげた

いんだね」と言うとうなずいたり笑顔になった

りする。エイタ「喜ぶよ，きっと」そこへリク

が戻ってきて，「（小さい組の）ショウちゃん，

今無理だって」と言う。教師が「呼んで来よう

と思ったの？」と言うと，リク「そう。今おや

つ食べとった」エイタ「じゃあ，今は無理だね」

リク「小さい組さんで測れば，よく分かるだろ」

タロウ「だよね。じゃあ，後で行けばいい！」

と話がまとまる。そして，自分たちの肩の丈よ

り少し低めな段ボールを確かめながら選んでい

く。 

 

 

 

10予想通りに固い段ボールを要求してきた

ので，大きくて丈夫な段ボールで，少しず

つ高さや大きさの異なるものを用意し，幼

児が選べるようにする。 

 

11つくり直すということで，前回よりよく考

えてつくろう，本物のようにつくろうと思

っていると見取り，その思いを大切にする

ため，幼児同士のやりとりを見守る。 

 

 

 

 

 

 

 

12年少児との関わりが日頃からできており，

ごっこ遊びを考えたときには必ず年少児を

誘いに行く経験があった。また，話の流れ

からめあてが共通になってきたと見取った

ことから，めあてが明確になるよう声を掛

ける。 

 

 

弁当を食べ終えると，リクは，再び年少組保育  
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室に行き，年少児のショウを自分の保育室に連

れて来る。照れながら立っているショウに「こ

こ，ここ。ちょっとじっとしてて」と，電車の

車体として使おうと思っていた段ボールを前

に，ショウの背と比べる。ショウの顔がちょう

ど出る高さの段ボールであることを確かめる

と，周りから歓声が上がる。「これなら，いい

なあ」とみんな笑顔で顔を見合わせると，リク

は，ショウを年少組の保育室まで送っていく。

確信を得てみんなで，引き続き段ボールで車体

をつくっていく。 

  その日の振り返りでは，年少児の背に合わせて車体の高さを決めたことを話題にする。 

 

11 月７日 「足りない！」 

７～８名が集まり，前日みんなで考えたように，段ボールの高さを年少児用に合わせ，朝から段ボ

ールを貼り合わせて車体をつくり，その中にワゴンをはめ込んでワゴンと段ボールを貼り合わせたり

ひもで結び付けたりしている。 

実践の展開 教師の見取り・援助の意図 

⑬カツヤ「はよ，出発しよう！」エイタ「まだだ

よー」アイ「これで外れない？」リク「もうい

いが，行こう」マユ「いけん，まだ」と言い合

いながら根気よくつくり続ける。教師も加わり，

一緒に貼ったり材料を補充したりする。カツヤ

もリクも友達にまだだと言われ，それを聞き入

れながらつくり続けている。そして，最後はみ

んなで電車を見回してから一斉に「できたー！

やった！」「行こう，行こう」と電車を廊下に

出して動かせる。「うわー！動いた！」と，内

側に入れたワゴンを運転席として押していく幼

児，まっすぐ進むよう横側から支える幼児，後

方から押す幼児と，分担している。教師は側で

見守りながら走る電車に付いて行く。 

⑭しかし，たくさん乗れるようにと長くつくった

車体の中程が床を引きずっている。「待って，

待って！」横側にいる幼児が気付き，慌てて車

体をもち上げ，引きずらないようにしながら少

しの間電車は進む。その直後，カツヤ「壊れる，

壊れる！」エイタ「足りない！」という声にナ

ツキが「車輪が足りないんだ！」と言う。

前方にいる幼児は動かそうと一生懸命で，

反応はない。そこで，教師が「ナツキちゃ

んもエイタちゃんもそう思う？」と周りに

 
 

 

13日頃気持ちが先走りがちなリクや周りの意見

を聞きにくいカツヤが，周りの友達からまだだ

と言われても，自分の気持ちを制しながらつく

り続けている。興味のある遊びの中でめあてが

明確になっているためだと見取り，思いが実現

するまで諦めずに続けられるよう見守りなが

ら，仲間として遊びに加わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14日頃あまり自分からは思いや考えを出そうと

しないナツキが，この遊びの中で自分の意見が
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聞こえるような声で言う。その声を聞き，

やっと電車は止まる。カツヤが「このまま

じゃあ走らん！」と言う。そこでナツキが

「ここに車輪があれば引きずらないんよな

あ…」と言う。カイ「ワゴン付ける？」エ

イタ「そうだけど…タイヤだけあればなあ」

アイ「ワゴンだらけは乗れないよねえ」 

⑮そのうち，考えは浮かばないが誰からとも

なく，「失敗は？」「成功の？」「…もと！」

とみんなで楽しそうな掛け声が始まる。何

度か繰り返すうちに，アイが「水筒のワゴ

ンは？」と言う。「水筒ワゴン！」「外れ

るから？」「そう！」「あれ，外れるよな」

そして教師が「そう，車輪の部分が外れる

よ。４つしか付いてないけど」と言うと「４

個？」「あ！じゃ，ふじ組さんにもらう？」

「年中さんにもお願いする！」「いいね

え！」と考えが一つにまとまり，ナツキも

「行って来る！」とはりきって言う。その

場にいる幼児はみんな，それぞれ分かれて

他の組へ向かう。そして，「もらってきた！」

と嬉しそうに戻って来る。 

 

その後，いろいろな組からもらってきた車

輪を車体の足下に布ガムテープで貼り付け

ては走らせてみて，引きずる所はないか確

かめ，足りない所に付け加えては運転して

試すことを続ける。 

受け入れられて嬉しさを感じてきたことで，大

きな声で考えを言えたと捉える。一方，周りの

幼児は，電車を動かすのに一生懸命でその

言葉に反応する余裕がない様子なので，ナ

ツキの言葉や考えに周りの幼児が気付いて関心

を向け，やりとりができるようきっかけをつく

る。 

 

15再び壊れたにもかかわらず，よい考えが浮かば

ない。けれども，次にどうするかを考えようと

している一体感や前向きさを楽しげな掛け声か

ら見取る。 

 

４ 「学びに向かう力」の育ちと「考える力」の育ち 

 この事例を通して，「学びに向かう力」の「協同性」や「挑戦意欲」を刺激したり引き出

したりする要因を以下のように考察した。 

 

（１）「学びに向かう力」を引き出す環境構成 

  幼児の関心を踏まえたり幼児の願いを捉えたりして材料や用具を用意した。また，共通

のめあてに向けて幼児が考え，ひらめいた用具を遊びに取り入れ友達と使えるようにする

ことで，「学びに向かう力」が引き出されていったと考える。 

◯①では，段ボールの形状等，なぜそれらが必要なのかを尋ね，材料を一緒に用意をするこ

とで「挑戦意欲」が刺激され，「走らせたい」という自分たちの願いやつくりたいものが

明確になってきて，走る電車をつくるというめあてをもって取り組む姿につながった。 

○⑩では，幼児の要望に応じた丈夫な段ボールを用意する際，大きさの異なる段ボールから

幼児が選べるようにしたことで，「協同性」が刺激され，年少児に合う電車をつくるとい

う同じ課題をもって考える状況が生まれ，友達同士で考えを出し合って一つのものをつく

— 98 —



- 8 -

る姿につながった。 

 

（２）「学びに向かう力」を引き出す教師の援助 

  遊びの展開を見守りながら，その過程で生じる課題や問題点を友達と乗り越えていける

よう，タイミングを図って声を掛けたり遊びに加わったりしたことで，試行錯誤する場面

が増え，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

◯③④⑤では，走る電車をどのようにしてつくるのか，車輪に何を利用するのか等について

教師が答えを出すのではなく，仲間として一緒に考えたり疑問を投げ掛けたりすること

で，「挑戦意欲」が刺激され，友達と一緒につくり方を考えたり用具を探したりしようと

する姿が引き出されたのではないかと考える。 

○⑨のように，振り返りの機会をもち，遊びの進み具合や行き詰まったこと，うまくいった

ことを話題にして思いや考えを伝え合うことで，「協同性」が刺激され，自分たちがして

きたことの意味や楽しさ，次のめあて等を友達と感じたり考えたりすることができ，翌日

の遊びで同じめあてに向かって遊びを進める姿につながった。                   

○⑨のようにナツキのつぶやきを取り上げたり，⑭のようにナツキたちの発言に周りの友達

が気付くように声を掛けたりしたことで，「自発性」が引き出され，周りの友達に受け入

れられる経験が度々でき，継続して取り組んだり自分から車輪を探しに行く等して意欲的

に取り組んだりするナツキの姿につながった。 

 

（３）「学びに向かう力」を引き出す友達の存在 

興味や関心が同じ友達，同じめあてをもつ友達，思いを受け入れる友達，力を合わせる

友達の存在により，「学びに向かう力」が引き出されたと考える。 

○⑥では，関心をもっている幼児が集まり，走らせたいという思いを共有しながら遊びを進

めることを楽しんだ。一人では扱いにくい大きさの段ボールを互いに支えながら切った

り，数名で力を合わせて作業を進めたりする友達がいることで，根気よくつくり完成させ

た。何より，友達と一緒につくる過程を楽しんでいる姿や言動が多く見られた。だからこ

そ，「協同性」や「挑戦意欲」が刺激され，⑦のように電車が次々と崩れていっても，み

んなで笑い飛ばし，⑧のように，もう１回つくろうと，諦めることなく友達と一緒に考え

たり再び挑戦したりする姿につながったと考える。 

◯⑬のように，自分たちでつくりたいものをつくっている充実感の中で，「自制心」が引き

出され，カツヤやリクは自分とは少し違う考えを友達から言われても受け入れて遊びを続

けた。他の場面でも，友達からの言葉を受け入れたり周りの友達と行動を共にしたりする

姿につながった。 

○それぞれがつぶやき，受け止め笑い合いながら相談するといった，参加しやすい雰囲気に

ナツキの「自発性」も引き出され，④のようなつぶやきが少しずつ増え，継続して遊びに

参加し，⑪のように真剣に考える姿となったと考える。 

 

（４）「学びに向かう力」を引き出す体験の積み重ね 

   感動体験や異年齢との関わり，本物との出会い等の共通体験により「学びに向かう力」

が引き出されたと考える。 

○幼児の興味関心を踏まえ，路面電車見学を計画した。路面電車見学は，本物の電車を間近

でじっくりと見たり，仕組みや特徴について説明を聞いたり疑問に思ったことを質問した

りするという感動体験となった。感動体験を共有したことにより「好奇心」や「挑戦意欲」
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が引き出され，電車をつくって遊びたいという願いも生まれた。共通のめあてに向かって

遊びを進める姿につながったと捉える。 

○間近でじっくりと電車を見たという本物に出会う体験を友達と一緒にしたことにより，③

で「本物みたい」という言葉を聞き，改めて自分たちのつくりたい電車のイメージが一致

して車輪をつくろうとしたのだと捉える。この出会いにより「挑戦意欲」が引き出され，

⑭⑮のように，なかなか達成できなくても，諦めずに取り組む姿になったと考える。 

○年少組の頃から年長児に「お世話」をしてもらったり，ごっこ遊びに誘ってもらったり等

して，親しみやあこがれの気持ちをもってきた。これらの共通体験がもとになって，自分

たちが年長組になり，店屋ごっこ等のごっこ遊びをすると年少児を誘い，楽しんでもらう

ことを喜んできた。今回も，⑪⑫のように年少児のためにはどんな大きさや高さの電車を

つくればよいかを決めようとするのは，幼児にとって自然なことになっていた。自分たち

がこれまでしてもらってきた心満たされる経験と年少児の存在とが刺激となり，年少児の

背の高さを考慮した電車をつくるというめあてに向かって試行錯誤するという姿につな

がったと考える。 

○⑭では，この遊びに参加していたナツキが思わず考えをはっきりと伝える姿が見られた。

それまでに，自分のつぶやきを周りが受け入れてくれる体験を積み重ねてきており，自分

の考えが遊びに生かされている実感から，安心感や自信が芽生え，「自発性」が引き出さ

れ，自分から考えを伝えたり車輪を求めて他の学級に借りに行ったりする姿につながった

と考える。 

 

（５）「学びに向かう力」と「考える力」の関係性 

実践事例中のナツキと周りの幼児の「学びに向かう力」の「協同性」と「挑戦意欲」の

育ちに着目し，「考える力」との関係性を考察した。以下のように，「学びに向かう力」

と「考える力」は，双方向の関係にあり，「学びに向かう力」を引き出すと，「考える力」

も豊かになる。また，「考える力」を豊かに育むことにより，「学びに向かう力」も引き

出されると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

— 100 —



挑戦意欲

の高まり 

        
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

振り返りで，みんなで考え

を出し合う。⑨ 

 

すぐに走らせられなくて

も，友達と共通のめあてを

もって試しながらつくり続

ける。⑩～⑬ 

 

年少児の背の高さを段ボー

ルの高さと比べ，適した大

きさの段ボールを選ぶ。⑫ 

挑戦意欲 自発性 協同性

集団の考える力の育ち 集団の学びに向かう力の育ち 

壊れても友達と一緒に大笑いする。⑦ 
アイやエイタと設計図をか

きながら，壊れた原因や仕

組みを考える。⑧ 

 

電車が壊れた体験から，そ

の原因や壊れにくい電車の

つくり方に気付く。⑨ 

ナツキの考える力の育ち 

 

友達がしていることに興

味をもち，参加する。② 

本物みたいな走る電車

をつくりたいと思う。②

車輪として使えそうなものを見付けた

いと考えたり探したりしようとする。④

壊れた！

ナツキの学びに向かう力の育ち 

どのようにすれば走る電車

がつくれるのかを考え，友

達と手分けをして材料を探

す楽しさを感じる。⑤ 

 

友達と分担して段ボールを

切ったり貼ったりして電車

をつくり，実際に走らせて

みる。⑥ 

友達の言葉を聞き，友達と

分担して段ボールを切った

り貼ったりして一緒につく

る。⑥ 

つまずき 

友達のもつめあてに同意し

たり②，車輪として使える

かどうか考えて言ったりす

る。④

何か違う 

段ボールで電車をつくろうとする。①

（自制心） 

年少児に合う車体の高さを

友達と考えようとする。⑫ 

つくり直して丈夫な電

車にしたいと思う。⑩ 

どうして壊れたのかなと思い，

設計図をかこうとする。⑧
壊れない電車のつくり

方を考えようとする。⑧

年少児の背の高さに合

う電車をつくりたい。⑫

※網掛けの部分の表記は，共通のめあてである

大きな段ボールだとなぜい

けないのか，年少児の背の

高さから気付き，友達に伝

える。⑪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○繰り返し試したり考えたりしてやり遂げようとする。 

○友達と考えを伝え合い，力を合わせながら同じめあてをもって遊びを進める楽しさを味わう。 

この実践を通しての考える力の育ち 

車体を引きずっていること

やその原因に気付き，すぐ

に周りの友達に伝える。⑭ 

 

車輪部分だけあればいいと

気付き，車輪を多く確保す

るために他学級に手分けを

して借りに行く。⑮ 

友達の気付きと自分の気付

きを結び付けて考え，周り

の友達に伝える。⑭ 

 

引きずっている部分に車輪

を付け足せばよいのではと

予測する。⑭ 

 

あとは車輪だけ解決すれば

出来上がると見通しをも

ち，車輪を借りに行くこと

を言葉にしてから進んで借

りに行く。⑮ 

車体を引きずっているこ

とを知らせようとする。⑭

 

 

引きずっている原因を

知らせようとする。⑭

いい考えは浮かばないが，「失敗は成功のもと」の

合言葉で楽しくなり，もっと挑戦したくなる。⑮

うまく走るために必要な材料は

何がよいか考えようとする。⑭

意気揚々と借りに

行こうとする。⑮

うまく走るために隣の保育室

だけでなく全保育室に車輪を

借りに行こうとする。⑮

壊れる！壊れる！ 

   電車を走らせたいが，まだ完成 

していないと友達から言われ，気持ち 

を抑える。⑬ 
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  次に，次期『幼稚園教育要領』で扱われている３つの「資質・能力」がこの実践事例の中で育

まれているかどうかを検証した。そのうち「学びに向かう力」は，前記の中央にある。したがっ

て，「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」の２つの視点で実践事例の中

で見られた「考える力」の育ちを以下のように分析する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 「生活していくために必要な習慣」と「考える力」の育ち 
 本事例以前のナツキは気の合うタクヤと二人で一緒に遊ぶことが多かった。自分が考えたことを

タクヤに話したりタクヤの話を聞いたりしながらじっくりと遊びに取り組んでいた。降園前の振り

返りの場で，友達の話に興味をもって聞く姿が見られていた。 

本事例では，興味をもっている大好きな電車を友達がつくって遊ぼうとしていることに気付き，

タクヤがいなくても自分から遊びに加わった。興味津々で路面電車を見学し案内係の方の話を聞い

ていたナツキにとって，タクヤが側にいなくても継続して参加し思いが出せる遊びになった。そし

て熱中して遊ぶ中で，周りの友達が言っていることを聞くことが基盤となり，走る電車をつくりた

い，引きずっている原因を知らせたい等の「自発性」や「挑戦意欲」が引き出され，何を使って車

輪をつくるか，走る電車をどのようにしてつくるか等について，自分なりにつくり方を考えようと

したり，友達と伝え合ったりするという「考える力」の育ちも見られた。さらに，走らせたいとい

う「挑戦意欲」やつまずきに向き合い，つくり直そうという「自制心」により，注意深く聞く姿に

もつながっており，「学びに向かう力」が「聞く」習慣を高めていると考える。言葉を聞き逃さず，

自分の考えと結び付けて大きな声で伝える姿や，車体を引きずっている状態を何とかしようと相談

する際，自分の気付きを友達が聞き受け止めて相談が進んで行く嬉しさを感じて車輪を進んで借り

に行くという「学びに向かう力」と「考える力」の育ちが行き来する姿も見られた。 

このように，「学びに向かう力」と「考える力」の双方向的な関係が高まり合ったのは，「生活

〈知識及び技能の基礎〉 

・友達の言葉を聞き，友達と分担して段ボールを切ったり貼ったりして一緒につくると，自分だけ

ではできないようなものも完成できることを実感する。⑥ 

・壊れた電車を実際に見ながら考えを出し合うことで，その原因や壊れにくい電車のつくり方に気

付く。⑨ 

・大きな段ボールでつくるとなぜいけないのか，年少児の背の高さから気付き，友達に伝える。⑪

・先行経験から，引きずっている部分に車輪を付け足せばよいのではと予測する。⑭ 

 

〈思考力，判断力，表現力等の基礎〉 

・どのようにすれば走る電車がつくれるのかを考え，友達と一緒にまたは手分けをして

材料を探したり見付けたりする楽しさを感じる。⑤ 

・友達と分担して段ボールを切ったり貼ったりして電車をつくり，実際に走らせてみることを楽し

む。⑥ 

・つくった電車が壊れても，友達と設計図をかきながら，壊れた原因や仕組みを考える。⑧ 

・すぐに走らせられなくても，友達と共通のめあてをもって試しながらつくり続ける。⑩～⑬ 

・年少児の背の高さを段ボールの高さと比べ，適した大きさの段ボールを選ぶ。⑫ 

・「足りない！」という友達の気付きと自分の気付きを結び付けて考え，周りの友達に伝える。⑭

・車体を引きずっていることやその原因に気付き，すぐに周りの友達に伝える。⑭ 

・あとは車輪だけ解決すれば出来上がると見通しをもち，車輪を多く確保するために他学級に手分

けをして借りに行く。⑮ 
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していくために必要な習慣」の「聞く」習慣が身に付いてきていることに加え，友達と共有した感

動体験があることや遊びへの興味が強いことから聞きたい気持ちが高まり，めあてを実現させるた

めに聞こうとする必要感も生まれたことが大きいと考える。その中で，「自発性」や「挑戦意欲」

が揺り動かされ，同じめあてをもつ友達の考えを聞いて自分の気付きを言葉にしたり，自分の考え

を受け入れてくれる友達の言葉を聞いて自分から行動する等という「考える力」が発揮された。こ

れは仮説③，④に当てはまる。 

 

６ 「考える力」の育ちの照合 

 この事例の中では，ナツキや周りの幼児に下記のような「考える力」の育ち（左図）が見られた。

これは本事例の月の指導計画と照らし合わせると，月のねらい（右図）に向かえていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「生活していくために必要な習慣」の「聞く」習慣も月の指導計画に位置付いており，こ

の時期に応じた保育や育ちを保証することができたと考える。 

（六車美加） 

 

 

 

○繰り返し試したり考えたりしてやり

遂げようとする。 

○友達と考えを伝え合い，力を合わせ

ながら同じめあてをもって遊びを進

める楽しさを味わう。 

 

 
○友達と同じめあてに向けて，思いや考

えを伝え合ったり力を合わせたりし

て，遊びや仕事を進める。 

考える力の育ち 本事例の月のねらい 
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参考事例  「早寝早起きの習慣の確立と定着のために」 

～チャレンジカードの取組から～ 

 

１ はじめに 

幼児期は，基本的生活習慣を身に付け，生涯を通じて健康な生活を送るための基礎を培う時期

である。規則正しく生活し，心と体を健康に保つことは，意欲的に遊びに取り組み，様々なこと

に挑戦しようという気持ちをもつことにもつながると考えられる。幼児が健やかに成長していく

ためには，基本的生活習慣の確立と定着を図ることが重要である。 

本園の保護者は，幼児の健康に関する意識が高く，早寝・早起き・朝ごはんを中心とした基本

的生活習慣が整っている幼児が多い。保護者からも「早寝早起きは年少の頃から習慣になってい

るので規則正しく生活できている」「８時までには布団に入るという習慣がしっかりできている」

といった声が多く聞かれる。しかし，中には保護者の仕事の都合や兄姉の生活リズムに合わせて

しまうことで就寝時刻が遅くなってしまう幼児もいる。また，３歳児は，入園前と入園後では生

活環境が大きく変わることもあり，まだ生活リズムが整っていない幼児も見られる。 

本園では２週間のチャレンジカードを毎学期に１回ずつ実施し，幼児と保護者が「はやおき」

「はやね」「あさごはん」「うんち」等のコースに挑戦することで基本的生活習慣の確立と定着を

目指してきた。しかし，各家庭で起床時刻，就寝時刻の目標を決め，守れた日に印を付けるとい

う方法で実施していたため，実際の起床時刻，就寝時刻を把握することはできなかった。また，

就寝時刻の目標を９時以降に設定している家庭が約２割あり，就寝時刻が遅くなっているのでは

ないかと思われる幼児もいた。そこで，幼児の睡眠の実態を把握し，保護者と共によりよい生活

習慣の確立につながるような取組の実施を構想した。 

また，平成 28 年 10 月に保護者を対象に，睡眠を中心とした基本的生活習慣について外部講師

による講演会を行った。早寝早起きが大切な理由や，幼児の生活の様子を観察することで，幼児

が日中に眠くなることなく過ごせる睡眠リズムを見付けることの大切さ等を講演で聞き，睡眠に

関する保護者の意識がより高まっていたことから，早寝早起きに重点を置いたチャレンジカード

を実施することにした。 

 

２ 取組の概要 

（１）平成 28 年度の取組 

 

 

  

まずは，家庭でそれぞれの幼児に合った睡眠のリズ

ムを見付けてほしいと考え，「はやねはやおきチャレ

ンジカード」（図 20）を 11 月に実施した。どのくらい

の睡眠時間を確保すれば朝すっきりと起きることが

できるか，普段何時頃に就寝しているのかを保護者に

意識してもらうために，実際に寝付いた時刻と起床時

刻，朝起きたときの様子，昼寝の時間等を保護者が記

録する方法をとった。 

図 19 はやねはやおきチャレンジカード 

○はやねはやおきチャレンジカード（11 月１週間） 

○３学期チャレンジカード（１月２週間） 
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３学期は，冬休み明けで生活リズムが崩れている幼

児が多いと考えられる１月にチャレンジカードを実

施した。２学期までは１週目に「はやおきコース」と

「あさごはんコース」，２週目に「はやねコース」と

「うんちコース」に挑戦していた。しかし，まず早寝

早起きのリズムをつくることで，朝ごはんを食べたり

トイレに行ったりする時間をつくることができるよ

うにしたいと考え，１週目を「はやおきコース」と「は

やねコース」，２週目を「あさごはんコース」と「う

んちコース」に変更して実施した。また，就寝時刻，

起床時刻を記入する欄を新たに設け，保護者や幼児が

より早寝早起きを意識して取り組めるようにした。 

   

（２）平成 29 年度の取組 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度は，入園・進級後，早い時期に睡眠リズ

ムについて把握することで，各家庭で具体的な目標を
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と考え，５月に「はやねはやおきチャレンジカード」を

実施した。  

６月のチャレンジカードでは，はやねはやおきチャ

レンジカードの結果から，幼児が朝すっきりと目覚め

るためには何時間の睡眠が必要なのか，その睡眠時間を

確保するためには何時に寝ればいいのかを保護者自身

が考えて就寝時刻，起床時刻の目標を設定するようにし

た。 

２学期は夏休み明けの９月に６月と同じ方法でチャ

レンジカードを実施した。 

チャレンジカード実施後は，「ほけんだより」に結果

を掲載し，他の家庭の取組例を伝えた。また，毎回カー

ドに一言ずつコメントを記入したり，返却時に担任から

幼児に声掛けを行ったりして，チャレンジ期間が終了し

ても早寝早起きの意識をもち続けられるようにしてい

る。 

 

○はやねはやおきチャレンジカード（５月１週間） 

○１学期チャレンジカード（６月２週間） 

○２学期チャレンジカード（９月２週間） 

○３学期チャレンジカード（１月２週間・予定） 

図 20 実施後のチャレンジカード 

図 21 実施後のはやねはやおきチャレンジカード 

図 22 ほけんだより（６月） 

 

☺兄たちの夕方の宿題 等に影響されて 遅くなる ことのないように， 兄

弟の優先順位をまず第一が〇〇（名前）の生活リズムとしました。   
☺みんなでそろってお 布団に入ると早 く眠れるみたいです。私も家 事
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る準備がスムーズにできるようになりました。  
☺幼 稚 園 に 通 う よ う に な っ て 自 分 か ら 寝 る 時 間 を 気 に す る よ う に な

り，９時になったら自分から布団に入って寝るようになりました。 
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に挑戦しようという気持ちをもつことにもつながると考えられる。幼児が健やかに成長していく

ためには，基本的生活習慣の確立と定着を図ることが重要である。 
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といった声が多く聞かれる。しかし，中には保護者の仕事の都合や兄姉の生活リズムに合わせて

しまうことで就寝時刻が遅くなってしまう幼児もいる。また，３歳児は，入園前と入園後では生

活環境が大きく変わることもあり，まだ生活リズムが整っていない幼児も見られる。 

本園では２週間のチャレンジカードを毎学期に１回ずつ実施し，幼児と保護者が「はやおき」
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目指してきた。しかし，各家庭で起床時刻，就寝時刻の目標を決め，守れた日に印を付けるとい

う方法で実施していたため，実際の起床時刻，就寝時刻を把握することはできなかった。また，

就寝時刻の目標を９時以降に設定している家庭が約２割あり，就寝時刻が遅くなっているのでは

ないかと思われる幼児もいた。そこで，幼児の睡眠の実態を把握し，保護者と共によりよい生活

習慣の確立につながるような取組の実施を構想した。 

また，平成 28 年 10 月に保護者を対象に，睡眠を中心とした基本的生活習慣について外部講師

による講演会を行った。早寝早起きが大切な理由や，幼児の生活の様子を観察することで，幼児

が日中に眠くなることなく過ごせる睡眠リズムを見付けることの大切さ等を講演で聞き，睡眠に

関する保護者の意識がより高まっていたことから，早寝早起きに重点を置いたチャレンジカード

を実施することにした。 

 

２ 取組の概要 

（１）平成 28 年度の取組 

 

 

  

まずは，家庭でそれぞれの幼児に合った睡眠のリズ

ムを見付けてほしいと考え，「はやねはやおきチャレ

ンジカード」（図 20）を 11 月に実施した。どのくらい

の睡眠時間を確保すれば朝すっきりと起きることが

できるか，普段何時頃に就寝しているのかを保護者に

意識してもらうために，実際に寝付いた時刻と起床時

刻，朝起きたときの様子，昼寝の時間等を保護者が記

録する方法をとった。 

図 19 はやねはやおきチャレンジカード 

○はやねはやおきチャレンジカード（11 月１週間） 

○３学期チャレンジカード（１月２週間） 
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３ チャレンジカードの結果より 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

４歳，５歳とも前年度１月のチャレンジカードでは，11月と比べて９時までに就寝した日が週

に５日以上あった幼児が増えた。特に５歳は毎日９時までに就寝したという幼児が大きく増えた。

また，９時半以降に就寝した日が３日以上あった幼児は，４歳，５歳ともに減少していた。就寝

時刻や起床時刻の記入を依頼するのは初めての試みであったが，記録することで保護者が幼児の

生活を客観的に見ることができ，基本的生活習慣の見直しと改善につながったと考えられる。 

今年度の５月，６月に実施したチャレンジカードでは，大きな改善は見られなかったが，５歳

では前年度の11月と比較すると９時までに就寝している幼児が多く，９時半以降に就寝した日が

３日以上あった幼児も少なくなっていることから，１月に生活リズムが改善された後も引き続き

早寝を続けている幼児も多いと考えられる。 

３歳は，体力が十分ではないため昼寝が必要な幼児も多く，昼寝の長さや時間帯が就寝時刻に

影響を与えることもある。実施後のチャレンジカードを見ると，就寝時刻が９時半や 10 時を過ぎ

る場合もあった。保護者からは「昼寝をするので，時間までに布団に入っても寝付くまでに時間

が掛かってしまう」「どうしても昼寝をしてしまうので，寝る時間にばらつきが出てしまう」とい

う声も多く，この時期は，まだリズムをつくるのが難しいと推察できる。短期間のため大きな変

化は見られないが，「少しずつ昼寝の時間を少なくして早めに寝られるようにできればと思う」

「昼寝の時間は今後の体力の付き方を見守り，調整していこうと思う」等，幼児の成長に合わせ

て少しずつリズムをつくっていこうとしている様子が見られた。入園して間もない時期にチャレ

ンジカードを実施して早寝早起きをするための過ごし方を意識することで，早期に生活リズムを

確立することにつながると考える。 

チャレンジカードの効果が，すぐに現れるという幼児ばかりではないが，親子で生活習慣の改

善を意識して取り組み，少しずつ生活リズムが整ってきている幼児も見られる。 

Ａ児（表１）は，６月のチャレンジカードでは５月よりも就寝時刻が早くなり，９時までに寝

られる日が多くなっている。１か月の間に大きな改善が見られた。５月のチャレンジカード後，

保護者が意識して幼児を９時までに寝かせるようにしたと考えられる。 

Ｂ児（表２）は，３歳の11月には９時半以降に就寝することが多かったが，回を重ねるごとに

就寝時刻が早くなり，９時までに寝られる日が少しずつ増えている。チャレンジカードをきっか

けに，チャレンジ期間後も継続して基本的生活習慣の改善に取り組んでいると考えられる。保護

者の感想からも幼児自身が早寝早起きを意識して取り組んでいる様子や早寝早起きの習慣が定着

してきている様子が分かった。 

図 24 ９時半以降に就寝した日が３日以上あった幼児 図 23 ９時までに就寝した日数 
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表１．３歳Ａ児のチャレンジカードの記録 

＜３年保育３歳児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．４歳Ｂ児のチャレンジカードの記録 

＜３年保育４歳児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保護者の感想 

 チャレンジカードの感想からは，チャレンジカードの取組が生活リズムを見直すきっかけにな

ったという声が多く聞かれた。また，早く寝るために各家庭で様々な工夫をしている様子や，幼

児自身が早寝早起きをするために時間を意識して行動している様子も知ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○記録を残すことで今後の生活習慣を考えるよいきっかけになった。 

○20 時頃からリビングのテレビ，照明を消してお休みモードにするように変えた。するとほぼ

毎日決まった時間に早寝早起きするようになって大成功だったと思う。 

○毎日寝る時刻までに明日の用意，お風呂，食事が済ませられるように時間を気にしながら行

動することができていた。 

○寝る時間が近付いてくると自分で時計を見て「今何時？もう時間になった？」と聞くように

なり，本人の中でも意識付けとリズムができてきたと感じる。 

○朝，｢眠たい｣とよく言っているので，もっと早く寝かせないといけないと思った。 

○寝る時間も一定になっているが，やはり夜寝るのが遅かった日は次の朝すっきりしていない。 

○夜に11時間ほど眠ると翌日もすっきりするようだった。 

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目

Ｈ29　５月 21:00 21:30 21:30 21:00 21:30 21:15 21:45 21:21
夜の寝る時間は親が誘導して寝かせないと自分
から｢寝よう｣とはなかなかせず苦労しました。

Ｈ29　６月 19:30 20:00 21:00 21:15 21:00 21:00 21:00 20:40

実施時期
就寝時刻 平均

就寝時刻
保護者の感想

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目

Ｈ28　11月 21:45 21:50 22:00 21:20 22:00 21:50 21:30 21:45
一度も９時までに寝ることができなかったので引き
続き生活リズムを見直し，少しでも改善していきた
いと思いました。

Ｈ29　 １月 21:30 20:40 21:00 21:30 21:00 21:10 21:30 21:11

Ｈ29　５月 21:30 21:00 21:20 21:30 20:40 20:50 21:00 21:07
昨年より早寝早起きができるようになりました。起
きてすぐに動けないので，すっきり目覚められるよ
うになるといいなと思いました。

Ｈ29　６月 20:00 21:00 21:10 21:00 20:45 21:30 20:50 20:53
早寝早起きをしようという意識が定着してきて嬉し
く思います。

就寝時刻
実施時期

平均

就寝時刻
保護者の感想
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ンジカードを実施して早寝早起きをするための過ごし方を意識することで，早期に生活リズムを

確立することにつながると考える。 

チャレンジカードの効果が，すぐに現れるという幼児ばかりではないが，親子で生活習慣の改

善を意識して取り組み，少しずつ生活リズムが整ってきている幼児も見られる。 

Ａ児（表１）は，６月のチャレンジカードでは５月よりも就寝時刻が早くなり，９時までに寝

られる日が多くなっている。１か月の間に大きな改善が見られた。５月のチャレンジカード後，

保護者が意識して幼児を９時までに寝かせるようにしたと考えられる。 

Ｂ児（表２）は，３歳の11月には９時半以降に就寝することが多かったが，回を重ねるごとに

就寝時刻が早くなり，９時までに寝られる日が少しずつ増えている。チャレンジカードをきっか

けに，チャレンジ期間後も継続して基本的生活習慣の改善に取り組んでいると考えられる。保護

者の感想からも幼児自身が早寝早起きを意識して取り組んでいる様子や早寝早起きの習慣が定着

してきている様子が分かった。 

図 24 ９時半以降に就寝した日が３日以上あった幼児 図 23 ９時までに就寝した日数 
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５ 成果と課題 

 「はやねはやおきチャレンジカード」で就寝時刻や起床時刻，昼寝の時間，朝の様子等を記録

していくことは，保護者が幼児の生活を振り返り，睡眠時間は足りているか，昼寝の時間帯や長

さが就寝時刻に影響していないか等を考えるのに有効だった。特に，就寝時刻が遅くなる習慣が

定着してしまっている幼児や，まだ生活リズムが確立していない幼児の保護者が，生活を見直す

きっかけをつくることができた。記録を残すことで，生活をどのように改善していけばよいのか，

何時に寝ればよいのかが分かり，保護者が明確な目標をもって取り組むことができた。 

また，学期毎のチャレンジカードにも就寝時刻，起床時刻を記入するようにしたことで，２学

期までよりも時間を意識して取り組んでいる様子が見られた。教師も就寝時刻や起床時刻を把握

することで，その後の指導に生かすことができた。 

生活習慣が少しずつ改善されている幼児がいる一方，「姉の習い事がある日は寝るのがどうし

ても遅くなりがちになる」「母の帰宅が遅いためどうしても夜寝る時間が遅くなってしまう」等，

早寝早起きが大切であることは分かっているが，なかなか実践できないという家庭もあることが

明らかになった。早急に改善することは難しいが，「ほけんだより」や学級懇談等で睡眠の大切さ

について取り上げたり，各家庭での早く寝るための工夫を紹介したりすることで少しでも就寝時

刻が早くなるように働き掛けていきたい。 

また，前回よりも就寝時刻が遅くなっている幼児や，時刻を記入していない保護者がいたり，

「チャレンジカードの期間中は頑張れるが普段の就寝は10時頃になる」という感想も見られたり

する等，チャレンジカードへの意欲を保っていくこと，早寝早起きの習慣を定着させていくこと

が今後の課題である。引き続きチャレンジカードに取り組み，早寝早起きをすることによる朝の

目覚めの気持ちよさや体調の変化を親子で感じるきっかけとなるようにしたい。また，幼児自身

が早寝早起きをしようという気持ちをもつことが重要であると考える。現在，発育測定時に保健

指導を行っているが，なぜ早寝早起きが大切なのかを幼児が理解し，早く寝るためにはどうすれ

ばよいのかを考えることができるように，保健指導の時期や年齢に応じた内容，教材について検

討していきたい。また，保護者に対してもチャレンジカードの意義や目的について繰り返し説明

したり，カードへのコメントの書き方を工夫したりする等して意欲的にチャレンジカードに取り

組めるようにしていきたい。 

生活習慣は短期間で身に付くものではなく，すぐには効果が現れないが，３年間を通して以上

のようなチャレンジカードや保健指導の取組を継続していくことで，早寝早起きの習慣の確立と

定着を目指していきたい。 

（古南友絵） 
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○教育課程 
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資料１―１ 教育課程 （３年保育３歳児）
安心感：（安） ｢学びに向かう力｣の５つの視点の表記 好奇心:(好)・自発性:(発)・自制心:(制）・挑戦意欲:(挑)・協同性：（協） 基本的生活習慣:基 生活していくために必要な習慣:【習―生活・聞く・話す・きまり】

期 Ⅰ－① Ⅰ－② Ⅰ－③
月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

その時期 園の環境に親しみ，先生と一緒にいろいろなものに関わ 自分からいろいろなものに関わり，先生や友達との触れ合いを喜ぶ時 気の合う友達と，自分の思いを出しながら遊ぶ時期
の特徴 る時期 期

○興味をもった物や遊具を見たり触れたりして遊ぶ。 ○自分の好きな遊びを見付けて遊ぶ。 ○身近な遊具や用具を使っていろいろな遊びを考えたり，遊びに必要な物を見付けたりする。
○新しい環境に慣れる。 ○自分の安定できる場を見付け，いろいろなことを自分からしようと ○できたことを喜び，またやってみようとする。

する。
○先生に親しみをもち，先生や友達の中で遊ぶ。 ○同じ場で遊んでいる友達に関心をもつ。 ○自分の思いを出しながら，気の合う友達と一緒に遊ぶ。
・持ち物の片付けの仕方，おやつの食べ方，便所の使い ・衣服の着脱，持ち物の片付け，おやつの食器の片付け，降園の用意 ・一日の生活の仕方が分かり，持ち物の片付け，降園の用意等，自分の身の回りのことはで

方等，園生活の仕方を知る。基 等，生活に必要なことを先生に教えてもらいながら，自分でしよう きるだけ自分でする。基【習―生活】
とする。基 ・うがい，手洗い等，健康な生活に必要なことをしようとする。基

・室内外にいろいろな遊具や用具があることに気付き， ・戸外で走ったり跳んだりして，体を動かして遊ぶ。（発） ・室内外で先生や友達と，鬼遊びや集団遊びをし，体を動かして遊ぶ。（発）
触れて遊ぶ。（好）

・先生や世話をしてくれる年長児に親しみをもつ。（安） ・同じ場で遊んでいる友達に気付き，関わろうとする。（発） ・同じ場にいる友達と一緒に遊んだり話したりする。（発）【習―聞く・話す】
・いろいろな遊具の使い方や順番等のあることを知る。 【習―聞く・話す】 ・友達の嫌がることを言ったりしたりしてはいけないことに気付く。（制）

【習―きまり】 ・生活に必要な言葉（「貸して」「いいよ」等）を使おうとする。（発） ・思ったことや感じたことを先生や友達に自分の言葉で言う。（発）【習―話す】
・したいこと，してほしいことを先生に身振りや言葉で 【習―話す】

表現しようとする。（発）【習―話す】 ・先生に見たこと，したことを自分なりの言葉で表現する。（発）
・園内の飼育物，生き物，草花に関心をもつ。（好） 【習―話す】
・新しい環境に慣れ，自分の組，印等，園での生活に必 ・自分の周囲のことに目を向け，身近な自然物（生き物，植物，砂， ・自然の美しさに触れたり，身近な自然物（砂，木の実，氷等）を使って遊んだりする中で

要なものや場所を知る。 土，水等）に関心をもつ。（好） 自然の変化を感じる。（好）
・手遊びをしたり歌を歌ったり，いろいろなものになっ ・身近な環境の中で安心して遊ぶとともに，幼稚園にはいろいろな場 ・身近な環境の中でいろいろな場所に関わるとともに，園外のいろいろな場所を知る。（発）

たりすることを楽しむ。（好） 所があることに気付く。（安）（好） ・身近な生活の中の出来事を知る。（好）
・砂や土等様々な素材に触れて遊ぶ。（好） ・曲に合わせて体を動かしたり，歌ったりすることを楽しむ。（発） ・歌ったり楽器を鳴らしたりいろいろなものになって動いたりして，様々な表現を楽しむ。

・いろいろな材料や用具でかいたりつくったりすることを楽しむ。 （発）
（発） ・いろいろな材料に触れ，それを使うことを喜ぶ。（発）

・遊びや生活の中で数や量に興味をもつ。（好） ・遊びや生活の中で数や量に興味をもつ。（好）
(１)園生活の仕方を知らせるときには幼児の生活に必要 (１)着替えの仕方を具体的に知らせることで，自分で衣服の着脱をし (１)手洗い，うがいや食事の仕方等の生活習慣については，個々に合わせて具体的に声を掛

なことから知らせ，幼児にとって負担にならないよ ようとしたりできた喜びを感じたりすることができるようにす けたり，保護者と連携して一緒に進めたりすることで，自分でしようとすることができ
うにするとともに常に励まし，手助けするようにす る。基 るようにする。基【習―生活】
る。（安）基 (２)行動が活発になってきているので，晴れた日には戸外で遊んだり，(２)固定遊具や運動遊び等で一人一人の取り組む様子に合わせて，頑張っている姿や前より

(２)月齢や入園までの家庭環境によって，個人差が大き 雨の日には体を十分動かして遊べる場を用意したりする等して， もできるようになったことを認めて，体を動かして遊ぶ楽しさを感じたりより意欲をも
く見られるので，個々の幼児に応じた援助をする。 体をしっかり動かして遊ぶ楽しさを感じることができるようにす って取り組んだりできるようにする。（発）
（安） る。（好） (３)鬼遊びや集団遊び等では，教師も一緒に参加し大きな動きで表現したり，追い掛けたり

(３)戸外の環境に思う存分触れ，慣れることができるよ (３)友達との関わりが広がっていく時期なので，教師も遊びに加わり， することで，逃げる，追い掛ける等して思い切り走ることを楽しむことができるように
うに，教師も一緒に遊びながら面白さを知らせる。 一人一人の遊びの取り組みを具体的に言葉で表したり，友達との する。また，ルールについては必要なものから具体的に知らせたり必要に応じて幼児が
（好） 話をつなぐことができるような声を掛けたりする。（発） 分かりやすいルールを問い掛けながらつくったりすることで，それらのルールを守って

(４)遊具は家庭でも親しんでいるものや家庭にはあまり 【習―聞く】 みんなで遊ぶ楽しさを感じることができるようにする。（発）【習―きまり】
ないものを用意することで，園にある遊具や遊びに (４)トラブルの際は，互いに嫌な気持ちが残らないように双方の気持 (４)友達と関わることができ，共通のイメージがもちやすいような環境（基地，家，面等）
興味をもちやすく遊び始めやすいようにする。（安） ちを十分に汲み取り，まずは思いを受け止め，代弁したり仲介し を用意する。幼児が気軽にもち運んで遊びの場をつくり出しやすいような遊具や用具の

(５)言葉では表現できない幼児の要求や思いを受け止め たりして楽しく遊べるような雰囲気づくりを心掛ける。（発） 選択や配置の仕方等を考慮する。また，友達とのつながりを感じて楽しめるような遊び
幼児が満足できるような対応をする。また，視線や 【習―話す】 （ぺープサートを使った話，ごっこ遊び等）を工夫するとともに，教師も一緒に遊びな
言葉を交わしたり，手をつないだり，一緒に遊んだ (５)｢貸して」｢入れて｣等，生活に必要な言葉があることを知らせ， がら会話をつなげたり，一人一人の思いを出しながら，周りの友達とイメージをつない
りして，一人一人が先生と一緒に過ごしていると実 使えたときには認めたり，一人で言えないときには教師と一緒に で遊べるようにしたりする。（発）
感できるようにする。（発）【習―話す】 言ったりしながら，相手に思いが伝わる喜びを感じたりその場に (５)遊びの仲間に入りたくてもなかなか入ることができない幼児には，様子を見ながら必要

(６)室内の遊具や固定遊具の使い方や遊び方を一緒に遊 合った言葉を使おうとしたりすることができるようにする。（発） に応じて一緒に「入れて」と声を掛けたり，したい遊びに誘ったりすることで，徐々に
びながら知らせ，親しんだり，安全な遊び方に気付 【習―話す】 つながりをもって遊ぶことができるようにする。（発）【習―話す】
いたりできるようにする。【習―きまり】 (６)一人一人の思いを十分受け止めて話を聞くようにし，安心して自 (６)自己主張によるぶつかり合いが多くなる時期なので，それぞれの言い分や気持ちをしっ

(７)生き物や草花に触れたり，戸外での幼児の発見や驚 己表出できるようにするとともに，自分の思いを表現する喜びを かり聞くことで，自分の言葉で言えるようにするとともに，互いに納得できるような遊
きに共感したりして，自然の中で遊ぶ楽しさを味わ 味わえるようにする。（発）【習―話す】 び方を教師が提案したり，一緒に考えたりする。（制）【習―聞く・話す】
えるようにする。（好） (７)生き物に関心をもって見たり触れて遊んだりできるように，よく (７)興味をもったり触れたりしやすい場に秋の自然物を置いたり，集めて遊ぶことができる

(８)壁面飾り等で保育室を温かく楽しい雰囲気にして， 見える場所に置いておき，教師も一緒に関わったり幼児の感じて ような容器を用意したりすることで，触れて遊びながら親しみがもてるようにする。ま
自分の組に親しみをもち安心して遊ぶことができる いることに共感したりする。（好）（発） た，園外保育で近くの山や公園，小・中学校等いろいろな場所に出掛ける機会をつくり，
ようにする。また，靴箱やロッカー，タオル掛け等 (８)砂や粘土，水等に全身で触れる中で，教師も一緒に遊んだり遊び 季節の移り変わりを感じることができるようにする。（好）
それぞれに，幼児が自分の場所が分かりやすいシー の楽しさに共感したりして，感触を楽しんだり，したい遊び方で (８)氷や雪等の自然事象は機会を逃さず興味がもてるように場や時間を確保し，教師も一緒
ルを貼っておく。いつでも声が聞こえ姿が見える範 関わったりできるようにする。（好）（発） に遊んだり，発見や喜びに共感したりすることで，自然に対する驚きや感動を素直に表
囲に教師がいることで，安心して遊べる空間になる (９)園内をみんなで探険する機会をつくったり，年中，年長児の遊び 現することができるようにする。（発）
ようにする。（安） に参加したりすることを通して，園内にいろいろな場所があるこ (９)教師も一緒に触れたり話をしたりして，もちつきや正月，節分等の生活の出来事に関心

(９)幼児の遊びが一段落した頃や気分転換が必要なとき とに気付くことができるようにする。（安） をもてるようにする。（好）
等に幼児の活動の様子を見ながら歌を歌ったり，紙 (10)幼児が興味をもちやすいような音楽を用意したり教師が楽しそう (10)みんなで歌ったり楽器を鳴らしたり，お話の登場人物になったりして遊ぶ機会をつくり，
芝居や絵本を見たりして，ほっとできる雰囲気をつ に大きな動きで踊ったりすることで，曲に合わせて表現をしたり 友達と一緒に表現する楽しさを感じることができるようにする。（発）
くる。（安）（好） 体操をしたりすることに楽しんで取り組めるようにする。（発） (11)いろいろな材料を用意しておき，自分なりの思いをもってつくる楽しさを感じることが

(10)砂や小麦粉粘土等，興味を引きやすく感触を楽しめ (11)面や衣装等簡単につくって身に付けることができるような材料や できるようにする。必要に応じて，製作材料の使い方や安全な用具の使い方について知
る素材を用意する。（好） 用具を十分な数準備する。またイメージが膨らむように幼児の思 らせる。（発）

いに共感する。（好）
(12)水や砂，ドングリ等の自然物を使って遊んだり，おやつを食べた

りするときに，自然に数や量に触れることができるような用具や
遊びを用意したり，声を掛けたりする。（好）
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｢学びに向かう力｣の５つの視点の表記 好奇心:(好)・自発性:(発)・自制心:(制)・挑戦意欲:(挑)・協同性：（協） 基本的生活習慣:基 生活していくために必要な習慣:【習―生活・聞く・話す・きまり】
期 Ⅱ－① Ⅱ－②
月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

その時期 自分なりのめあてをもって遊びに取り組み，友達との関わりを広げていく時期 友達とイメージを出し合いながら一緒に遊びを進めていく時期
の特徴

○身の回りの様々な事象や現象に興味をもち，自分から繰り返し取り組んだり試したりする。 〇自分なりのめあてをもって考えたり試したりしながら，繰り返し取り組む。
○できるようになったことを喜んだり，満足感を感じたりし，自分からしようとする。 〇未経験のことや，やや抵抗のあることにも取り組もうとし，自分の頑張りに気付くとともに，満足感をもつ。
○友達や先生に自分の思いを伝えながら，一緒に遊ぶ。 〇友達に自分の思いや考えを伝えたり，友達の思いや考えを聞いたりしながら，一緒に遊びや仕事に取り組む。
・身の回りのことや片付け等を，自分でする。基 ・健康，安全に生活する仕方が分かり，自分からしようとする。基
・おやつや牛乳・弁当のときの当番のやり方を知り，喜んでする。【習―生活】 ・当番活動の必要性が分かり，自分からしようとする。【習―生活】
・いろいろな運動的な遊びに興味をもち，自分なりにやってみようとする。（発） ・自分なりのめあてをもっていろいろな運動的な遊びに関わり，体を動かして遊ぶ。（挑）
・友達のしていることや言っていることに関心をもち，関わりを広げながら一緒に活動する。 ・いろいろな友達と遊ぶ中で，友達のよさや頑張っていること等，様々な面に気付く。（協）
（発） ・たくさんの友達とルールのある遊びをしたり，遊びに必要なルールを考えたりする。（協）

・物事の善し悪しを知り，生活に必要な約束やきまりを守ろうとする。（制）【習―きまり】 ・物事のよし悪しに気付くとともに，遊びや生活に必要なきまりや約束を守ろうとする。（制）【習―きまり】
・自分の思いや考えを言葉で言ったり，先生や友達の言葉を聞こうとしたりする。（発）【習― ・自分の思いや考えを言葉で伝えたり，相手の思いや考えを聞いたりする。（協）【習―聞く・話す】
聞く・話す】 ・季節の移り変わりや自然の美しさ，不思議さ等に気付き，身近な自然物（砂，土，木の実等）を使ったり，冬の自然現象（霜，

・身近な自然物（生き物，植物，砂，土，水等）に関心をもち，繰り返し見たり触ったり使っ 氷，雪等）に興味をもったりして関わったりして遊ぶ。（好）
て遊んだりする。（好） ・園内外のいろいろな場所を使って遊ぶ。（発）

・園内外のいろいろな場所に行き，関心をもって関わる。（好） ・身近な生活の中の出来事に関心をもって関わる。（好）
・身近な生活の中の出来事に気付いたり，関わったりする。（発） ・絵本を読んだりお話を聞いたりして自分なりのイメージを広げ，音や動きや言葉で自分なりに表現する楽しさを味わう。
・自分なりに音楽やリズムに合わせて体を動かしたり，楽器を鳴らしたり，歌ったりする。（発） （発）
・いろいろな素材，色，形等に関心をもち，それを使って自分なりにかいたりつくったりする。 ・材料や用具を考えながらいろいろな方法でかいたりつくったりして，それを使って遊ぶ。（発）
（発）

・遊びや生活の中で人や身近な物の数や量に関心をもつ。（好）
(１)遊び慣れていて片付け方がよく分かっているものについては，できるだけ幼児に任せ，自 (１)風邪の予防のためにうがいや手洗いが必要であることを具体的に知らせたり，忘れずに毎日自分から取り組んでいる姿を

分たちで最後まで片付けることで自信がもてるようにする。新たに環境として用意したも 認めたりすることで，自分から進んでしようとすることができるようにする。基
のについては，片付けるものや片付け方を知らせ，教師と一緒に最後まで片付けることが (２)当番が自分たちで仕事を進めようと頑張っている姿を認め，自分がしていることが学級みんなの役に立っているというこ
できるようにしていく。基 とが感じられるようにしていく。【習―生活】

(２)幼児のやってみたい気持ちをもとに，自分たちで牛乳を運んだり食べる前のあいさつをし (３)当番の仕事を自分から進んでできたことを認めることで，満足感をもつことができるようにするとともに，当番活動によ
たりする活動を取り入れる中で，自分たちでできた喜びを十分認め，満足感を味わうこと り意欲をもつことができるようにする。【習―生活】
ができるようにする。【習―生活】 (４)縄跳びやフープ，長縄跳びや一輪車等に関わっている姿を捉え認めることで，自分でめあてをもつことができるようにす

(３)教師も進んで遊びに参加し，集団遊び等をすることを通して，友達と一緒に遊んだり思い る。また，繰り返し取り組んでいる姿，前より少しでもできるようになったこと等を認めることで，幼児が自信をもち，
切り体を動かしたりできるようにする。（発） より意欲をもって取り組むことができるようにする。（挑）

(４)教師も一緒に遊びに参加しながら，それぞれの幼児の遊んでいる様子や考えたり工夫した (５)遊びや生活の中で，繰り返し取り組む姿や頑張っている姿，友達を心配する姿等，友達のいろいろな面に気付かせること
りしている姿を周りの幼児に知らせ，自分もしてみようという気持ちをもち，同じ場で遊 で，友達のよさやつながりを感じられるようにする。（協）
んでいる幼児が互いに関わり合いながら遊ぶことができるようにする。（発） (６)ルールを守らないことでトラブルが生じた場合は，参加している幼児とルールを確認したり遊びがより楽しくなるように

(５)園内での約束を守ろうとしない幼児が見られたときには，教師は一緒に活動しながら場面 ルールを考えたりしながら，ルールを守って遊ぶことの大切さに気付くことができるようにする。（制）
を捉えて声を掛けたり，危険な遊具の使い方を知らせたりして幼児同士で注意できるよう (７)どうすれば安全に過ごすことができるか，どうすれば周りの友達が気持ちよく過ごすことができるか等，気付いたり思い
にし，集団で生活するための約束を思い出したり意識したりできるようにする。（制）【習 出したりする機会をもつことで，友達と生活するために必要なきまりや約束を自分から守ろうとすることができるように
―きまり】 する。（制）【習―きまり】

(６)遊びや遊びの進め方等で，友達のしていることや言っていることに気付いたり自分の気持 (８)一人一人の幼児が自分の思いを伝えることができているか，また友達の思いを聞くことができているか等を把握し，個に
ちを言葉で伝えたりできるように教師が仲立ちとなるようにする。（発）【習―聞く・話す】 応じて援助していくことで，友達と思いを伝え合いながら遊びを進めていくことができるようにする。（協）【習―聞く・

(７)身近な動植物に興味をもつことができるように，幼児が気付いたことや不思議に思ったこ 話す】
と等に一緒に驚いたり共感したりする。（好） (９)自分の考えたことを友達に伝えたり友達の考えを聞いたりしながら遊びを進めていくことができるように，一人一人の考

(８)川や池をつくる，泥団子をつくる等，それぞれの幼児が自分なりに遊んでいる姿を認めた えを受け止め，自分の考えていることを言いやすい雰囲気をつくったり，必要に応じて仲介したりする。（協）【習―聞く】
り周りの幼児に知らせたりして，満足感を感じながら繰り返し取り組むことができるよう (10)落ち葉や木の実を使って遊ぶことができるような環境を用意したり，木の実等を使ってどんなことができるか投げ掛けた
にするとともに，友達の様子に気付き一緒につくってみようという気持ちをもつことがで りして，したい遊びのイメージが広がるようにする。（好）（発）
きるようにする。（発） (11)霜や氷，雪等の自然現象に触れる中で，気付いたこと，発見したこと，考えたことを伝えたり繰り返し関わったりして，

(９)園外に出掛けたり園内のいろいろな場所で遊んだりする中で，幼児の発見や驚きを受け止 その不思議さや面白さ等を感じ取ることができるようにする。（好）
めたり教師も一緒に伸び伸びと活動したりして，開放感と楽しさを感じられるようにする。(12)木々の紅葉した様子や木の葉が落ちていく様子等については，園内外の様子にも目を向けさせ，関心をもつことができる
（発） ようにする。（好）

(10)こどもの日や七夕等，季節の行事に関心をもたせ，幼児が主体的に活動に参加できるよう (13)春が来ていることを知らせるニュースや周りの自然の様子を知らせることで，自分から春の訪れを探したり喜びを感じた
にする。身近なニュースを話題にすることで，いろいろな出来事に興味をもち，自分なり りするようにする。（好）
に感じたり考えたりする機会になるようにする。（好） (14)劇遊びやオペレッタ等をする中で，友達と一緒に動きや必要な台詞を考えることで，共通のイメージで遊びを進める楽し

(11)幼児がよく知っている曲や身近な題材を扱ったり曲に合わせて体を動かしたり歌ったりす さが感じられるようにする。また，友達の表現している様子に気付かせることで，友達の頑張りを認めたり自分もいろい
ることで教師や友達と一緒に踊ったり歌ったりする楽しさが味わえるようにする。（発） ろな表現を試したりしようとする気持ちをもつことができるようにする。（協）

(12)いろいろな素材を使った遊びに興味をもつ頃には，幼児の遊びの様子を見て，扱いやすい (15)繰り返し試したり自分なりに考えたり工夫したりできるように，広い場や新たな発想を刺激するような材料，用具を準備
大きさの空き箱や容器，紙，新聞紙等を随時出せるようにしておく。（発） する。（発）（挑）

(13)泥団子がいくつできたか，玉入れでどちらのカゴに多く玉が入っているか等，楽しく遊ぶ (16)かるたやトランプ，絵合わせ等の遊びをする中で，数や文字に対するそれぞれの幼児の興味や関心に応じた援助をするこ
中で自然に数や量を意識することで，興味や関心をもつことができるようにする。（好） とで楽しく遊べるようにする。（好）
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教育課程 （３年保育５歳児）
｢学びに向かう力｣の５つの視点の表記 好奇心:（好）・自発性:(発)・自制心:(制）・挑戦意欲:(挑)・協同性：（協） 基本的生活習慣:基 生活していくために必要な習慣:【習―生活・聞く・話す・きまり】

期 Ⅱ－③ Ⅲ－① Ⅲ－②
月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

その時期 自分なりにイメージやめあてを実現しながら，友達と遊びや仕事を進めていく時期 友達と試行錯誤しながらめあてを達成していく時期 自分の力を発揮しながら，友達と共通の目的に向けて，力を合わせて活
の特徴 動を深めていく時期

○いろいろな活動に自分から取り組み，試したり工夫したりする。 ○めあてやイメージしたことに向けて，試したり工夫したりしてやり遂 ○活動に見通しをもち，いろいろなやり方を試しながら，最後までやり
げようとする。 遂げようとする。

○自分なりにめあてをもち，挑戦していく楽しさや満足感を味わう。 ○自分なりの課題に向けて取り組み，達成感を味わう。 ○いろいろな活動を通して，自分の力が生かされたり認められたりする
ことを喜び，自信をもつ。

○友達と自分の思いや考えを出し合いながら活動を進める。 ○友達と思いや考えを伝え合ったり，励まし合ったりしながら活動を進 ○友達と共通の目的に向けて，互いの思いや考えを認め合いながら，協
める。 力して活動を進める。

・健康，安全に必要なことの意味を理解して取り組もうとする。基 ・健康，安全な生活に必要なことに，自分から取り組む。基 ・遊びや生活に見通しをもち，友達と力を合わせて遊びや仕事を進める。
・自分たちの生活に必要な当番や係の活動等に取り組もうとする。【習―生活】 ・当番や係の活動等に主体的に取り組む。【習―生活】 （協）【習―生活】
・戸外で友達と一緒に全身を使ったいろいろな遊びをする。（発） ・力いっぱい体を動かす遊びに取り組み，自分なりのめあてをもち，友 ・友達とルールや遊び方を考えながら，体を動かして遊ぶ。（協）
・同じグループや同じ場で活動している友達と，考えを出し合ったり試したりしな 達と競い合って遊ぶ。（発） ・友達と共通の目的に向かって取り組む中で，認め合ったり励まし合っ
がら遊びや生活を進める。（協）【習―聞く・話す】 ・友達と遊びや仕事に取り組む中で，友達の頑張っている姿を認めたり たりする。（協）

・年少，年中児に幼稚園での生活の仕方を教えたり，一緒に遊んだりする中で，優 励ましたりする。（協） ・年中児に係の仕事内容を伝えたり，一緒に遊んだりする。（協）（制）
しく接しようとする気持ちをもつ。（制） ・年少,年中児と一緒に遊ぶ中で，思いやりの気持ちをもつ。（発） ・自分たちできまりをつくったりつくり替えたりしながら，生活を進め

・園外保育や行事を通して地域の人に親しみをもって接する。 ・自分たちできまりを考えて，遊びや生活を進める。（協）【習―きまり】 る。（協）【習―きまり】
・遊びや生活に必要なきまりや約束を自分たちで考え，守る。（制）【習―きまり】 ・言っていいこと，悪いことを自分で判断し，考えて話す。（制） ・相手の気持ちに気付く。（協）
・言っていいこと，悪いことがあることに自分で気付く。（制） ・飼育栽培している動植物それぞれに適した関わり方を知り，世話をす ・自分なりの課題に挑戦し，多少の困難があっても，最後までやり遂げ
・飼育物や栽培物の世話を通して，大切にしようとする気持ちをもつ。 る。（発） ようとする。（挑）
・考えたことや感じたことを相手に分かるように伝えたり，先生や友達の言うこと ・一つの話題についてみんなで話し合う中で，友達の意見を聞いたり， ・考えたことやイメージを友達に分かるように伝えたり，友達の考えを
を最後まで聞いたりする。（協）【習―聞く・話す】 自分の考えを言ったりする。（協）【習―聞く・話す】 聞いて取り入れたりする。（協）【習―聞く・話す】

・遊びや生活の中で，文字に興味や関心をもつ。（好） ・遊びや生活の中で文字を見たり使ったりしようとする。（好） ・文字で伝える楽しさを知り，遊びや生活の中で使う。（発）
・自然に親しみ，身近な生き物や植物等の変化や形，美しさ，特徴に気付く。（好） ・季節の移り変わりの美しさや不思議さに関心をもって，身近な自然物 ・自然現象（霜，氷，雪等）に関心をもち，その不思議さに気付いたり，
・遊びや生活に応じていろいろな場を選んで使う。（発） （砂，土，木の実等）を取り入れて遊ぶ。（発） 関わって遊んだりする。（発）
・身近な生活の中でいろいろな出来事を知り，関心をもって関わる。（発） ・遊びや生活に応じていろいろな場を生かして使う。（発） ・一年生と一緒に遊んだり小学校のことを教えてもらったりして，小学
・感じたこと，考えたこと等を音や動き等で表現したり，遊びに必要なものをつく ・友達と一緒に，感じたこと，考えたこと等を，音や動きで表現する。 校に関心をもつ。（好）
ったりする。（発） （発） ・友達と一緒に考えたり工夫したりしながら，いろいろな表現をする。

・遊びや生活の中で，数を数えたり量の違いに気付いたりする。（発） ・遊びに必要な物を材料や用具を選んでつくり，使って遊ぶ。（発） （発）
・自分のめあてをもって繰り返しやってみようとする。（挑） ・遊びや生活の中で必要に応じて数を数えたり量や大きさを比べたりす

る。（発）
・初めてのことや少し難しいことにも繰り返し挑戦する。（挑）
・友達同士で励まし合ったり，刺激を受けたりしながら頑張ろうとする。

（挑）
(１)生活習慣を見直したり，発育測定や検診を通して自分の体に関心をもたせたり (１)手洗い，うがいを自分からしている様子を認めたり，必要性を学級 (１)３年間で経験した遊びをみんなでしたり，思い出を話し合ったりし

することで，健康・安全な生活に必要なことを感じ取り，自分から取り組もう 全体に話したりして，丁寧に取り組むことができるようにする。基 ながら最後の園生活を安定した気持ちで過ごせるようにする。（協）
とすることができるようにする。基 (２)同じ係や当番の友達と一緒に，話し合ったり手伝い合ったり分担し (２)ルールのある遊びに関心が高まってくるので，みんなが楽しく遊ぶ

(２)前年度の年長児から引き継いだ係の仕事内容や方法を取り入れながら，自分た たりしながら仕事を進めている姿を認め，協力して仕事をしてよか ためには，今までのルールをどのように変えていったらよいのか話
ちでやり方を考えて取り組めるよう考えを出し合う姿を認めたり，幼児と一緒 ったという気持ちがもてるようにする。【習―生活】 し合う中で，ルールの大切さや，互いの意見や立場を尊重すること
に考えたりする。【習―生活】 (３)自分の思いを通そうとして，一方的に自分の意見を主張しようとす の大切さを知らせるようにする。（協）【習―きまり・聞く・話す】

(３)戸外で友達と一緒に体を動かして遊ぶ楽しさや心地よさを感じることができる る場面も見られるので，教師が仲介しながら相手の言うことにも耳 (３)共通の目的に向かって友達と考えを出し合ったり相手の気持ちを考
ように，ルールのある大勢でする遊びの場を用意し，教師も一緒に遊びに参加 を傾けることや意見の述べ方等について，その都度助言し，少しで えたりしながら，遊びを進めている姿を認め，友達と一緒に頑張る
し，遊びの楽しさを伝えたり遊び方を知らせたりしていく。（発） も互いの立場を考えた発言ができるようにする。（制）【習―聞く・ ことの喜びを味わったり，さらに自分たちで考えたり工夫したりし

(４)友達と遊びや生活を進めていく楽しさを感じることができるように，友達と考 話す】 ようという気持ちをもてるようにする。（協）
えを言い合ったり，相手の考えを受け入れたりして遊ぼうとする姿を見守り， (４)ドッジボール，縄跳び，まりつき等に教師も積極的に参加し，大勢 (４)係の仕事については，年中児に引き継ぐために年中児と一緒に仕事
必要に応じて仲介したり助言したりする。（協）（制） の友達と体を動かして遊ぶ楽しさが味わえるようにする。（発） をする時間や場をもち，年中児にも分かる言葉や話し方を考えるこ

(５)新入園児の世話の仕方については，自分が入園したときにしてもらったことを (５)友達と同じめあてをもって活動する楽しさや満足感を十分味わえる とで，どうすれば年中児に分かりやすく伝えられるかに気付くこと
思い出しながら，どのようにすればよいか考えられるようにする。また，幼児 ように，教師も仲間の一員として参加し，幼児の考えを引き出すき ができるようにする。（制）
なりの世話の仕方や，年少児に対する思いやりの気持ちを認めていく。（発） っかけを与えたり，互いの考えを仲介したりして幼児と相談しなが (５)係の仕事については，冬になり環境の様子が変化するため，幼児と

(６)一緒に遊んでいる友達の言動やイメージに目が向くような働き掛けをし，友達 ら遊びを展開していく。また，年少，年中児を客として誘う等する 一緒に仕事内容を確認し，今の生活に必要な仕事を考えていく。
と刺激を受け合い，遊びに取り入れていくことができるようにする。（協） ことが予想されるため，年少，年中児が分かるように伝えたり遊び (６)少し難しいことでもしようとしている姿を認めたり励ましたりし

(７)友達と遊びや仕事をする中で，自分の思ったことを相手に伝えたり，友達の言 方を考えたりする等，必要に応じて援助していく。（協）（制）（挑） て，やってみようという意欲を支えていく。（挑）
っていることを聞いたりすることができるように，友達に分かる言い方を知ら (６)自分たちで遊びを進めようとする意欲が強くなってくるので，自分 (７)幼児同士で考えたことやイメージを伝え合ったり，友達の考えを受
せたり言葉を補ったりして仲介する。（協）【習―聞く・話す】 の考えを言ったり友達の意見を聞いたりして，より遊びが発展した け入れたりしている姿を認め，友達と考えを受け入れ合いながら遊

(８)動植物に興味を示して見たり触ったりすることができるように，教師も興味を り豊かになったりするよう遊びの進め方やルール等を幼児と一緒に びを進める楽しさを味わえるようにする。（協）（制）【習―聞く・
もって見たり共感したりして，関心を高めるような助言をする。また，興味を 考えていく。（協）（制）【習―聞く・話す】 話す】
もったことを調べられるように，図鑑や絵本を用意しておく。生き物の飼育や (７)遊びを進めていく中で，文字や数字を使って表そうとしているとき (８)家庭で経験したかるた，トランプ，すごろく等で遊べるように用意
死を通して，生き物を大切に扱う気持ちがもてるようにする。（好） には，必要に応じて知らせ，使って遊べるようにする。（発） し，友達と一緒に遊びながら，文字や数字への関心を高めるように

(９)日本古来の行事に関心をもたせたり，テレビや新聞等から，世の中の出来事に (８)木の実や木の葉の形や色，大きさ等の違いに関するいろいろな発見 する。（好）
関心をもったり自分の生活に取り入れたりすることができるようにする。（好） や気付きを大切にするとともに，自然物を使って遊ぶことができる (９)氷，雪等の自然現象については，教師も一緒に感動したり関わって

(10)木片や紙，空き箱等の製作材料を十分に用意し，構成を考えたり工夫したりし ように，材料や場を用意する。（発） 遊んだりし，自然の不思議さが感じられるようにする。（発）
ながら，自分なりのイメージを形にすることができるようにする。（発） (９)園外保育で出掛けた施設等に興味をもって関わっている様子を認め (10)一年生の学習の様子や小学校の施設を見せてもらったり一緒に遊ん

(11)遊びや生活の中で，欠席者調べをしたり当番が牛乳やおやつを配ったりする等， たり，使って遊んだり自分たちで遊びに取り入れたりできるように だりして楽しい経験をすることで，小学生になることへの期待や憧
数を数える機会をもつことで数に関心がもてるようにする。（発） 場や材料を準備する。（発） れの気持ちをもてるようにする。（好）

(12)めあてを実感することができるよう，幼児の思いを言葉にして表したり思いを (10)友達と同じめあてをもって遊ぶ中で幼児がしようとしていることが (11)友達と気持ちを合わせて，劇をしたり合奏をしたりしているところ
共有したりする。（発）（挑） 実現できるように，適した材料を選んで使えるように様々な材料を を認め，大勢の友達とそろって動く大切さに気付かせ，友達と一緒

(13)製作材料や様々な素材を用意することで，自分なりのイメージやめあてをもっ 用意する。（協） に表現する楽しさを味わうことができるようにする。（協）
て遊ぶことができるようにする。（発） (11)ドッジボールでチームに分かれたり，木の実等の量を競ったりする (12)かるたや縄跳び等，競ったりめあてをもって遊んだりする中で，数

中で，数や量に関心をもつことができるようにする。（発） を数えたり比べたりする面白さを感じられるようにする。（発）
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資料１―４ 幼小接続期カリキュラム（平成 29 年度）    
安心感：（安） 「学びに向かう力」の５つの視点の表記 好奇心：（好）・自発性：（自）・自制心：（制）・挑戦意欲：（挑）・協同性：（協） 基本的生活習慣：基 生活していくために必要な習慣：【習―生活・聞く・話す・きまり】 

校種・期 幼稚園・Ⅲ－Ａ－①（10月～12月） 幼稚園・Ⅲ－Ａ－②（１月～３月） 小学校・Ⅲ－Ｂ－①（４月～７月） 

ねらい 

○めあてやイメージしたことに向けて，試したり工夫したりしてやり遂げよ

うとする。 
○自分なりの課題に向けて取り組み，達成感を味わう。 
○友達と思いや考えを伝え合ったり，励まし合ったりしながら活動を進め

る。 

○活動に見通しをもち，いろいろな方法を試しながら，最後までやり遂げようと

する。 
○いろいろな活動を通して，自分の力が生かされたり認められたりすることを喜

び，自信をもつ。 
○友達と共通のめあてに向かって，互いの思いや考えを認め合いながら，協力し

て活動を進める。 

○様々な活動の中で，驚いたことや興味をもったこと，感じたことを話したり，体験し

たりしながら，小学校生活や生活の流れを知る。 
○小学校生活で自分のしたことを話したりかいたりして，楽しかったことを見直した

り，生活の見通しをもったりする。 
○小学校生活や生活の流れで気付いたことを話し，新しい友達と一緒に楽しく活動す

る。 

対象をとらえる

ことばの学び 

・自然物を探したり集めたりする中で，色や形の違いや面白さに気付き，遊

びに取り入れようとする。（好） 
・遊びに必要なものを考え，試したり工夫したり，それに適した材料を選ん

でつくったりする。（発） 
・数を数えたり，量を比べたりすることに関心をもつ。（好） 
・連続した話に興味をもち，場面を想像したり，続きを期待したりしながら

聞く。（発） 

・自然現象に関心をもち，その不思議さに気付いたり関わって遊んだりする。（好）

・共通のめあてやイメージを実現するために，試したり比べたりしながら，より

よい方法を考えて，やってみる。（発）（挑）（協） 
・数を数えたり量を比べたりすることの面白さを感じる。（好） 
・言葉や文字を使って遊ぶことの面白さを感じる。（好） 
・一年生と一緒に遊んだり小学校のことを教えてもらったりして，小学校生活に

関心をもつ。（好） 

・様々な生活事象に興味・関心をもち，生活事象の特徴や生活事象同士の違いに気付い

たり，生活や活動に生かしたりする。（好） 
・小学校の施設や生活に興味・関心をもち，自分なりに気付いて使ってみたり，やって

みたりする。（好）（発） 
・形や色，数字や文字，音や図形等に興味・関心をもって関わり，それらの特徴やそれ

らを使った活動の楽しさに感覚的に気付き，自分なりに考えたり使ったりすることを

楽しむ。（好）（発） 

自己を見つめる

ことばの学び 

・初めてのことや少し難しいことにも繰り返し挑戦する。（発）（挑） 
・友達同士で励まし合ったり，刺激を受け合ったりしながら頑張ろうとす

る。（挑） 
・状況に応じてやりたいことや物事のよし悪しを判断し考えて行動したり

する。（発）（制） 
・遊びに必要なルールを理解し，守って遊ぶ。（制）（協） 

・自分のめあてに向けて挑戦し，最後までやり遂げようとする。（制）（挑） 
・自分のめあてを達成した喜びやうまくいかない悔しさを感じ，次のめあてに向

かって取り組む。（挑） 
・考えたことやしたことを認められることで，自分のよさを感じる。（発） 
・心も体も大きくなったことに気付き，自分の成長を喜ぶ。（発） 
・ルールや遊び方を考え，守って遊ぶ。（制）（協） 

・自分のしたことや感じたことを話したり，絵や言葉でかいたりして見直し満足する。

（発） 
・自分のしたことやできたこと，次にしたいことを明確にして活動する。（挑） 
・自分のしたことを振り返る中で，自分のしたことや考えのよさに気付く。（発） 
・小学生になった喜びと自信から，意欲的に小学校生活に取り組み，できる喜びを感じ

たり，先生から認められて次への意欲をもったりする。（発） 

他者とつながる

ことばの学び 

・身近な事象について気付いたことや考えたことを友達と伝え合う。（協） 
・大勢の友達と遊ぶ中で，遊び方やルール等について互いの考えやイメージ

を伝え合いながら遊ぶ。（協） 
・友達とめあてを共有し，競い合ったり一緒に遊びを進めたりして物事をや

り遂げようとする。（協） 
・友達の頑張っている姿に気付き，認めたり励ましたりしながら遊ぶ。（協） 

・友達と一緒に遊びの進め方について考えたり試したり比べたりしながら遊びを

進めようとする。（発）（制）（協） 
・自分の力を発揮しながら，友達の考えを認めたり受け入れたりして大勢の友達

と力を合わせてつくり上げていく。（発）（制）（協） 
・共通のめあてやイメージを実現するために，友達と考えを伝え合い，より面白

くするための考えを深めていく。（制）（協） 
・友達のよさに気付き，互いに認め合いながら一緒に活動する楽しさを味わう。

（協） 

初めての環境や新しい学級集団の中で， 
・自分が気付いたことや考えたことを，先生や友達に言葉で伝えようとする。（協） 
・先生や友達のしていることや話を見聞きしたり，質問したりする。（制）（協） 
・友達と話したり考えたりして，考えを出し合う。（制）（協） 
・友達と分担したり力を合わせたりする。（制）（協） 
・友達のしていることや考えのよさに気付く。（協） 

幼小接続期に生

活していくため

に必要な習慣 

・次に何をするのか見通しをもって行動し，自分から進んで行う。【習―生活】 
・先生や友達の話に興味をもち，最後まで聞こうとする。【習―聞く】 
・困ったことや分からないことは，先生や友達に尋ねる。【習―話す】 
・集団生活のきまりの必要性を感じ，考えて行動する。【習―きまり】 
 

・時計を見たり，次の授業までにすることを把握したりして，準備をしたり行動したり

する。【習―生活】 
・先生の話を自分のこととして聞き，考えたり行動したりする。【習―聞く】 
・（小学校という新しい環境でも）困ったことや分からないことは，先生や友達に尋ね

る。【習―話す】 
・小学校生活のきまりや約束を知り，守ろうとする。【習―きまり】 

環境構成及び 

教師の援助 

○様々な素材や自然物を使って遊ぶことができるような材料や場を用意す

ることで，形や色，大きさ等の違いについて幼児がいろいろな発見や気付

きを試したり工夫したりできるようにする。（好） 
○教師も仲間の一員として参加し，幼児の考えを引き出すきっかけを与えた

り，互いの考えを仲介したりすることで，友達と同じめあてをもって活動

する楽しさを味わうことができるようにする。（挑）（協） 
○様々な材料を用意しておくことで，友達と同じめあてをもって遊ぶ中で，

しようとしていることが実現できるようにする。（好）（挑） 
○遊びがより発展するように，教師も一緒に考えていくことで，遊びの進め

方やルール等について，自分の考えを言ったり友達の意見を聞いたりする

ことができるようにする。（制） 
○少し難しいことでもしようとしている姿を認めたり励ましたりすること

で，やってみようという意欲を支えていくことができるようにする。（挑） 
○ドッジボールでチームに分かれたり，木の実の数や量を競ったりする中

で，数や量に関心をもつことができるようにする。（好） 

○共通のめあてに向かって友達と考えを出し合ったり相手の気持ちを考えたりし

ている姿を認め，友達と一緒に頑張ることの喜びを味わったり，さらに自分で

考えたり工夫したりしようという気持ちをもったりできるようにする。（発）

（挑）（協） 
○共通のめあてに向かって遊んだ場面について具体的に振り返って話をする時間

をもつことで，同じイメージをもったり次への意欲につなげたりすることがで

きるようにする。（挑） 
○幼児同士で考えたことを伝えたり，考えを受け入れたりしている姿を認め，考

えを受け入れ合いながら遊びを進める楽しさを味わえるようにする。（協） 
○最後までやり遂げようとすることができるように，友達と一緒に繰り返し取り

組む姿や励まし合っている姿を認め，次への意欲を高める。（挑） 
○一年生の学習の様子や施設を見たり，一緒に遊んだりして楽しい経験をするこ

とで，小学生になることへの期待やあこがれの気持ちをもてるようにする。（好）

○一日の流れを知らせたり，自分で考えられるように見守ったりすることで，自

分で生活の流れに見通しをもち，生活を進めていくことができるようにする。

（発）（制） 

○子どもが興味・関心をもっていることを話したり活動に取り入れたりすることで，小

学校生活や施設に興味・関心をもって安心して関わることができるようにする。教師

も子どもの気付きや興味をもっていることに驚いたり楽しんだりして一緒に活動す

ることで，教師にも親しみをもち，より意欲的に活動することができるようにする。

（安）（好） 
○子どものできた喜びや大きくなった自信に共感したり認めたりすることで，意欲的に

小学校生活に取り組むことができるようにする。（発）（挑） 
○具体物を吟味したり，視覚教材を提示したりすることで，自分の考えをもったり,した

ことの意味を理解したりして，学習のめあてをもつことができるようにする。（発）

（挑） 
○十分に活動できる環境を用意したり，周りの友達の様子に気付けるような投げ掛けや

提示の方法を工夫したりすることで，友達のしていることや考えに気付き，真似たり

取り入れたりすることができるようにする。（協） 
○教師や友達の話を聞いたり自分の思いを伝えたりする場面での話し合いの形態を変

えたり，小集団で行ったりして工夫することで，教師や友達の話を最後まで聞くこと

ができるようにする。（制）（協） 
○分かりやすい言葉での確認や掲示，実際に体験できる場を用意することで，小学校生

活のきまりや約束を自分から守ろうとすることができるようにする。（制）（協） 
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